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別冊取扱説明書/各種ガイドのご案内 


111,11111,1,:,接続•設定など、本機を利用するために必要な 

識 輔の誦をしています。 


かんたん接続ガイド 



Q 電源を举備する ~~三;去。つ 

^圏 i — 




ファーストステツプガイド 

はじめて本機を利用されるお客様のために、「接続ガイド」や「基本操作ガイド」、 Q & A などの情報を掲載して 
います。 


http://sony.jp/bd/support/guide/ 
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取扱説明書[準備編] 


本機をお使いになる前に、[準 
備編]を必ずお読みください。 

本機とアンテナ、テレビの基 
本的な接続方法をイラストで 
わかりやすく説明しています。 


取扱説明書[操作編] 


本機のさまざまな機能や操作 
方法を説明しています。 














A 警告 I ま全のために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、間違った使 
いかたをすると、乂災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください。 


まをのためのを意事頃を巧る 


3〜4ページのを意事項をよくお読みください。製品全般の注意事項び記載されています。 
ページの r 使用上のご注意」もあわせてお読みください。 


定期的に点巧する 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびないか、コンセントと電源プラグの間にほこりびた 
まっていないか、プラグびしっかり差し込まれているか、などを点検してください。 


巧障した5巧わない 


動作びおかしくなったり、キャビネットや電源コードなどび破損しているのに気づいたら、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に修理をご依頼ください。 


万一、異常が起をた 



〇電源を切る 

〇電源プラグを 

コンセントか5巧く 

〇お買い上げ店または 
ソニー サービス 窓 □ 
に修理を依頼する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次のよ5な表示を 
しています。表示の内容をよく理解してから本 
文をお読み < ださい。 


换警告 


この表示のミち意事項を守らないと、火災-感電 
などにより死 t や大けびなど人身事故の原因と 
なります。 

I 八注思 I 

この表示のミち意事項を守らないと、感電やその 
他の事故によりけびをしたり周辺の家財に損害 
を与えたりすることびあります。 


注意をほず記号 



A 

A 

火災 

感電 

指のケガに 
ミ主意 


行為を禁止ずる記号 


0 

禁止 

(D 

接触禁止 


分解禁止 

磯 ) 

めれ手禁止 


行為を指おずる記号 


〇 を 

ホ日ぶ フ。ラグをコ 


つラグをコン 
セントから巧く 


下記の注意事項を守らないと义災 • 感電により死こや大けが^の 

1 ^— ^ 日口 I ' ■ ….一、 田 り ±す 


火災 感電 


原因となります。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電 
の原因とな0ます。 

. 電源コードを加工したり、傷つけた 
りしない。 

• 製品と壁や棚との間にはさみ込ん 
だりしない。 

• 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

• 移動させるとさは、電源プラグを抜く。 

. 電源コードを抜くとさは、必ずプラグを持って抜く。 
-► 万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店または 
ソニーサービス窓□に交換をご依頼ください。 


0 

禁止 


本機の上に水が入ったものや、重た 
いものや不安定なものを置かない 


感電や故障の原因となります。 


0 

禁止 


湿気やほこりの多い場所や、油煙や 
湯気のあたる場所には置かない 

上記のような場所に置くと、义災や感 
電の原因となることびあります。特に 
風呂場や加湿器のそばなどでは絶対に 
使用しないでください。 禁止 


内部に水や異物を入れないように 
する 


0 

禁止 


水や異物び入ると火災や感電の原因と 
なります。本機の上に花瓶など水の 
入ったちのを置かないでください。ま 
た、本機を水滴のかかる場所に置かな 
いで < ださい。 

-► 万一、水や異物び入ったとさは、すぐに本体の電 
源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか 
ら抜さ、お買い上げ店またはソニーサービス窓 
口にご相談ください。 


本機は室内専用です 

乗物の中や船舶の中などで使用しない 
で < ださい。 


〇 


キャビネットを開けたり、分解や改 
造をしない 

乂災や感電、けびの原因となることび 
ぁります ⑩ 

-► 内部の点検や修理はお買い上げ店 

またはソニーヴービス窓口にご依分解禁止 
頼ください。 


雷が鳴り出した5、本体や電源プラ 
グには触れない 

感電の原因となります。 


接触禁止 



本機は国内専用です 

交流1 00 V の電源でお使い < ださい。 

海外などで、異なる電源電圧で使用す 
ると、火災-感電の原因となります。 

また、コンセントの定格を超えて使用 ホ言示 

しないで < ださい。 
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ミす意 I 下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることがあります。 


めれた手で電源プラグにさわ5ない 安定した場所に置く 


感電の原因となることびありま 


めれ手禁止 


風通しの悪い所に置いたり、通風孔 
をふさいだりしない 


巧をかけたり、毛足の長いじゆう 
たんや布団の上、または壁や家具 
に密接して置いて、通風孔をふさ 
ぐなど、自然放熱の妨げになるよ 
ラなことはしないでください。過 
熱して乂災や感電の原因となる 
ことびあります。 


0 

禁止 


大音量で長時間続けて聞かない 


ちを刺激するよラな大さな音量 
で長時間続けて聞 < と、聴力に悪 
い影響を与えることびあります。 
特にへッドホンで聞くときにご 
注意 < ださい。 


0 

禁止 


-► 呼びかけられたら気びつくく 
らいの音量で聞さましよラ。 


ぐらついた台の上や傾いたとこ 
ろなどに置くと、製品び落ちてけ 
びの原因となることびあります。 
また、置さ場所、取り付け場所の 
強度ち充分に確認してください。 


0 

禁止 


本体の前に物を置かない 

ディスクトレイび開く際に、物び 
倒れて破損やけびの原因となる 
ことびあります。 


0 

禁止 


幼児の手の届かない場所に置< 


ディスクの挿入□などに手をはさ 
まれ、けびの原因となることびあ 
ります。おテさまびさわらめよラ 
にごを意ください。 


A 

f 目のケガに 
ミ主意 


コード類は正しく配置する 

電源コードや AV ケーブルは足に 
ひっかけると機器の落下や転倒な 
どにより、けびの原因となることび 
あります。充分にミ主意して接続、配 
置してください。 


0 

禁止 


移動させるとき、長期間使わないと 
さは、電源プラグを巧く 


長期間使用しないとさは安 
全のため電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 
絶縁劣化、漏電などにより 
火災の原因となることびあ 


を 

つラグをコン 
セントか6抜く 


ります。 


移動させるとき、すべての AV ケー 
ブルや電源コードを巧く 


AV ケーブルや電源コードは足にひつ 
かけるとさの落下や転倒などにより、 

けびの原因になることびあります。 

指示 



お手入れの際、電源プラグを巧< 


電源プラグを差し込んだま 
ま、お手入れをすると、感電 

の原因となることびありま 。 

ホ つラクをコン 

9° セントから抜く 



ひび割れ、変形したディスクや補修 
したディスクを使用しない 


本体内部でディスクび破損し、け 
びの原因となることびあります。 


0 

禁止 


電池についてのまを上のごを意 

液漏れ-破裂-発熱による大けがや失明を避けるため、下記の注意事項を必ずお守りくださし、。 


A 警告 


電池の液び漏れたときは 


素手で液をさわ6ない 


電池の液び目に入ったり、身体や 
衣服につくと、失明やけび、皮膚 
の炎症の原因となることびあり 
ます。そのとさに異常びな<てち 
液の化学変化により、時間び経っ 
てから症状び現れることびあり 


接触禁止 


ます。 


必ず次の処理をずる 


■►液び目に入ったときは、目を 
こすらず、すぐに水道水など 
のされいな水で充分洗い、た 
だちに医師の治療を受けてく 
ださい。 

-►液び身体や衣服についたとさは、すぐにさ 
れいな水で充分洗い流して<ださい。皮 
膚の炎症やけびの症状びあるとさは、医師 
に相談してください。 


〇 

指示 


電池は乳幼児の手の届かない所に置< 


電池は飲み込むと、窒息や胃などへの 
障害の原因となることびあります。 

-►万一、飲み込んだとさはただち 
に医師に相談してください。 


0 

禁止 


電池を义の中に入れない、加熱•分解 • 
改造-巧電しない、水でめ5さない 


破裂したり、液び漏れたりして、 
けびややけどの原因となること 
びあります。 


0 

禁止 


八注意 


指定外の電池を使わない、新しい 


電池と使用した電池または種類の 
違う電池を混ぜて使わない 


電池の性能の違いにより、破裂したり、 
液び漏れたりして、けびややけどの原 
因となることびあります。 
■►マンガン電池をお使いくださ 
し、電池の品番を確かめ、お使 
い<ださい。 


0 

禁止 


+と一の向きを正しく入れる 


+と一を逆に入れると、ショート 
して電池び発熱や破裂をしたり、 
液び漏れたりして、けびややけど 
の原因となることびあります。 


〇 

指示 


-►機器の表示に合わせて、正しく 
入れて < ださい。 


使い切つたときや、長時間使用しな 
いときは、電池を取り出す 


電池を入れたままにしてお < と、 
過放電により液び漏れ、けびやや 
けどの原因となることびありま 
す。 


〇 

指示 


リモコンのフタを開けて使用しない 


U モコンのフタを開けたまま使 
用すると、漏液、発熱、発火、破裂 
などの原因となることびありま 
す。 


〇 

指示 


-►マンガン電池を使用し、フタ 
を閉めて使用してください。 
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本書の読みかた 

• 取扱説明書[準備編](本書)では、 BDZ - X 100/ BDZ - X 95/ BDZ - L 95/ BDZ - L 55/ BDZ - T 75 / 
BDZ - T 55/ BDZ - A 950/ BDZ - A 750 の4シリーズ8機種について説明しています。各機種ごと 
に利用でさる機能びそれぞれ異なります。 

•本書ではブルーレイディスクを 「 BD 」、 本機内臓の八ードディスクを 「 HDD 」 と記載していま 
す。 

•本書で使われているイラストは、 BDZ - X 100 のをのです。本書で使われている画面イラスト 
と、実際に表示される画面は異なることびあります。 

• 本書中の [] 内の項目は画面上に表示される項目です。 

•本製品のご使用を開始される前に必ず、本製品に含まれる「ソフトウエア等に関する重要なお 
知らせ」 （62 ページ)をお読みください。お客様による本製品の使用開始ををって、このお知 
らせの内容をご確認の上、ご同意いただけたをのとさせていたださます。 
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巧用上のごを意 


化ずお読み<ださい 


内蔵 A — ドディスクについての重要なお願い 

八ードディスクは記録密度び高いため、長時間録画やすばやい 
頭出し再生を楽しむことびでさます。その一ち、ほこりや衝撃、 
振動に弱<磁気を帯びた物におい場所での使用は避ける必要 
びあります。大切なデータを失わないよう、次の点にごを意く 
ださい。 

• 本機に振動、衝撃を与えない。 

• 振動する場所や不安定な場所では使用しない。 

• ビデオやアンプなどの熱源となる機器の上に置かない。 

• 急激な温度変化(毎時 icrci ^ u 上の変化)のある場所では使用 
しない。結露(露つさ)の原因となります （10 ページ)。 

• 電源プラグをコンセントにさしたまま本機を動かさない。 

• 電源び入っているときは、電源プラグをコンセントから®かない。 
• 電源プラグをコンセントから抜くとさは、電源を切って八一 
ドディスクび動作していないこと（表示窓に時計び表示され、 
録画状態、ダビング状態、データ取得状態でないこと）を確認 
してから、電源プラグをコンセントから抜く。 

• 本機を移動する場合、コンセントから電源プラグを抜いて1 
分 iu 上待ってから、振動、衝撃を与えずに行う。 

• 故障の原因となるため、お客様ご自身で八ードディスクの 
交換や増設をしない。 

何らかの原因で八ードディスクび故障した場合は、データの修 
復はでさません。八ードディスクは性質上長期的な記録場所 
として適しておりませんので、一時的な記録場所としてご利用 
ください。 

内蔵八ードディスクの修理について 

• 修理-点検の際、不具合症状の発生-改善等の確認のために 
必要最小限の範囲で八ードディスク上のデータを確認する 
ことびあります。ただし、タイトルなどのファイルを弊社で 
複製-保存することはありません。 

•八ードディスクの初期化または交換び必要となる場合は、弊社 
の判断で初期化を行わせていたださます。八ードディスクの記 
録内容はすべて消去されますのでご了承ください(著作権法上 
の著作物に該当するデータび発見された場合わ含みます)。 

• 弊社にて交換した八ードディスクの保管や処分につさまし 
ては、弊社の責任のもとで、事業協力会社に作業を委託する 
場合を含め、第王者び八ードディスク内の情報に不当に触れ 
ることびないよ5に、合理的な範囲内での厳重な管理体制の 
ちとで作業を行います。 

本機は、コンセントの近くでお使いください。本 
機を使用中、異常な音やにおい、煙びでたとさはす 
ぐにコンセントから電源プラグを抜さ、電源を遮 
断して< ださい。 

通常、本体の電源ボタンを切っただけでは、完全に 
電源から切り離せません。 


本機の起動と按了について 

本機はシステム全体の最適化を図るため、電源入切 
時に電源ボタンを押してから、実際に起動するまで 
と実際に電源び切れるまでしばら < 時間びかかりま 
す。 

本機の起動中は、本体表示窓に 「PLEASE WAIT 」 び、ま 
た本機の電源び切れるとさには、本体表示窓に 
「POWER OFF 」 び点滅表示されます。 

電源び切れる前や八ードディスクび動作していると 
さにコンセントから電源プラグを抜くと、故障の原 
因になります。 

動作を受け付けないとまは 

明らかに本機び操作を受け付けない状態になった場 
合は、本体の電源ボタンを10秒1^|上押し続けてくだ 
さい。本機び再起動します。 

電源を r 切 J にしているとをのご注意 

本機は番組表データなどを取得したり、テレビとの 
高速連動 ( HDMI 機器制御機齡をするために、電源 
び「切」の状態でを、一時的に本機の内部のシステム 
び起動することびあります。これにより、本機の八一 
ドディスクや冷却ファンび動作することびあります 
び、故障ではありません。 

•次のようなときは、電源び「切」の状態でをファン 
び回り続けることびあります。 

-番組表などのデータ取得中 
- [ HDMI 機器制御高速連動]び「入」に設定されて 
いるとさ 

-[スタンバイモー问び[高速起動]に設定されて 
いるとさ 

-本機のホームヴーノ（一機能 ( BDZ - X 1 00/ 
BDZ - X 95/ BDZ - L 95/ BDZ - T 75/ BDZ - A 950/ 
BDZ - A 750 のみ)や IJ モート録画予約、 HDMI 機 
器制御機能を利用しているとさ 
-本機に挿入した B - CAS カードび契約切れになっ 
ているとさ 

-ソフトウエアアップデートを行っているとき 
-録画中のとさ 
-ダビング中のとさ 
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• [本体設定]の[スタンバイモー问の設定（「操作 
編」の「本機の設定を変更する」）を[標準]にすると、 
ネットワーク経由で本機の映像を他機器で見たり、 
リモート録画予約や HDMI 機器制御機能の利用び 
でさません。 

残像現象(画像の焼きつき)のご注意 

本機のメニュー画面などの静止画をテレビ画面に表 
示したまま長時間放置しないでください。画面に残 
像現象を起こす場合びあります。 

個人情報などのお取り巧いについて 

• 本製品内の八ードディスク、メモリーには、各種機 
能の設定時に、 IP アドレスなど、また、ご使用にあ 
たってお知らせ(メール)、番組購入履歴等び記録 
されます。 

• 本製品内の八ードディスク、メモリーには、放送事 
業者の要ホによりお客様び入力された個人情報や、 
データ放送のポイントなどび記録される場合びあ 
ります。 

•本製品を廃棄、譲渡等するとさは、本製品内の八一 
ドディスク、メモリーに記録されている個人情報な 
どのデータを消去することを強くおすすめします。 
消去をしないまま廃棄、譲渡等を行ラと、記録され 
ている個人情報び第王者に知られてしまラ可能性 
びあります。 

消去の方法については r 個人情報の初期化」（「操作 
編」の「本機の設定を変更する」）をご覧ください。 
•本機に記録されている個人情報などのデータは次 
の内容です。 

-各種機能の設定時の IP アドレスなど 
-ご使用中に受信したお知らせ(メール)、番組購入 
履歴など 

-放送事業者の要ホによりお客様び入力された個 
人情報や、データ放送のポイントなど 
-アクトビラのサービスに機器を登録した際に発 
行される機器登録(識別)情報 ( BDZ - A 950/ 
BDZ - A 750 のみ） 

• アクトビラのホームページで登録した情報は、 
サービス 提供元の サーバーに 登録されます。本機 
を譲渡または廃棄される場合には、アクトビラの 
規約などに従って必ず登録情報の消去を行って< 
ださい。 （ BDZ - A 950/ BDZ - A 750 のみ） 

• MAC アドレスは、リモート録画予約の初回登録時 
にサービス 事業者の ヴーノ く 一に 送信されます。 


• 本製品内のメモリーには、リモート録画予約の使 
用のためにお客様び設定された携帯電話の r ニッ 
クネーム」および「機器名」び記録されます。 

•本製品内に記録された録画予約およびタイトルな 
どに関わる情報は、リ モート 録画予約の利用時に 
サービス 事業者の ヴーノ（一へ 送信されます。 

記録内容の巧償に関する巧責事頂 

本機の不具合など何ら かの 原因で本製品内 または 外 
部メディア-記録機器などに記録びでさなかった場 
合、不具合.修理など何ら かの 原因で本製品内また 
は外部メディア-記録機器などの記録内容び破損- 
消滅した場合など、いかなる場合においてを、記録内 
容の補償およびそれに付随するあらゆる損害につい 
て、当社は一切責任を負いかねます。また、いかなる 
場合においても、当社にて記録内容の修復、復元、複 
製などはいたしません。あらかじめご了承くださし、 

本機の使用上のを意事頃 

本機の使用周波数帯では、電子レンジなどの産 
業.科学.医療用機器のほか工場の製造ライン 
などで使用されている移動体識別用の構内無線 
局(免許を要する無線局)および特定/」\電力無線 
局(免許を要しない無線局)ならびにアマチュア無 
線局(免許を要する無線局)び運用されています。 

1本機を使用する前に、近くで移動体識別用の 
構内無線局および特定ノ」\電力無線局ならびに 
アマチュア無線局び運用されていないことを 
確認してください。 

2万一、本機から移動体識別用の構内無線局に対 
して有害な電波干渉の事例び発生した場合に 
は、速やかに使用周波数を変更するか、または 
電波の発射を停止した上、裏表紙に記載のソ 
ニーの 相談窓□にお問い合わせいたださ、混信 
回避のための処理など（たとえば、パーティ 
シヨンの設置など）についてご相談ください。 

3その他、本機から移動体識別用の特定ル電力 
無線局あるいはアマチュア無線局に対して、有 
害な電波干渉の事例び発生した場合など何か 
お困りのことび起さたとさは、裏表紙に記載の 
ソニーの 相談窓□にお問い合わせください。 

この表示のある無線機器は 2.4 

トィ DS 1 I GHz 帯を使用しています。 

I 圓圓圓 I 変調ち式として DS-SS 方式を採用 

し、与干渉距離は 10m です。 
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電波法に冨づく認証について 

本機内蔵の無線装置は、電波法に基づ < ル電カデー 
夕通信の無線設備として認証を受けています。証明 
表示は無線設備上に表示されています。 

従って、本製品を使用するとさに無線局の免許は必 
要ありません。 

但し、じ(下の事項を行うと法律に罰せられることび 
あります。使用上の注意に反した機器の利用に起因 
して電波法に抵触する問題び発生した場合、弊社で 
はこれによって生じたあらゆる損害に対する責任を 
負いかねます。 

• 本機内蔵の無線装置を分解/改造すること。 

• 本機内蔵の無線装置に貼られている証明ラベルを 
剥がすこと。 

着作権に関ずるご注意 

• あなたび本機で録画-録音したをのは、個人とし 
て楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断 
では使用でさません。 

• 本製品は、著作権保護技術を採用しており、マク □ 
ビジョン社および その他の著作権利者び保有する 
米国特許およびその他の知的財産権 によって保護 
されています。この著作権保護技術の使用は、マ 
ク □ ビジョン社の許可び必要で、また、マク□ビ 
ジョン社の特別な許可びない限り家庭用およびそ 
の他の一部の鑑賞用の使用に制限されています。 
分解したり、改造することち禁じられています。 

• 本機は、録画防止機能(コピーガード)を搭載して 
おり、著作権者等によって複製を制限する旨の信 
号び記録されているソフトおよび放送番組は録画 
することびでさません。 

• 別売りのチューナーをつないで番組を視聴する場 
合、番組にコピー制御信号び含まれている場合び 
あります。この場合、番組によっては録画でさな 
いをのびありますので、ご注意ください。 

•本機は、無許諾の BD/DVD (海賊版等)の再生を制 
限する機能を搭載しており、このようなディスク 
を再生することはでさません。 


• 本機は、つなぐテレビの画面に合わせて画郭ヴイ 
ズを選ぶモードびあります。設定項目によっては 
才 IJ ジナルの映像と見えかたに差び出ます。この 
点にご留意の上、本機の設定をお選びください。 

本機を営利目的、または公衆に視聴させることを 
目的として、喫茶店、ホテルなどにおいて、画郭表 
示機能を利用して再生などを行いますと、著作権 
法上で保護されている著作権の権利を侵害する恐 
れびありますので、ご注意願います。 

•著作物を録画する場合は、パッケージに r 録画用」、 
「ビデオ用」または 「For Video 」 と記載されている 
BD や DVD を使用してください。 

この商品の価格には、 r 私的録画補償金」び含まれ 
ております。補償金は、著作権法で権利保護のた 
め権利者に支払われることび定められています。 
私的録画補償金の問い合わせ先 
干 107-0052 

東京都港区赤坂 5 T 目4番6号赤坂兰辻ビル 2 F 
社団法人私的録画補償金管理協会 
TEL 03-3560-3107 (代） 

FAX 03-5570-2560 

著作権の対象になっている画像やデータの記録さ 
れた"メモリースティック"は、著作権法の規定に 
よる範囲内で使用するじ(外はご利用いただけませ 
んので、ご注意下さい。 

設置場所について 

次のよラな場所には置かないでください。 

• 振動の多い所。 

• 直射日光び当る所、湿度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

•チューナーやテレビ、ビデオデッキから近い所。 
(チューナーやテレビ、ビデオデッキといっしよに 
使用するとさ、近くに置くと、雑音び入ったり、映 
像び乱れたりすることびあります。特に室内アン 
テナを使用しているとさに起こりやすいので、屋 
外アンテナの使用をおすすめします。） 

また、本機の上に花瓶など水の入った容器を置いた 
り、水のかかる場所で使用しないでください。本機 
に水びかかると故障の原因となります。 
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設置場所を変えるとまは 


クリーニングディスクについて 


BD や DVD 、 CD を入れたまま本機を動かさないでく 
ださい。ディスクを傷めることびあります。 
配線/接続作業を行ラとさは本機の電源を切り、本 
機の電源び切れていることを確認してから電源プラ 
グをコンセントから必ず抜いてください。 

結露(露つを)について 

結露とは空気中の水分び金属の板などに付着し、水 
滴となる現象です。本機を寒い場所から急に暖かい 
場所に持ち込んだとさや、冬の朝など暖房を入れた 
ばかりの部屋で、本機の表面や内部に結露び起こる 
ことびあります。 

結露び起さた場合、結露びなくなるまで、そのまま放 
置してください。 

• 電源プラグをコンセントに差し込んでいない場合 
電源プラグをコンセントに差し込まないで、その 
まま放置してください。 

• 電源を入れていない場合 
電源を入れないで、そのまま放置して < ださい。 

• 電源を入れている場合 
電源を入れたまま放置して < ださい。 

結露びあるとさにご使用になると、故障の原因にな 
ります。 


本体のお手入れのしかた 

キャビネットやノくネル面の巧れは、中性洗剤を少し 
含ませた柔らかい布でおいてください。シンナーや 
ベンジン、アルコールなどは表面を傷めますので使 
わないで < ださい。 

音量を調節ずるとをは 

再生を始める前には、音量を必ずルさくしておきま 
しよラ。始めから音量を上げていると思わめ大さな 
音び出て、スピーカーを破損するおそれびあります。 


ステレオで聞<とまのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになるときは、隣近所に迷 
惑びかからないような音量でお聞さください。特に、夜 
はルさめな音でち周囲にはよく通るちのです。窓を開 
めたり、へッドホンをご使用になるなどお互いに/こ\を 
配り、快い生活環境を守りましょう。 

このマークは音のエチ 
ケットのシンボルマー 
クです。 


J ^ 〇 

齒 

" 音の：ヴット ] 


レンズ用のクリーニングディスクは、本機では使わ 
ないでください。故障するおそれびあります。 

BD や DVD 、 CD の取り巧い上のご注意 

• 再生、録画面に手を触れないように持ちます。 



• 直射日光び当る所など温度の高い所、湿度の高い 
所には置かないでください。 

• ケースに入れて保存してください。 

• 指紋やほこりによるディスクの汚れは、映像の乱 
れや音質低下の原因になります。いつをされいに 
しておさましょラ。 

• 柔らかい布でディスクの中/こ\から外のち向へ軽く 
おさます。汚れびひどいとさは、水で少し湿らせ 
た柔らかい布で拭いた後、さらに乾いた布で水気 
をおさ取ってください。 



• ベンジンやレコードクリーナ ー、 静電気防止剤な 
どは、ディスクを傷めることびありますので、使わ 
ないで < ださい。 

• 次のようなディスクを使用すると本機の故障の原 
因となることびあります。 

一円形1^1外の特殊な形状(カード型、八ート型、星型 
など）をしたディスク 
-紙やシールの貼られたディスク 
-セ□八ンテープやレンタルディスクのラベルな 
どの糊びはみ出したり、はびした跡のあるデイス 
ク 



• ディスクにラベル印刷した場合は、印刷び乾いて 
から再生してください。 

• ディスク読み取り面の傷を取るために磨いたり 
削ったりしないで<ださい。 


10 



接続 • 鼓定する 


接続と準備の流れ . 12 

[準備 1] 付属品を確かめる . 13 

[準備 2] アンテナをつなぐ . 14 

[準備 3] テレビをつなぐ . 22 

[準備 4] その他の機器をつなぐ . 25 

[準備 5] 電話回線/ネットワークにつなぐ . 30 

[準備 6] B - CAS カードを入れる . 35 

[準備 7] 電源コードをつなぐ . 36 

[準備 8] かんたん設定をする . 37 

本機のリモコンで他機器を操作ずる . 51 

1つのリモコンで複数のソニー製 BD 機器を操作ずる . 54 

HDMI 機器制御機能を利用ずる . 56 

ブラビアのリモコンで本機を簡単に操作ずる . 57 
















巧続と準備の流れ 


付属品を確かめる (1 3ぺージ） 

箱に入っている付属品び、すべて揃っているか確認 
し、リモコンの準備をします。 


アンテナをつなぐ (14 ぺージ） 

本機でテレビ番組を見たり、録画したりするために、 
アンテナをつなざます。 


テレビをつなぐ (22 ぺージ） 

映像や写真、音楽をテレビで楽しむために、本機とテ 
レビをつなざます。 


その他の機器をつなぐ (25 ぺージ） 

他機器を本機につなぐちのみご覧ください。 

本機の音声を AV アンプ経由で楽しんだり、ビデオや 
チューナーからの映像を本機で録画するために、本 
機と他機器をつなざます。 


電話回線/ネットワ-ク I 口なぐ (30 ぺ-ジ） 

本機を電話回線/ネットワークにつなぐちのみご覧 
<ださい。 

通信サービスを利用するために、電話回線やネット 
ワークにつなざます。 


その他の設定について 

その他にち1^1下の設定びあります。詳しくは、「操作 
編」の「本機の設定を変更する」をご覧になり、使用す 
る機能に合わせて設定してください。 

放送受信設定 

テレビチヤンネルの細かい設定びでをます。 

ビデオ設定 

録画や再生に関する設定びでさます。 

映像設定 

本機の映像の表示設定を変更することびでさます。 


ミ凡^> 

曰ド欧た 


本機の音声出力ち法などを設定することびでさます。 

フオト設定 

本機で取り込んだ写真の表示ち法を設定します。 

本体設定 

本体に関する様々な設定びでさます。 


BD / DVD 視聴設定 


BD や DVD を再生するとさの設定びでさます。 


通信設定 


放送局び提供する双方向サービスなどに必要なネット 
ワークの設定びでさます。 


B - CAS 力ードを人れる (35 ぺージ） 

デジタル放送を本機で受信するため、 B - CAS カード 
を本機に入れます。 


電源コードをつなぐ (36 ぺージ） 

本機に電源コードをつなざます。 

本機に内蔵されている八ードディスクを保護するた 

め、 電源コードの接続は必ず最後に行ってくださし、。 


かんたん設定をする (37 ぺージ） 

テレビ放送の受信設定など、本機を利用するために 
必要な基本的な設定を行います。 


接続•設定する 
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[準備 1 ] 付属品を巧かめる 


箱を開けたら、付属品び揃っているか確かめてくだ 
さい。 

付属品一覧 


B - CAS カード使用許諾契約約款 
(1 部） 

- B - CAS 力ード （1) 

- B - CAS 用ユーザー登録はびき 
台紙 （1) 


B - CAS カード 



リモコン （1 個） 

単3お ( R 6) 乾電池 (2 個） 



アンテナケーブル （1 本） 



電源コード （1 本） 



映像/音声ケーブル (1 本） 



U モコンを準備ずる 


リモコンに単3形 ( R 6) 乾電池咐鼠を2個入れます。 
® と©の向さをリモコンの表示に合わせます。 



リモコンを使ラとさは、リモコンを本体のリモコン 
受光部回に向けて操作します。 

お買い上げ時の設定では、601^1外の操作機器切換 
用ボタンび点灯している場合は本機を操作できませ 
ん7。 

本機を操作する場合は、画□を押して操作できるよ 
ラにしてください。 BD のランプは他のボタンと違 
いすぐ消えます。 

リモコン受光部 




• 取扱説明書[準備編](本書） 



*1AJ/ 乂 P/b ツ ] L^^I/rtJI|y|IIJ J 、 ' 十、ゾ 

• 取扱説明書[操作編] 

-かんたん接続ガイド 
-保罰書 

- ソニー ご相談窓 □の ご案内 
馆 1 部） 

[ 

1 

b 

BD ボタン/ランプ 

- - 




■—.BD ■ DVD W AMP 11 TVj 

I ® i) 感 
抑 I 賓^ 


U モコンを使うときは、 IJ モコン受光部回に直射日光や照明器具など 
の強い光び当たらないよラにご注意ください。 U モコンで操作でさな 
いことびあります。 

お買い上げ時の設定では、 BD 似外の操作機器切換用ボタンび点なし 
ていると本機の操作はでさません。詳しくは「本機の U モコンで他機 
器を操作する」（引ページ)をご覧ください。 

本機の U モコンび他の BD 機器を操作してしまう場合、 IJ モコンモード 
を変更してください (54 ページ)。 


接続•設定する 
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[準備 2] アンテナをつなぐ 


本機でテレビ番組を視聴したり、録画するためには、テレビアンテナの接続び必要です。 

アンテナの種類や形状によって、接続ち法び異なります。1^1下を参考に、ご利用の状況にあったアンテナ接続 
を行ってください。なお、すでにアンテナをテレビや VHS ビデオレコーダーにつないでいる場合は、いったん 
アンテナケーブルをテレビなどから抜いてから、本機につないでください。 


放送の種類について 



化上アナ□グ放送 
地上デジタル放送 


従来の地上アナ□グ放送と、高画質•高 
音質な地上デジタル放送の両方をご覽 
いただけます。地上デジタル放送を楽 
しむには、地上デジタル放送対応の UHF 
アンテナび必要です。 



地上アナ□グ放送/地上デジタル放送のみ楽 
しみたい 


本機に VHF / UHF * アンテナをつなぎます。 

* 地上デジタル放送を受信します。 


>{ 15ぺージ） 



BS /110 度 CS 
デジタル放送 


BS /110 度 CS デジタル放送の多彩な番 
組を楽しめます。 

BS デジタル放送や1 10 度 CS デジタル放 
送を楽しむには、 BS /110 度 CS デジタ 
ル放送対応の衛星アンテナび必要です。 


CATV 

(ケーブルテレビ） 


CATV (ケーブルテレビ）を利用されて 
いるちち地上デジタル放送や地上アナ 
□グ放送を受信でさます。受信ち法に 
は r パススルーち式」と「トランスモジユ 
レーシヨン方式」の2種類あります。 

ご利用の CATV 局により、方式び異なり 
ます。詳しくはご契約の CATV 局にお問 
い合わせください。 



圓画 


地上アナ □ グ放送/地上デジタル放送と 
BS /1 10度 CS デジタル放送を楽しみたい 


壁のアンテナ端子び1つしかない場合 



聽) 

分波器を使つて地上アナ □ グ放送/地上デジタ 
ル放送と BS /1 10度 CS デジタル放送を分波して 

♦ 16ぺ—ジ） 



つなざます。 


壁のアンテナ端子びアンテナごとにある場合 


%) 


VHF / UHF アンテナと BS /110 度 CS デジタル 
放送対応アンテナをそれぞれつなざます。 


{ 17ぺージ 



CATV (ケーブルテレビ)で地上アナ□グ放 
送/地上デジタル放送を楽しみたい 


パススルー方式の場合 


一®1 CATV のアンテナを本機の VHF/UHF 入力につな ^ ぺぃ,' 

ァンテナか5入'打 TV へ出力 -j— — f- 戸 I W - 一 


トランスモジュレーシヨン方式の場合 

却… ， CATV チューナーやセットトップボックスなど 
I 1® ® 0) ® の映像/音声出力端子と本機の映像/音声入力 
端テをつなざます。 


( 19ぺージ 


接続•設定する 
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地上アナ□グ放送/地上デジタルが送のみの場合 


アンテナ 


本機 


テレビ 


UHF アンテナ 
VHF アンテナ 


和 0))= 


壁のアンテナ端子 
( VHF / UHF ) 


か 


アンテナか!5入力 TV へ出力 


地上デジタル/ VHF/UHF 


一® 


:信号の流れ 


付属 

〇アンテナケーブル （1 本） 


別売り 

©アンテナケーブル （1 本） 



〇 



巧のページにつづ<嗦 

151 








BS /110 度 CS デジタル放送と地上波を分波してつなぎます。 

アンテナから本機のアンテナ入力へ、本機のアンテナ出力からテレビ(入力）につなざます。 


UHF 

アンテナ 

VHF 

アンテナ 



衛星アンテナ 


域—の 





壁のアンテナ端子 
( VHF / UHF / BS /110 度 CS ) 



コンバーター 
電源 ( 

DC 15 V /11 V \ 
撮大 4 W ) 


P 就5腐) T 出 V 力〜 


BS /110 度 CS-IF 




[7 ンテナから入力 TV へ出力 

地上デジタル/ VHF/UHF 


:信号の流れ 


付属 

〇アンテナケーブル （1 本） 


別売り 

©アンテナケーブル （1 本） 
©衛星用同軸ケーブル(室内 
用） （3 本） 

© BS / CS 、 U / V 混合分波器 
(1 個） 


• アンテナの接続状況によっては、[放送受信設定]で旧 S / CS デジタルア 
ンテナ電源]を[自動]に設定してください （ 「操作編」の「本機の設定を 
変更する」）。 

• 旧 S / CS デジタルアンテナ電源]を[自動]に設定した場合、©の分波器 
は「通電タイプ」を使用してください。 


混合アンテナ端テと分配器をつなぐと映像び乱れることびあります。 
必ず分波器を使用してください。 

] 10度 CS デジタル放送に共同受信システムび対応していれば、 ] 10度 
CS デジタル放送を受信でさます。対応していない場合を BS デジタル 
放送は受信できます。詳しくは、お買い上げ店、マンシヨン管理会社に 
お問い合わせください。 


接続•設定する 
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衛星アンテナ 


な 




I 古 


〇 




か 


か 


壁のアンテナ端子 
( BS /110 度 CS ) 


コンバーター 

電源 （ V ; Vi アン. 

DC 1 日 V /11 V い 0 
撮大 4 W ) 


なか喻出 V 力へ 


UHF アンテナ 
VHF アンテナ 



BS /110 度 CS-IF 


壁のアンテナ端子 
( VHF / UHF ) 


アンテナから入力 



地上デジタル/ VHF/UHF 



み 


:信号のミ 


付属 

〇アンテナケーブル （1 本） 


別売0 

©アンテナケーブル （1 本） 
0衛星用同軸ケーブル(室内 
用） （2 本） 


■ I 


地上アナログが送/地上デジタルが送と衛星が送の信号が個別の場合 


アンテナから本機のアンテナ入力へ、本機のアンテナ出力からテレビ(入力）につなざます。 


アンテナ 


本機 


テレビ 


ごを意 


• テレビなどで BS アンテナに電源を供給しているときは、[放送受信設 
赶で [ BS / CS デジタルアンテナ電源]を[自動]に設定し(「操作編」の体 
機の設定を変更する」）、テレビのコンノ（ーター用電源を「入」にしてく 
ださい。 

• り0度 CS デジタル放送に衛星アンテナや分配器、ブースター(増幅器)、 

および、共同受信システムび対応していれば、110度 CS デジタル放送 
を受信できます。詳しくは、お買い上げ店、マンション管理会社にお問 

い合わせください。 巧のぺージにつづく嗦 
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CATV (ケーブルテレビ)を利用している場合 


ご契約の CAT V局が7 \ススルー方式の場合 

CATV チユーナーやセットトップボックスなどのアンテナ出力から本機のアンテナ入力に、本機のアンテナ 
出力からテレビ(入力）につなざます。 BS / CS アンテナを設置している場合は、17ぺージをご覧ください。 


CATV 局 


本機 


テレビ 



地上デジタル/ VHF/UHF 


原 


CATV チューナー 



一® 


:信号の流れ 


付属 

〇アンテナケーブル （1 本） 


別売り 

411アンテナケーブル (2 本） 


ノ（ススルー方式とはケーブルテレビ事業者側 
で受信した地上デジタル放送を、変調方式を 
変更せずに、ケーブルテレビへ再送信するを 
のです。本機は、同一周波数パススルーおよ 
び周波数変換ノ（ススルーすベての周波数に対 
応しています。ご契約の CATV 局びパススルー 
方式の場合は、本機の地上デジタ>1レチュー 
ナーを利用して、 HDD や BD に八イビジョン 
画質での録画びでさます。（分波器び必要とな 
る場合びあります。） 一部の放送やチャンネル 
びパススルーに对応していない場合もありま 
ずので、ご契約の CATV 局にお問い合わせくだ 
さい。 



〇 



アンテナか!5入力 TV へ出力 



ごを意 


CATV 局の提供するサービス、接続状況によっては動作しないことびあ 
ります。詳しくはご契約されている CATV 局にお問い合わせください。 
本機前面のし LINK 端テは HDV 1 080 i/DV の入力専用端テです。ご利用 
のチューナーにデジタル出力用のし LINK 端テびある場合でを、本機の 
し LINK 端テとつないでデジタル放送を録画することはできません。 
( BDZ - X 100/ BDZ - X 95/ BDZ - L 95/ BDZ - L 55/ BDZ - A 950/ BDZ - A 750 のみ) 


• CATV 局と有料契約しているチャンネルなどを視聴または録画したし飞 
とさは、 CATV チューナーの音声-映像出力端子と本機の音声-映像 
入力端テをつないでください。詳しくは19ページをご覧ください。 


接続•設定ずる 
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ご契約の CATV 局がパススルー方式でない場合 （ トランスモジュレーシヨン方式 1 ) 

CATV チューナーやセットトップボックスなどの映像/音声出力端子と本機の映像/音声入力端テをつなぎ 
ます。 


本機 




付属 

©映像/音声ケーブ J レ （ 1本） 

送信する方式です。放送び変調されているた 
め、放送を受信するためには、専用のチュー 
ナーび必要になります。 

* 2 S 映像ケーブルを使ラとさは、映像ケーブル 
(黄)をはずしてください。 


CATV の映像を録画するには 

CATV チューナーで、録画したいチャンネルを選びます。本機リモコンの入力切換ボタンを押して、つないで 
いる端テに合わせて本機表示窓に rUNEl 」（ BDZ - A 950/ BDZ - A 750 は 「 LINE 」） または 「 UNE 2」（ BDZ - A 950/ 
BDZ - A 750 を除く）、 「 UNE 3」（ BDZ - X 100/ BDZ - X 95 のみ)を表示させます。録画ち法について詳しくは、「操 
作編」の r 録画-予約する」の「外部チューナーの映像を録画/録画予約する」をご覧 < ださい。 

ノ（スス>1レー方式でつなびない場合、本機は 525 i (480 i ) の標準テレビ放送 
信号で映像び入力されます。このため八イビジョン放送でを八イビジョ 
ン画質で録画されません。 


別売り 

© S 映像ケーブル* 2 (1 本） 


*1 トランスモジュレーション方式とはケーブル 
テレビ事業者側で受信した地上デジタル放送 
を、変調ち式を変更して、ケーブルテレビへ再 


接続•設定する 
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アナ□グテレビ放送か 6 デジタルテレビ放 
送への移巧について 

地上デジタルテレビ放送は、関ま、中京、近畿の兰大広域圏の一部で2003 
年12月から開始され、その他の都道府県の県庁所在地は2006年末までに 
放送び開始されました。今後を受信可能エ U アは順次拡大されます。こ 
の放送のデジタル化に伴い、地上アナ□グテレビ放送は2011年7月まで 
に、 BS アナ□グテレビ放送は20 1] 年までに終了することび、国の法令に 
よって定められています。 


すでに BS アナ□グをご質いただいていると 
をは 

お使いの衛星アンテナの向さを変えることなく、そのまま BS デジタル 
も BS アナ□グもそれぞれに対応した BS チューナーで受信できます。 
ただし、一部の衛星アンテナでは、性能の劣化やデジタル化に必要な 
性能び確保されていないことわあります。受信状況び悪い場合は、衛 
星アンテナ製造元のお客様窓□や、お買い上げ店などにお問い合わせ 
<ださい。 


2000年 


2003年 
12月 


地上アナ□グテレビ放送 
12月! 


2006年 


2011年 


地上デジタルテレビ放送 


2011年7月までに終了 


BS デジタルテレビ放送 


BS アナ□グテレビ放送 


2011年までに終了 • 


をれいな映像をお楽しみいただ<ために 

次のよラにアンテナの接続と設置を確実に行い、電波妨害を受けにくい安 
定した受信状態を確保してください。 

• 本機後面の地上デジタル/ VHF / UHF 端テへの接続は、 VHF / UHF 用ア 
ンテナ接続ケーブレを使ってください。 

• アンテナ線は他の電源コードや接続ケーブルからでさるだけ離してく 
ださい。 

• 室内アンテナは特に電波妨害を受けやすいため、使わないでください。 


デジタル CS 放送*を含めた共同受信システム 
のとをは 

お住まいのマンションの共同受信システムによって、壁のアンテナ端 
子への接続のしかたび異なります。マンション管理会社(または管理 
人や管理組合など）に、共同受信システムち式を確認して、その指示 
にしたびって、接続 （16 ページ)を行ってください。 

* スカパー/ (124/1 28度 CS デジタル放送)のことです。]10度 CS デジ 
タル放送ではありません。 


クちょっと一言 

• 電波び弱く画面にチラつきや斜めじまび入るときは、別売りのアンテ 
ナブースターを本機とアンテナの間につないでください。 

• BS /1 10度 CS デジタル放送の受信電波び弱く ノイズび出るとさは、市販 
の BS / CS ブースターを本機と壁の VHF / UHF / BS /1 10度 CS - IF 端テの間 
につないで < ださい。 

• マンションなどの共同受信システムで、 BS /110 度 CS デジタル放送の 
アンテナレベルび低いときは、 BS / CS ブースターをつなぐなど、信号 
の流れを見直す必要びあります。マンション管理会社(または管理人 
や管理組合など）に確認してください。 


ご注意 


• 画像の乱れを防ぐため、本機の上にテレビを直接置かないでください。 
• 画像の乱れを防ぐため、アンテナ線はなるべく短くし、本機から離して 
お使いください。特にフィーダー線は同軸ケーブルに比べて雑音電波 
などの影響を受けやすいため、本機からでさる限り離してください。 
•フィータ'一線は同軸ケーブルよりを雑音電波などの影響を受けやすい 
ため、信号び劣化します。お買い上げ店などにご相談ください。 


• これまでお使いの UHF 用アンテナを地上デジタル用に使用する際に、 
うまく映らなかったり、画面び乱れたりするときは、お買い上げ店など 
にご相談ください。 

• お住まいの地域や電波の状態によっては、地上デジタル放送を受信で 
さない場合びあります。 

• 共同受信システムで地上デジタル放送び受信でさない場合、マンシヨ 
ン管理会社に確認してください。 

• 次のようなときは BS /1 10度 CS デジタル放送を受信できなかったり、受 
信状態び悪かったりしますび、故障ではありません。 

一お住まいの地域または BS /1 10度 CS デジタル放送を送信する放送衛 
星会社 (69 ページ)のある地域び雷雨、強風などの悪天候のとさ 
一 BS /11 0度 CS アンテナに3ミや雪び付着しているとさ 
一強風などでアンテナの向さび変わったとさ（「放送受信設定」の 「 BS / 
CS デジタルアンテナレベル」を確認して BS /1 10度 CS アンテナの向 
さを調整してください（「操作編」の「本機の設定を変更する」）。） 

• 本書記載の別売りアクセサリーは、2009年3月現在のをのです。万一、 
品切れや生産完了の際はご容赦ください。 


フイータ’一線 
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[準備 3] テレビをつなぐ 


テレビにある映像端テと音声端テに応じて au 下のいずれかのケーブルでつないでください C 


腰 


別売り 

© HDMI ケーブル:八イスピードタイプ ( Verl .3 a カテゴリー 2) * (1 本) 

• HDMI ケーブルは HDMI □コ'び入っているをのをお使いください。 

• HDMI ケーブルでつないだ場合は、[映像設定]の[出力映像解像度設定]を 

[H DMI 解像度優先]に設定してください（「操作編」の「本機の設定を変更する」）。 

• BDZ - X 100/ BDZ - X % のみ、 HDMI ケーブルを2系統接続できます。 ] 系統でつ 
なぐ際は、 HDMI 出力切換ボタンび正しく設定されているか確認してください 
(24 ページ)。 


別売り 

© D 映像ケーブル4 
(1 本） 


または 


〇コンポーネント映像 
ケーブル* (1 本） 


©音声ケーブル (1 本） 


( BDZ - X 100/ BDZ - X 95 のみ） 


D 映像ケーブルでつないだ場合は、[映像設定]の[出力映像解像度設定]を 

[ D 1/2/3/4設定優先]に設定してください（「操作編」の「本機の設定を変更する」）。 

D 1:525 i (480 i )、 D 2:525 p (480 p )、 D 义 1125 i (10800. D 4: 750 p (720 p ) 



齡 f/f 

w 


す 


付属 

©映像/音声ケーブル* (1 本） 

S 映像ケーブルを使ラとさは、映像ケーブル(黄)をはずしてください。 


本機前面の D 1/ D 2/ D 3/ D 4 切換ボタンを押して、 D 映像出力端テからの出力信号を 
選びます。テレビに映像び映らない場合は、本機前面の D 1/ D 2/ D 3/ D 4 切換ボタンを 
押して、 [ D 1] に切り換えてください。 D 映像出力端テからの出力信号は、 D 1/ D 2/ 
D 3/ D 4 切換ボタンを押したとさに、本機前面の表示窓で確認でさます。 


別売り 

© S 映像ケーブル* (1 本) 
@音声ケーブル （1 本） 
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本機に 2 台のテレビやプ□ジェクターなどをつなぎ、用途に応じて切り換えて使用でさます。 



HDMI 出力切換ボタンについて 

本機前面の HDMI 出力切換ボタンを押して、出力する HDMI 出力端子を切り換えてください C 
出力中の端テに対応して、本機前面の HDMI 1/2ランプび点灯します。 



r ^ 

r A 

HDMI 1 

HDMI 2 

HDMI 出力切換 

〇 

〇 

□ 

V _ ) 

V. _ J 


HDMI 1/2ランプ HDMI 出力 

切換ボタン 


1 日 


2口 


クちょっと一言 

• 下記は HDMI 出力1/2端テに共通の設定です。それぞれの設定につい 
て詳しくは、「操作編」の「本機の設定を変更する」をご覧ください。 

一[映像設定]の[出力映像解像度設定]、 [ HDMI 解像度]、旧 D-ROM 
1 125(1080)/24 p 出力]、 [ HDMI 映像出カ フォーマッ ト ]、 [HDMI 
Deep Color 出力]、 [ x . v . Color 情報出力] 

一[音声設定]の [ HDMI 音声出力]、旧 D-ROM HD 音声出力] 

-[本体設赶の [ HDMI 機器制御]、 [ HDMI 機器制御高速連動] 

• [画音設定]中の[画質設定]-[画質モー问、[音声設定]-[画音同期調 
整]は、 HDMI 出力1/2端テのそれぞれに個別に設定できます。「操作編」 
の「再生の画質や音質を調整する」をご覧ください。 


ごま意 


• 同時に2つの HDMI 端テには出力でさません。 

• 似下の場合、 HDMI 出力1/2の切換びでさません。再生を停止してか 
ら切換えて下さい。 

- BD - ROM を1080 /24 p (24 pTrue 〔 inema ) で再生しているとき 
- x-Pict Story HD を再生しているとき 
- x - ScrapBook を再生しているとき 
一写真を表示したり、スライドショーを再生しているとさ 

• DVI 機器への接続は保障いたしません。 

• HDMI 機器制細ま、出力中の端テにのみ有効です。 


プ□ジェクター 


テレビ 


HDMI 出力 


AV アンプ 


本機 


2台のテレビやプ□ジェクターを HDMI ケーブルでつなぐ ( BDZ - X 100/ 
BDZ - X 95 のみ） 


接続•設定する 
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[準備 4] その他の機器をつなぐ 

AV アンプやビデオデッキ、チューナーなどの外部機器を映像/音声端テにつなげます。 
その他の機器を本機につなぐちのみご覧ください。 


AV アンプをつなぐ 


再生したい音声の種類により、 AV アンプの種類や必要なケーブルび異なります。次の中から再生したい音 
声に必要なアンプとケーブルを確認してください。 


マルチチヤンネル音声で BD や DVD を楽しみたい 


音芦フ オー マツトについて 


再生する BD や DVD び対応しているかに 
ついては、 BD や DVD のパッケージの裏 
側で確認でさます。 



TRurrr7 I 


ドルビーデジタル、 DTS または AAC デ 
コーダー付さアンプに光デジタル接続 
ケーブルでつないでいる場合は、本機の 
[音声設定]の [ ドルビーデジタル]、 [ DTS ] 、 
または [ AAC ] の設定を変更してください 
( 「操作編」の「本機の設定を変更する」）。 
Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、「 AAC 」□ 
3およびダブル D 記号田は、ドルビーラ 
ボラト U —ズの商標です。 DTS は登録商 
標です。 DTSnil および記号は DTSJnc . 
の商標です。 


nb 音声の種類 必要なアンプ に> 接続で使うケーブル接続図 


田 DOLBY 
tru^TE 

DolbyTrueHD 
に対応したアンプ 

田 DOLBY 

DIGITAL PLUS 1 

Dolby Digital 

Plus に対応した 
アンプ 


DTS HD Master Audio 
に対応したアンプ 

Sctts-HD 

High Resolution Audio 

DTS HD High 

Resolution 
に対応したアンプ 

■J ニア PCM 

リニア PCM に 
対応したアンプ 


HDMI ケーブル： 

八イスピードタイプ 
(VeM. 3 a ， カテゴ 
リー 2) 

%ぺージ 


田 DOLBY 

Dolby Digital に 

DIGITAL 1 

対応したアンプ 

藝 dti 

DTS に 

Digital burround 

対応したアンプ 

巧 

AAC に 

巧応したアンプ 

AAC 



HDMI ケーブル 

%ぺージ 


光デジタル接続ケー 
ブル 

%ぺージ 

同軸デジタルケーブ 
ル 

27ぺージ 


ステレオ音声で BD や DVD を楽しみたい 


ステレオ音声 


ステレオ音声に 
対応したアンプ 



音声ケーブル 

27ぺージ 


巧のページにつづ<嗦 
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HDMI ケーブルでつなぐ 



別売り 

Ohdmi ケーブル* (2 本) 


* 本機とアンプを HDMI ケーブルでつないだ場合は、アンプとテレビを HDMI ケーブルでつなざます。 
テレビに H DMI 入力端テびない場合は、別の映像ケーブルで本機とテレビを直接つなざます (22 
ぺージ)。 


光デジタル接続ケーブルでつなぐ 


本機 AV アンプ 



別売り 

©光デジタル接続ケーブル 
(1 本） 
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同軸デジタルケーブルでつなぐ ( BDZ - X 100/ BDZ - X 95 のみ) 



別売り 

©同軸デジタルケーブル 
(1 本） 


音声ケーブルでつなぐ 



別売り 

〇音声ヶーブル (1 本) 


AV アンプ 



00 
音青入力端子 



巧のページにつづ<嗦 
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ビデオデッキの映像を録画するには 

本機リモコンの入力切換ボタンを押して、つないでいる端テに合わせて本機表示窓に rUNEl 」（ BDZ - A 950/ 
BDZ - A 750 は 「 LINE 」） または「 UNE 2」（ BDZ - A 950/ BDZ - A 750を除く）、「 UNE 3」（ BDZ - X 100/ BDZ - X 95のみ) 
を表示します。 

詳しくは「操作編」の「ビデオデッキやビデオカメラの映像を録画する」をご覧ください。 

クちょコと-言 


• 電波び弱く画面にチラつきや斜めじまび入るときは、別売りのアンテ 
ナブースターを本機とアンテナの間につないでください。 

• 本機とテレビの接続方法については、22〜24ページをご覽ください。 
• 他機の出力びモノラ>1レの場合は、本機前面の入力2の音声(左)端テに 
つないでください （ BDZ - X 1 00/ BDZ - X % のみ)。 

• ビデオテープを BD にダビングする場合、 HDD に一度録画して BD にダ 
ビングすることで、編集や録画モードを変更したをのをくり返しダビ 
ングでさます。 


• 他の機器（ビデオなど)をつなぐ場合は、アンテナ分配器(別売り）をお 
使いください。 

• ビデオデッキなどの映像記録機器を経由してつなぐと、メニュー画面 
や映像び乱れることびあります。 
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映像/音声出力端子へ 



■EEaiEii- 


s 映像ケーブルを使うとまは 

映像ケーブル(黄)をはずしてください。 

次の設定を変更してください。 

1を巧し、◄"►で A を選ぶ。 

2パで[映像設赶を選び、©を巧す。 

3 [映像入力 1]*1 または[映像入力 2] *2、[映像入力 3] *3 
か 5 つないでいる端子を選び、 [S 映像]にする。 

*1 BDZ - A 950/ BDZ - A 750 は[映像入力] 

*2 BDZ - L 95/ BDZ - L 55/ BDZ - T 75/ BDZ - T 55 のみ 
*3 BDZ - X 100/ BDZ - X % のみ 


L ーナーを つなぐ 


外部チューナーなどを本機の音声/映像入力端テに 
つなざます。 

デジタル CS 放送チューナーをつなぐと、本機でデジ 
タル CS 放送を録画でさます。デジタル CS 放送の受 
信には、デジタル CS 放送局との受信契約び必要です。 
外部チューナーの取扱説明書ちあわせてご覧<ださ 
い。 


本機後面 




陽賴— 

- 




音声/映像/ S 映像 
入力端子 


映像/音声ケーブル(付属) 


S 映像ケーブル(別売り） 


か部チューナーの映像を録画するには 

外部チューナーで録画したいチャンネルを選びます。 
本機リモコンの入力切換ボタンを押して、つないで 
いる端テに合わせて本機表示窓に rUNEl 」 
( BDZ - A 950/ BDZ - A 750 は 「 LINE 」） または 「LIN 口」 
( BDZ - A 950/ BDZ - A 750 を除く）、 「 UNE 3」 
( BDZ - X 100/ BDZ - X 95 のみ)を表示させます。 

録画ち法について詳し < は、 r 操作編」の r 録画-予約 
する」の「外部チューナーの映像を録画/録画予約す 
る」をご覧ください。 

本機は録画防止機能(コピーガード)にが応しています 

番組によっては、録画でさないことびあります。外 
部チューナーを本機につないで番組を視聴する場合、 
番組によっては映像び乱れることびあります。この 
場合、外部チューナーを直接テレビにつないでくだ 
さい。 




クちょっと一言 

本機前面の入力2 S 映像端テにっないだ場合は、 S 映像入力を自動的に判 
別するため、[映像設定]の変更は不要です。 （ BDZ - X 100/ BDZ - X 95 のみ） 


ごま 意 


• 本機に外部チューナーをつなぐ場合、アナ□グ接続のみです。ご利用 
の外部チューナーにデジタル出力用のし LINK 端テびある場合でを、本機 
のし LINK 端テとつないでデジタル放送を録画することはできません。 

• 外部入力から録画する場合、「1回だけ録画可能」の番組は、 BD には録 
画でさません。 


外部チューナーなど 


阻訪ぉ 《 S 賭 

©©© # 


接続•設定ずる 
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[準備 5] 電話回線/ネットワークにつなぐ 


本機のデータ放送の一部サービス（アンケートなどの双ち向通信)を利用するには、電話回線への接続び必要 
になります。 

またネットワーク接続を行うと、アクトビラのネットサービスを利用したり （ BDZ - A 950/ BDZ - A 750 のみ)、 
本機の映像(タイトル)を他機器で再生したり （ BDZ - X 100/ BDZ - X 95/ BDZ - L 95/ BDZ - T 75/ BDZ - A 950/ 
BDZ - A 750 のみ)、携帯電話で録画予約できるようになるなど、より多くの機能び利用できるようになります。 
本機を電話回線/ネットワークにつなぐちのみご覧ください。 


目的 

データ放送を見ているとさに、放送局と通信し 
たい。*] 


独な準備 

1電話回線をつなぐ (31 ページ)。 

2 電話回線の設定を行う。 

-► 「電話回線設定」 （ r 操作編」の r 本機の設定を 
変更する」） 


目的 

• アクトビラを楽しみたい ( BDZ - A 950/ 
BDZ - A 750 のみ)。 

• インターネット経由で、放送局から配信され 
るデータ放送のコンテンツを楽しみたい。 

• 放送局との双ち向によるサービスを楽しみた 
い。 

• リモート録画予約をわいたい。 

• ホームネットワークを利用して、本機の映像 
(タイトル)を他機器で再生したい 
( BDZ - X 100/ BDZ - X 95/ BDZ - L 95/ BDZ - T 75 / 
BDZ - A 950/ BDZ - A 750 のみ)。 

• BD-Live ( BD ライブ)を楽しみたい。 

1通信中は、本体表示窓の通信表示び点滅します (74 ページ)。 


独な準備 

1ネットワーク接続を行う （32 ぺージ)。 *2 

2 ネットワークに接続するための設定をする。 

-► 「ネットワーク設定」（「操作編」の「本機の設 
定を変更する」） 

3 データ放送のコンテンツを楽しむ場合は、データ 
放送への接続方法を設定する。 

-► 「データ放送通信設定」 （ r 操作編」の「本機の 
設定を変更する」） 

2 r アクトビラ」のご利用には 、 FTTH (光)等のブ□-ドバンド接続環 
境び必要です ( BDZ - A 950/ BDZ - A 750 のみ)。 


クちょっと一言 

• 本機び放送局と購入情報などを送受信しているとさは、本体表示窓の 
通信表示 (74 ページ)び点滅し、電話機やファクシミ U など同一回線上 
の通信機器は使えません。 

その際、一部の通信機器で呼び出し音び鳴ることびあります。この場 
合は、モジュラーテレホンコードカプラーのかわりに、別売りの自動転 
換機 TL - P 20 C (スタンダードモデル)をお使いください。なお、パソコ 
ンなどをお使いの場合は、高速データ通信用自動転換器 TL - P 21 (高速 
通信対応モデル)をお使いください。 

• BS /1 10度 CS デジタルの放送局へ登録などびでさないとさは、 NTT に 
問い合わせて、「回線ごと非通知設定」を解除してください。 




• 次の電話回線にはつなげません。 

一公衆電話および共同電話、地域集合電話 
一携帯電話および PHS 、 自動車電話 

一外線に電話するとさに、電話番号の頭に「0」または「9」似外の数字を 
付けるとさ 
— IP 電話 

• ホームテレホンのとさは、壁の電話コンセントびモジュラージャック 
式でを専門業者による工事び必要です。電話回線の使用輯、回線接続 
料びかかります。 

• LAN 端テに電話回線をつなびないでください。誤ってつなぐと、本機 
の故障の原因となります。 

• この接続を使って、放送局などのサーバーからインターネット経由で 
データ放送のコンテンツ* 3 やアクトビラ （ BDZ - A %0/ BDZ - A 750 のみ） 
を楽しむためには、別途プ□バイダー* 4 との契約び必要です。 

地上デジタル/ BS デジタル/110度 CS デジタルで運用されています。 
*4 インターネットサービスプ□バイダー （ ISP ) とを言います。インター 
ネットへの接続サービスなどを提供する事業者です。 


接続•設定する 







電話回線にのみつなぐ 


壁の電話コンセントか S 電話を直接つないでいるとを 


モジュラーテレホン 
コードカプラー（別売り） 


壁の電話コンセントへ 




1本機後 j 

面 

冒 




テレホンコードを LAN 端子につ 
なびないでください。誤ってつ 
なぐと、本機の故障の原因とな 
りまず。 


テレホンコード(別売り） 


電話回線端子へ 


電話機または 
ファクシミリなど 


テレホンコード(別売り） 




ISDN 回線を使ってつないでいるとを(アナ□グ接続） 


本機後面 



電話回線端子へ 


テレホンコードを LAN 端子に 
つなびないで < ださい。 
誤ってつなぐと、本機の故障 
の原因となりまず。 


ター5ナル 
アダプター 


ISDN 回線端子へ 


テレホンコード(別売り） [H 

^ _ I- _ y 




テレホン〕ード(別売り） 


テレホンコード(別売り） 


テレホン〕ード(別売り） 



電話機または 
ファクシミリなど 


外部チューナー 
など 


ターミナルアダプターにつないだ場合は、 S から[通信設定]の[電話回 
線設赶で脑織を[卜ーン]に設定してください （ 「操作編」の「本機の設定 
を変更する」）。 


ISDN 回線端テにモジュラーテレホンコードカプラーをつなびないでくだ 
さい。無理に押し込むと破損することびあります。 

巧のページにつづ<皆 
































ADSL 回線をつないでいるとを 

ADSL モデムを使い、インターネットにつなぐち法です。 

ADSL モデムびルーター機能付さの場合は下図を、 ADSL モデムびルーター機能付さでない場合は次のペー 
ジの図をご覧ください。 

ADSL モデム(ルーター機能付き)を利用しているとき 

(ルーター機能付を） 


ADSL モデム 



パソコン 


• 接続ち法び不明な場合、ご契約先のインターネットサービスプ□バイダーへお問い合せください。 

• ADSL モデムびルーター機能付きかどうかごす明の場合は、ご契約先のインターネットサービスプ□バイ 
ダーへお問い合わせください。 


• 契約によっては、本機やパソコンなどの端末を複数台接続できないこ • IJ モート録画予約を利用するときは、常時接続となるようルーターを 

とびあります。ご利用の回線事業者へご確認ください。 設定してください。常時接続の設定方法はご利用のプ□バイダーにお 

• ご契約のインターネットサービスプ□バイダーによっては、 PPPoE 方 問い合わせください。 

式を採用している場合びあります。この場合、 PPPoE 方式に対応した • モデムなどに装備されている LAN 端テの数びつなぐ端末数よりかない 

ルーターび必要になります。詳しくは、インターネットサービスプロ 場合は、八ブび必要となります。 

バイダーにご確認ください。 

• 本機にはウェブブラウヴ機能び搭載されていないため、モデムやルー 
ターなどの設定を本機から行うことはでさません。 

モデムやルーターなどの設定にはパソコンなどび必要になりますので 

じ'ま局ください。 次のぺージにつづく嗦 
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[準備 6] B - CAS 力ードを入れる 


デジタル放送用に力ード ( B - CAS * 力ード)は、お客様 
と地上デジタル、 BS デジタル、110度 CS デジタル 
の放送局をつなぐ力ードです。 

2004年4月より、番組の著作権保護のためデジタ 
ル放送は、 B - CAS カードを挿入していないと、ス 
クランブ j レびかかつて視聴することびでさません。 
デジタル放送を視聴するときは、必ず、 B - CAS 力一 
ドを挿入して ください。 


デジタル放送では、この力ードを利用した CAS (限 
定受信システム）び採用されています。 

また、有料番組 （ 「操作編」の r テレビ番組を見る」）を 
見たり、データ放送の双ち向ヴービスを受けたりす 
るときも、 B - CAS カードを使用します。 


* B - CAS は(株）ビーエス-コンデイシヨナルアクセスシステムズの略称 
です。 


次の手順は、電源を切つた状態で行つてください。 


1 B - CAS カード挿入□のふたを開ける。 



2同徊の 「 B - CAS 力ード使用許諾契約約款」の内容をお 
読みになり了解された上で、台紙か 5 B - CAS 力ード 
をはびす。 

目- CAS 用ユーヴー登録はびき台紙の内容にご不明な点びあ 

るときは、目- CAS カスタ7—センター 

(電話番号0570 -000-250) へお問い合わせください。 


はびず 



3 B - CAS 力ードを奥までしっかり挿入する。 



向に挿入ずる。 


4 カード挿入□のふたを閉める。 


クちょっと一言 

同捆の B - CAS 用ユーヴー登録はびさ、または台紙に記載されたホームペー 
ジから、ユーヴー登録をすることをおすすめします。（登録は任意で無料で 
す。） 


ごを意 


B -〔 AS 力ードを取り出すときは、電源を切ってから取り出してください。 






[準備 7] 電源コードをつなぐ 


電源コードは必ず、ずべての接続び終わってか 5 つ 
ないで < ださい。 

付属の電源コードを下図の〇、©の順につなざます。 
電源コードをつなぐと、本機び動作します。動作中 
に振動や衝撃を与えると、 HDD び故障することび 
あります。必ず〇の接続を先に行い、設置び完了し 
てから©の接続を行つてください。 



壁のコンセントへ 


電源コードをつなぐと、本機の準備び始まりしば 5 
くずると自動的にスタンバイが態になりまず。その 
間、本体の表示窓は下記のように表示されまず。 


電源コードの極性について ( BDZ - X 100/ 
BDZ - X 95 のみ） 

各機器の電源コードの極性を次のよラに合わせて接 
続することで、より良い音質で音声を楽しめます。 

電源 入力 (AC IN ) 端子への接続 ( BDZ - X 100/ 
BDZ - X 95 のみ） 

電源コードのコネクタに么マークの刻印びあります。 
この刻印び本体後面の電源入力端テに印刷された ▼ 
マークと合う向さで電源コードを接続してくださ 
い。 


本体後面の▼マーク 



電源コードをつなぐと 



起動中 



L 




スタンバイが態 
(時計表示） 


コンセントへの接続 ( BDZ - X 100/ BDZ - X 95 のみ) 


電源プラグの一方に〇〇マークの刻印びあります。 
〇〇び付いている側びコンセントの差し込み□の長 
いち(アース側）にくるよラに差し込みます。 



* X には数字び表示されます。 

上記のよラに表示窓に時計表示び点灯したら、本機 
の電源を入れることびでさます。 

表示窓び点灯してち本機を操作できるまで、しばら 
く時間びかかることびあります。 


ご家庭の電源コンセントによっては、差し込み□の 
一ちび長< なっていないちのびありますび、その場 
合はどちらの向さに差し込んでち問題はありません。 


クちょっと一言 

予約する: )、 C 見る 

本機び起動します。 


X 


開/開 再生 


を押した場合にを、 
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電源ボタン 





お気に入り番組表、 X - おまかせ-まる録 
のジャンル 

手順2 (43 ぺージ） 

おすすめ自動録画 

手順3 

スカパー！ e 2 おずすめ自動録画 

手順4 

おでかけ転送機器* 

手順5 (44 ぺージ） 

おでかけ転送高速転送録画* 

手順6 

スタンバイモード 

手順7 

HDMI 機器制御 
(対応機器接続時のみ） 

手順8 


BDZ - X 100/ BDZ - X 95/ BDZ - A %0/ BDZ - A 750 のみ 


[準備 8] かんたん設定をずる 

お買い上げ後、はじめて本機の電源を入れると、かん n 

たん設定画面び表示されます。本機を使ラ前に、次 

ページからの手順にしたびって、必要な設定を行つ J 

て < ださい。 


かんたん初期設定で設定する頃目 


テレビとの接続方法 

手順5 (38 ぺージ） 

テレビへの出力解像度 

(HDMI または D 映像出力端子使用時） 

手順6、7 (39 ページ） 

テレビの画面サイズ(テレビタイプ） 

手順8 

4 : 3 または 16 : 9 の画面モード 

手順9、10 (40 ページ） 

DVD ワイド映像表示 

手順11 

受信放送波の選択 

手順12 

BRAVIA チャンネル設定連動 
(対応機器接続時のみ） 

手順13 

郵便番号/県域/地域番号 

手順14 (41 ページ） 

放送受信設定の確認 

手順15 


かんたん機能設定で設定する頃目 

機能の詳細については、「操作編」をご覧ください。 



クちょっと 一言 

• かんたん設定を正常に終了しないと、電源を入れるたびに、かんたん設 
定画面び表示されます。 

• かんたん設定をやり直すときは、を巧して、 をの、か Mu 
ん設定]から、[かんたん初期設定]または[かんたん機能設定]を選んで 
ください。 

• 画面上に◄、►び表示されているとさは、◄■■►ボタンで、前の画面/次の 
画面に移動でさます。 

• 引越しなどによりお住まいの地域びかわったとさやテレビを買い替え 
たときは、かんたん設定をやり直してください。 


ごを意 


接続状態や設定内容によっては、表示されない画面びあります。 


巧のページにつづ<嗦 
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接続•設定する 
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かんたん初期設定をずる 


1テレビの電源を入れる。 

テレビの U モコンを使って、電源を入れてください。 


入力切 g BBS 吊 IS 

h — <電源1 


w 

! 0 





& 00 
@ 曾曾 

嗔需雷 



本機の電源を入れる。 

本機の U モコンのを押し、電源を入れてください。 

電源を入れる前に、本機にテレビアンテナびつなび 
れていることを確認してください。 

電源を入れると、本体の表示窓は次のように表示さ 
れます。 

電源 

() を巧して電源を r 入」にすると 


4かんたん初期設定画面で、[開始]を選んで 
@を押ず。 


. テレビ接続ちまの選択 
•テレビタイプの選択 
. 放送の受信設定 
-地域の設定 
. 時刻の設定 


①關始]を選び、@を押す。 


テレヒ接続ち)去を設定ずる。 


起動中 


「PLEASE WAIT 」 は本機び起動するまで表示されま 
す。本機び起動すると、かんたん初期設定開始画面 
び表示されます。 


rS かんたん初期設定-テレビ接続ち法 


本おとテレビを接続した映像ケープルを達んでください。 


D 映橡またはコンポーネント映橡 
映橡または3映橡 


① * ♦で、本機とテレビの接続で使用している 
ケーブルを選び、 (みを) を押す。 


テレビの入力を切り換える。 

本機をつないだ入力（「ビデオ1」、 「 HDMII 」など）に 
切り換えてください。 


^入力切換^一二^ 

- T i 


•をな が 

ろ'レ 

£ 因 芒 


@@曾 

嗔め @ 


隱 


[ HDMI ] を選んだ場合*手順 6 へ 

[ D 映像またはコンポーネン ト 映像]を選んだ場合*手順 7 へ 
[映像または S 映像]を選んだ場合*手順 8 へ 


クちょっと一言 

• 本機の操作については、「操作編」の「かんたん操作ガイド」を合わせて 
ご覧ください。 

• 次の画面に進むには、■►を押してください。 

• 設定を誤って変更し、元に戻せなくなったら、[設定初期化]の[お買い 
上げ時の状態に設赶を選び、お買い上げ時の設定に戻します（「操作 
編」の「本機の設定を変更する」）。その後、かんたん初期設定をやり直 
してください (41 ページ)。 


接続•設定する 
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テレビタイプを設定ずる。 



①パで、お使いのテレビの横縦比を選び、@ 
を押す。 

テレビタイプや画面モードの設定について詳しく 
は、「操作編」の「テレビに表示される画面の横縦比 
について」をご覽ください。 




[16:9] を選んだ場合*手順9へ 
[4:3] を選んだ場合*手順10へ 


かんたん初期設定-テレビタイプ 

お使いのテレビの画面サイスを還んでください。 


6 HDMI 解像度を設定ずる。 


ごちかんたんネ刀期設定 -HDMI 解橡度 


テレビへの出力解像度を選んでください。 

通南は"自動"を選んでください。 



1 

525 i (4 抓。 

► 

班己 p(4 抓 P) 

112己 i (10 抓 i ) 

750pC720p) 

1125p(1080p) 


〇次へ進む 

&^，前へ戻る 


① ** で、本機の映像をテレビに出力するときの 
解像度を選び、@を押す。 

通常は[自動]を選んでください。 

[1125p (1 080 が]は、 BDZ-X1 00 /BDZ-X95 のみ 
表示されます。 

^_ 

手順 8へ 

7 D 端子解像度を設定する。 


1 7^3 かんたん巧期設定- D 端子ぉ橡度 1 

テレビへの出力解塚度を選んでください。 
D4/D 已対応テレビをお使いの場合でを、 

通南は —03(11250— を選んでください。 


. D1 (班已 i) 

► 

D2C 班已 P) 



> 

□ 4( 750p) 




〇次へ進む 

前へ戻る 


① ** で、本機の映像をテレビに出力するときの 
解像度を選び、@を押す。 

通常は [ D 3 (1125 i )] を選んでください。 


扇 

手順8へ 


9画面モード （16 : 9テレビ)を設 

定ずる。 



① お使いの16 : 9画面のテレビで4 : 3映像を 
表示するときの方法をパで選び、@を押す。 
• 4 : 3 のが態を維持して表示したいとき 

[横縦比固定]を選んでください。 

• 画面いっぱいに表示したいとき 

[才 IJ ジナル]を選んでください。 

^ _ 

手順12へ 


クちょっと一言 

映像び乱れたとさや不自然なとき、お好みに合わないとさは、ディスクや 
お持ちのテレビ/プ□ジェクターなどに合わせて、手順6、 y で他の設定 
を試してください。詳しくは、テレビ/プ〇ジェクターなどの取扱説明書 
をご覧ください。 HDMI ケーブルでつなびれたテレビび表示可能な解像 
度の中から選ぶことびでさます。 


接続•設定ずる 


巧のページにつづ<嗦 
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10 画面モード (4 : 3テレビ)を設 

定ずる。 


r?^ かんたん初期設定-画面モード (4:3 テレビ） 


16:9映像の出力ち法を還んでください。 

-オリジナル"：映像をそのまま出力しまず。 

"横縱比固定":映像の横縱比を保ったまま、上下に帯をつけて出力しまず。 
画面全体に引さ伸ばして表示したい場合は"オリジナル"を選んでください。 


①お使いの4 : 3画面のテレビで16 : 9映像を 
表示するときの方法を**で選び、 （ホを) を押す。 

• 16 : 9のが態を維持して表示したいとき 

[横縦比固定]を選んでください。 

• 画面いっぱいに表示したいとき 

[才 IJ ジナル]を選んでください。 

^ _ 

[才 U ジナル]を選んだ場合*手順 12 へ 
[横縦比固定]を選んだ場合*手順 11 へ 


12费 1 己放送波を設定ずる。 


rS かんたん初期設定-受信放送波 

ご巧用になる放送を選んでください。 


◄ ✓ 

因 CS デジタル巧ち 

因 地上アナ□グ放ち 

► 

還択/解除〇;欠へ進む 

♦前へ戻る 


① ** で、受信したくない放送の種類を選び、 

@を押す。 

(ホを) を押すとチェックボックス(因)のチェックをは 
ずしたりつけたりでさます。 

地上デジタル放送は、チェックをはずせません。 

⑨受信したい放送をすべて選び、■►を押す。 

本機をチャンネレ設定連動に対応した < ブラビア > につないで 

いるとき*手順 13 へ 

その他のテレビにつないでいるとさ*手順1 4へ 


11 DVD ワイド映像表示を設定ずる。 13 BRAVIA チヤンネル設定連動 


rS かんたん設定- DVD ワイド映像表示 


DVD ワイド映像の表示ち法を還んでください。 

■レターボックス-:映像の上下に帯をつけて表示しまず。 
••バンスキャン’：をちの映像をカットして表示しまず。 
DVD によつては"バンスキャン—が無効な場合びありまず。 


^ レ，—ボ3。7 

①パで、 DVD のワイド映像り6 : 9) を、4 : 3 
画面のテレビで表示する方法を選び、©を 
押す。 

•ワイド映像を横長のまま表示したいとき 

[レターボックス]を選んでください。 

-画面のちちを切って画面全体に表示したいとき 

[ノ（ンスキヤン]を選んでください。 


扇 

手順 12へ 


を設定ずる。* 

* <ブラビア>によってはチャンネル設定連動に対応し 
ていない場合びあります。 


1.2^ね1んたんネ刀期設定- BRAVIA チヤンネル設定連動 



くブラビア >のチヤンネ>1レ設定を使つて、本機の 
チヤンネル設定を最適化します。 

最適化するときは[する]を選び、 （§) を押します。 
チヤンネ>1レ設定中の画面び表示され、チヤンネルの 
設定を行います。 

本機独自で設定を行うときは、[しない]を選びます。 

_ 

[する]を選んだ場合*手順13へ 
[しない]を選んだ場合*手順14へ 


クちょっと一言 

• 手順12で地上アナ□グ放送の受信び必要ない場合は、チェックをはず 
してください。地上アナ□グ番組表のデータび受信されなくなり、消 
費電力量を軽減でさます。 

• BRAVIA チャンネル設定連動について詳しくは、 「 BRAVIA チャンネル設 
定連動についてのご注意」 （42 ページ)をご覧ください。 

• ブラビア U ンク対応機器についての情報は、似下のホームページをご 
覧ください。 

http :// www . sony . co.j p / bravia/sup port / 
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チヤンネ >1 レ設定を変更すると、変更前の録画予約び正し < 行われないこと 
びあります。録画予約をやり直してください。 


接続•設定する 


























14 郵便番号•県域 • 地域番号を設定ずる。 



同じ放送局でち地域によってチヤンネルび異なるた 
め、郵便番号を入力してチヤンネ J レを設定します。 

①パで陸 15 便番哥を選び、@を押す。 

⑨ パ◄■■►で郵便番号を入力し、 运) を押す。 

数字ボタン〇〜<©/。でち入力でさます。 

表示された県域や地域番号び異なる場合は、正しい郵 
便番号を確認して、もう一度①〜③を行ってください。 

③■►を押す。 

チヤンネ>1レ設定中の画面び表示され、チヤンネルの 
設定を行います。 

^ _ 

手順15へ 


15方乂を受信設定を確認ずる。 



① ** で、受信設定を確認したい放送を選び、 

@を押す。 

設定内容を確認してください。 

設定内容を修正するとさは、「チャンネル設定を修 
正するに ATV 経由で受信している場合など)」 (45 
ページ)をご覧ください。 

⑨關じる]を選び、@を押す。 

⑨■►を押す。 

^ _ 

手順16へ 


クちょっと一言 

• 1日待っても番組表データび受信できないときは、「操作編」の「故障か 
な？と思ったら」の「番組表」の項目をご覧ください。 

• 手順14で自動で時刻び設定されなかった場合は、手動で設定します。 
画面にしたびって操作してください。 


1〇かんたん初期設定を終了ずる。 


1*^3 かんたん初期設定 

かんたん初期設定はこれで完了しました。 

はじめて化上アナ□グ番組表 （G ガイド)を表おずるときは、 

番組表データを取得するために本檢の蛋源を切った巧態で 
I曰程度お待ちください。 

< 引き镜き、本機の機能を梗用するために[かんたん機目殿斑を還んでください。 


[終了]を選び@を押すと、かんたん初期設定を終 
了します。 

アナ□グ番組表とみどころマガジンび使えるまで、 
本機の電源を切って1日お待ちください。ただし、電 
源コードはコンセントにさしておいてください。 

つづけて、かんたん機能設定 (43 ページ)を行う場合 
は、防んたん機能設赶を選んで、@を押します。 


かんたん初期設定をや0直ずには 

1を巧して、 SSS の[かんたん設定]か5[かん 
たん初期設定]を選び、@を巧す。 

2 [開始]を選び、©を巧す。 


ごミかんたん初期設定 

本機の使用に必要なムソ下の項目を設定します。 

さ項目は後で設定を変更することちでをまず。 

• テレビ接続方法の選択 
•テレビタイプの遇巧 
-放送の受信設定 

. 地域の設定 、 

• 時刻の設定 > 

アンテナやケープル類の接続びずべてお済みであることを 
確認してか5開始してください。 

〇次へ進む 終了 


かんたん初期設定び始まります。38ページの手順5 
(降をご覧になり、設定を行つてください。 


ごを意 


• 手順 14 で地域番号び正しく設定されていないと、番組表を使った録画 
予約び正しく行えなくなります。 

• デジタル放送の番組表（「操作編」の「番組表で録画予約する(番組表 
( EPG ))」） び取得でさていてを、地上アナ□グ放送の番組表データを受 
信するには、電源を切ってから1曰程度待つ必要びあります。 


接続•設定する 


巧のページにつづ<嗦 
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BRAVIA チヤンネル設定連動についてのご 

注意 

•本機能を使うには、 BRAVIA チャンネル設定連動 
対応の < ブラビア > tHDMI ケーブルでつなざ、は 
じめに < ブラビア >の設定を完了させてください。 

•本機前面の HDMI 出力切換ボタンを押して 、 HDMI 
出力を連動する < ブラビア >側に合わせてくださ 
い (24 ぺージ、 BDZ - X 100/ BDZ - X 95 のみ)。 

• 下記の情報をくブラビア>から取得します。 

-郵便番号、デジタル放送の地域情報(県域） 

-チャンネル情報(地上アナ□グ放送：[表示 CH ]、 
陵信 CH ]、 [アップダウン選局]、[ワンタッチ選 
局]、地上デジタル放送：[アップダウン選局]、[ワ 
ンタッチ選局]、 BS / CS デジタル放送：[ワンタッ 
チ選局]) 

それぞれの設定内容については、「操作編」の「本 
機の設定を変更する」- r 受信する放送の設定を 
行ラ（放送受信設定)」をご覧 < ださい。 

• BRAVIA チャンネル設定連動を行った後に 

<ブラビア >で設定を変更した場合、変更した内 
容は本機に反映されません。 

•本機とくブラビア>を、 AV アンプやセレクターを 
経由してつないだ場合、 AV アンプやセレクターの 
機種や状態によっては、 BRAVIA チャンネル設定 
連動び働かない場合びあります。詳しくは AV アン 
プやセレクターの取扱説明書をご覧ください。 

• BRAVIA チャンネル設定連動は、本機のチャンネル 
スキャンで検出されたチャンネ j レ情報を< ブラピ 
ア >のチャンみレ情報を使って最適化する機能で 
す。このため、くブラビア>と本機で受信状況び 
異なる場合は、設定されるチャンネ j レび異なるこ 
とびあります。 

• 地上アナ□グ放送の場合はくブラビア>で設定さ 
れたチャンネ>1レを追加しますび、地上デジタルや 
BS / CS デジタル放送の場合はチャンみレを追加し 
ません。 

• 本機の[ワンタッチ選局]で登録したチャンみレは、 
[アップダウン選局]の設定び[必ず選局]になりま 
す(地上アナ□グ放送を除<)。詳し<は、「操作編」 
の「本機の設定を変更する」一 r 受信する放送の設 
定を行ラ（放送受信設定)」をご覧 < ださい。 


接続•設定する 
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おすすめ自動録画を設定ず る。 


かんたん機能設定をずる 


かんたん機能設定を開始ずる。 


かんたん機能設定 I 

な下の機能を設定しまず。 

各I頁目はをで設定を変更ずることをできまず。 


•お気に入り番組表 
- X- おまかせ-まる録 


-おでかけ拓送 

► 

‘ HDM I機器制御 


〇次へ進む 

お了 


かんたん機能設定は、目的にあわせて必要な項目を 
設定してください。 

①「かんたん初期設定をする」の手順 16 で、** 

で[かんたん機能設定]を選び、 (0 を押す。 

⑨欄始]を選び、@を押す。 


2 お気に入り番組表/ X - おまか 

だ：-まな it を設定ずる。 


1.2 ちかんたん機能設定-お気に入りま組表/ X- おまかせ’まる歸 

「お気に入りま組表 J と rx- おまかせ•まる録 J へ 
巧みのジャンルを登録しまずか？ 

「お気に入りま組表 J :選んだジャンルのま組表を作成しまず。 

rx- おまかせ-まる録 J :選んだジャンルのま組を自動で録画しまず。 

◄ "登録ずる—を選ぶと、ずでに登録されている設定はずべて取り消されまず。 



〇次へ進む 前へ戻る 


①パで、お好みの番組ジャンルを、お気に入り番 
組表と X - おまかせ-まる録へ登録するかを選 
び、(续を押す。 

登録する場合は、次の画面で**でジャンルを選び、 
@を押します。 

次の画面で[はい]を選んで (ホを) を押すと、選んだ 
ジャンルび自動録画されます。[いいえ]を選んで 
@を押すと、お気に入り番組表には登録されます 
び、自動録画されません。 

ジャンルをすべて登録したら、■►を押して次のス 
テツプに進みます。 


クちょっと一言 

• 次の画面に進むには、■►を押してください。 

• スカパー！ 6 2おすすめ自動録画は、かんたん初期設定の手順12 C 
信放送波)でに S デジタル放送]を選んだ場合のみ表示されます。 


4 スカパー！ e 2おすすめ自動 

i 录画を設定ずる。 


かんたん機能設定 スカバー！ ( 


a たい！たいIホチャンぶ，! 

，スカ/、。一•旧己 

• S 泉•スポーツ • ドラマなどホ技なジャイ ■ 
中び5ぶなたのお巧みの爵沾玄お■けし 

ご加入に巧するお問い合わせは 

0570 088 -666 

PHS-IPS 話のお客巧は 

045-339-000 巨 

きけ時間 10:00-20:00( 年中巧な） 
まちはおかけ巧 B いないようにお巧いします 



①パで、スカパー! e 2び提供する番組の中か 
5、本機びおすすめする番組を自動録画する 
かを選び、角)を押す。 




























5 おでかけ転送機器を設定ずる 
(BDZ-X100/BDZ-X95/BDZ-A950/ 
BDZ-A750 のみ）。 



①パで、おでかけ転送する機器を選び、@を 
押す。 


6おでかけ転送高速転送録画 

を設定ずる （ BDZ-X100/BDZ-X95 / 
BDZ-A950/BDZ-A750 のみ）。 


む t んたん機宫 g 設定-おでかけ乾を高速転を録画 

録画中におでかけ輯送用ファイルを同時作成しまず。 

録画1で録画したタイトルは、高速乾をびできるようになります。 
"切"を選んでを、をか5変換して乾をすることびでさまず。 


① パで、番組の録画中に、おでかけ転送用動画 
ファイルを同時作成するかを選び、@を押 
す。 

同時作成する場合は、[入]を選びます。 

動画ファイルを同時作成しておくと、手順 5 で選ん 
だ機器へ高速転送でさます。 


ごを意 


• 手順なで[入]を選んでも、似下の場合、"ウォークマン’ / " PSP " 転送用 
動画ファイルは同時作成されません。 

一「録画2」で録画しているとさ（「操作編」の「本機の録画機能につい 
て」） 

一外部入力からコピー制御信号を含む映像を録画しているとさ 


7 スタンバイモードを設定ずる。 



① パで、スタンバイモードを選び、 （みを) を押す。 
[高速起動]を選ぶと、電源を入れてから本機び起動 
するまでの時間を短縮でさます。 

IJ モート録画予約（「操作編」の「携帯電話やパソコ 
ンなどから録画予約する」）やホームサーバー機能 
( 「操作編」の「別の部屋のテレビやパソコンなどで 
再生する」、 BDZ - L 55/ BDZ - T 55 を除く）、電源「切」 
の状態からのワンタツチ転送 （ 「操作編」の「ワン 
タツチで転送する」、 BDZ - A 950/ BDZ - A 750 のみ） 
を利用するときは、[高速起動]を選びます。 


8 HDMI 機器制御を設定ずる。 


ゴ^かんたん機能設定 - HDM I 機器制御 

HDM I で接続されたテレビと本機を連動して操作することができまず。 
"入"にした場合、「スタンバイモード J は"高速起動"になりまず。 

この機目目をお梗いになるには、テレビの設定もご確認ください。 


〇次へ進む 前へ戻る 


① HDMI ケーブルでテレビとつないでいる場合 
は、パで HDMI 機器制御の設定を選び、@ 
を押す。 

[入]を選ぶと、 HDMI 機器制御対応の他機器と相 
互制御でさます。 

ブラビア IJ ンク （57 ページ)を利用する場合は、 

[入]を選びます。 


• 手順7で[高速起動]モードを選ぶと、内部の制御部び電源「切」（待機状 
態)のとさでを通電状態になるため、[標準]モードに比べて待機時消費 
電力び増えたり、ファンび動作し続けたりします。 

• 手順 y で廳準]を選ぶと、 HDMI 機器制御は連動して脚]になります。 
• 手順8で[入]を選ぶと、スタンバイモードは[高速起動]に設定されま 
す。この場合、待機時消費電力び増えたり、ファンび動作し続けること 
びあります。 


接続•設定する 
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かんたん機能設定を終了ずる。 


:■ちかんたん機能設定 


fx-ScrapBookJ 
「リモート録画予約 J 


:今"旬"と思われるテーマやキーワードを巧出し、 
曰替わりでみどころ番組を表示しまず。 

:ビデオクリップのよラな A イビジョンフォト作品を 
BGM を選ぶだけで作成でをまず。 

:手作り感あふれる A イビジョンフォトアルバムを 
自動で作成でをまず。 

:携帯電話の番組表アプリを使用して、外出巧から 
録画予約でをまず。 


パで[終了]を選び、毎)を押す。 

かんたん機能設定を終了します。 


チヤンネル設定を修正ずる ( CATV 経 
由で受信している場合など） 


CATV 経由で地上アナ□グ放送を受信している場合 
などは、次の手順でチャンネ j レ設定を変更します。 

1 「かんたん初期設定をする」 （38 ぺージ)の手順 15 で、 
刪上アナ□グ放迸を選び、@を巧す。 

ホームメニューの sSs の[放送受信設定]一[地上アナ□グ 
チャンネル設定]からも設定でさます。 

2 「地上アナ□グチャンネル設定」のチャンネルー覧画 
面で、パで行を選び、角)を巧す。 





かんたん機能設定をやり直すには 

を押して、をの[かんたん設赶からめ Vu 
たん機能設定]を選び、©を押します。 


3 * ■►で[放送局]の欄を選ぶ。 

4 パで放送局名を選び、@を巧す。 


7^3 かんたんな]巧設定-地上アナ□グチャンネル設定 

1 化上アナ□グ放ちのチヤンネル設定を行つてください。 


表示 

m nmm ァッ 寶 ゥ: 

ンワンタッチ 

微調整 

閉じる 

CH 

呈局 

選局 



1 

r る 

① 

自動 


3 

群馬テレビ（0304) する 

③ 

自動 


4 

とちぎ TV (0535) する 

0 

自動 

' 初期設定- 

6 

WOWOW (0073) する 

⑥ 

自動 

を選局解除 

8 

NHK 衛星第1 (0074) する 

(D 

自動 


"|〇~ 

Hi ビジョン （0075) する 

⑩ 

自動 


IT" 

NHK 衛星第2 (0076) f る 

▼— 

⑩ 

自動 


前へ戻る 


画面に映った番組から、適切な放送局を選んで < ださい。 

一覧に放送局名びないとさは 

[番号入力]を選びます。数字ボタンでガイドチャンネルを 
入力し、(決定）を押します。 CATV のガイドチヤンネルについ 
ては、ご契約の CATV 局にお問い合わせください。 


@を巧す。 


接続•設定する 
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6 手順 2 〜 5 をくり返し、受信できている放送局名をす 
ベて入力する。 



ここで、番組表データを送信している放送局（ホスト局）の 
[表示 CH ] の番号を控えておいてください。手順 12 で番号 
を設定します。 

次に、ホームメニューの[放送受信設定]で、番組表取得チャ 
ンネルの設定をします。 

7 を}甲す。 

8パで[放送受信設定]を選び、©を巧す。 


6 打巧けけ 

設定 

[ I がを受信設定 

わ 

お 

み） 由！3 


9パでにガイド設定]を選び、@を巧す。 

10パで[番組表取得設定]を選び、@を巧す。 

11パで[取得チヤンネル]を選び、 (0 を巧す。 

12 ** でチヤンネル番号をホスト局のチヤンネルに合わ 
せ、 (みを) を巧す。 



手順 G で控えた番号を、[取得チャンネル]に設定します。 
設定び完了したら、戻るボタンを押して、前の画面に戻りま 
す。 


クちょっと一言 

m 下のチャンネル設定については、[地上アナ□グチャンネル設定](「操 
作編」の「本機の設定を変更する」）の各項目をご覧ください。 

一画面に表示されるチャンネルま号を変更する （ [表示 CH ]) 

一不用なチャンネ>1レをチャンネ>1レボタンで選局でさないよラにする（番 
組表にを表示されません）（[アップダウン選局]) 

一 U モコン数字ボタンのチャンネル登録を変更-設定する（[ワンタッチ 
選局]) 

一受信状態を微調整する （ [微調整]) 


番組表データを送信している放送局(ホスト局)につ 
いて 

番組表データは、次の放送局より送信されています 
(2009 年3月現在)。ホスト局は地上アナ□グチャン 
ネル設定画面で、青色で表示されます。 

• 北海道地域一北海道放送 ( HBC ) 

• 東北地域一青森テレビ ( ATV ) 、秋田テレビ ( AKT ) 、 

I BC 岩手放送 a BO 、テレビュー山形 (TU 丫)、東北放 
送 ( TBO 、テレビュー福島 (TU F ) 

• 関東地域一東京放送 ( TBS ) 

• 中部地域一新潟放送 ( BSN ) 、信越放送 ( SBC ) 、静岡 
放送 ( SBS ) 、中部日本放送に BO 、テレビ山梨 
( UTY ) 、チューリップテレビ ( TUT ) 、北陸放送 
( MRO )、 福井テレビ ( FTB ) 

•近畿地域一毎曰放送 ( MBS ) 

•中国-四国地域一山陽放送 ( RSK )、 中国放送の〔0、 
テレビ山 □ (T 丫 S ) 、山陰放送 ( BSS ) 、あいテレビ 
( ITV )、 テレビ高知 ( KUTV ) 

• 九州 • 沖縄地域一 RKB 毎曰放送 ( RKB )、 長崎放送 
(N BO 、大分放送 ( OBS ) 、熊本放送 ( RKK ) 、宮崎放 
送 (M RT ) 、南曰本放送 (M BC ) 、琉球放送 ( RBC ) 


接続•設定する 


46 
































巧のページにつづ<嗦 

47 1 


放送局名表示受信ガイド 

チャンネルチャンネルチャンネル 
青森放送 1 1 513 

NHK 総合 3 3 592 

NHK 教育 5 5 602 

青森朝日 34 34 290 

青森テレビ • 38 38 294 

NHK 教育 7 7 602 

NHK 総合 9 9 592 

青森放送 11 11 513 

青森朝日 3131290 

青森テレビ • 33 33 294 

NHK 総合 4 4 592 

青森放送 1010 513 

NHK 教育 12 12 602 

青森朝日 56 56 290 

青森テレビ • 58 58 294 

NHK 総合 4 4 848 

旧〔• 6 6 262 

NHK 教育 8 8 858 

IAT 3131 。ら 

めんこい 33 33 289 

テレビ岩手 35 35 547 

NHK 総合 2 2 848 

旧〔• 1010 262 

NHK 教育 1212 858 

テレビ岩手 58 58 547 

めんこい 60 60 289 

IAT 62 62 276 

旧〔• 2 2 262 

NHK 総合 5 5 848 

NHK 教育 1212 858 

IAT 27 27 276 

めんこい 29 29 289 

テレビ岩手 37 37 547 

TBC* 1 1 769 

NHK 総合 3 31104 

NHK 教育 5 51114 

仙台放送 1212 268 

東日本放送 32 32 288 

宮城テレビ 34 34 546 

TBC* 1 59 769 

NHK 総合 3 511104 

NHK 教育 5 491114 

仙台放送 12 57 268 

東日本放送 32 61 288 

宮城テレビ 34 55 546 

NHK 総合 2 2 1104 

TBC* 4 4 769 

仙台放送 6 6 268 

NHK 教育 10 101114 

宮城テレビ 37 37 546 

ま日本放送 43 43 288 

NHK 教育 2 2 1370 

NHK 総合 9 91360 

が田放送 11 11 267 

秋田朝日 3131287 

が田テレビ • 37 37 293 

NHK 総合 4 4 1360 

が田放送 6 6 267 

NHK 教育 8 8 1370 

が田テレビ • 57 57 293 

が田朝日 59 59 287 

秋田朝日 41 41 287 

NHK 教育 43 431370 

NHK 総合 45 451360 

が田放送 47 47 267 

が田テレビ • 51 51 293 

NHK 教育 4 4 16% 

NHK 総合 8 81616 

山形放送 1010 266 

SAY 30 30 2% 

TUY* 36 36 292 

山形テレビ 38 38 550 

山あ放送 1 1 266 

NHK 総合 3 31616 

NHK 教育 6 616% 

TUY* 22 22 292 

SAY 24 24 2% 

山あテレビ 39 39 550 

NHK 教育 50 5016% 

NHK 総合 52 521616 

山あ放送 54 54 266 

TUY* 56 56 292 

山あテレビ 58 58 550 

SAY 60 60 2% 


都道地域名 
府県 

化ミ毎道 


地域放送局名 
番号 

HBC* 

NHK 総合 
STV 

001 NHK 教育 
TVh 
UH 巨 
HTB 

NHK 教育 

HTB 

STV 

002 HBC* 

NHK 総合 
TVh 
UH 巨 

NHK 教育 
STV 

NHK 総合 
003 HBC* 

TVh 
UH 巨 
HTB 

NHK 総合 

STV 

HBC* 

004 NHK 教育 
HTB 
UH 巨 
TVh 
HBC* 

STV 

005 HTB 
uu ご UHB 

NHK 総合 
NHK 教育 
NHK 教育 
STV 

NHK 総合 
006 HBC* 

TVh 
UH 巨 
HTB 
TVh 

NHK 教育 
NHK 総合 
007 UHB 
HBC* 

STV 

HTB 

NHK 総合 
HBC* 

NHK 教育 
008 STV 
TVh 
UHB 
HTB 

NHK 総合 
HBC* 

00 9 STV 

uuy NHK 教育 
UHB 
HTB 

NHK 教育 
STV 

〇 … NHK 総合 

川 u HBC. 

HTB 

UHB 

HBC* 

NHK 総合 

011 STV 
u'' NHK 教育 
UHB 
HTB 

NHK 教育 
STV 

NHK 総合 
川 ^ HBC* 

UHB 

HTB 


G ガイド地域番号-放送局表 

• の付いている放送局（ホスト局)から番組表データび送信されています (2009 年3月現在)。 
選んだ地域名の欄にない放送局は、放送を受信でさてを番組表に表示されない場合びあります。 


地域名 

地域 

番号 

青森 

013 

八戸 

014 

むつ 

015 

盛岡 

016 

蓋石 

017 

二戸 

018 

仙台 

019 

石巻 

020 

気仙ミ召 

021 

が田 

022 

大館 

023 

大曲 

024 

山形 

025 

鶴岡 

026 

米沢 

027 
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5364789 4965378 4635789 3654987 569834 4635789 7438569 3546789 356489 463598 536489 463589 
2323222 3222322 3232222 3223222 222233 3232222 2332222 3232222 322322 323222 232322 323222 

I 柳 が 2479 り w%279 り％ が％ の 端 W279 り巧が％ がが引 が 46WU リ％ 279 り％^ が 279W 巧 w 


II 柳が 2479 り W 莖 279 りおが互 46 お 2 の 279 り巧が互が W W が 46 リ社 279 り％ 社が 279 W 



都道化域名 
府県 


表术受信ガイト 

チャンネルチャンネルチャンネ化 


〇「長野 i 」、 r 長野2」について 

NH K 総合を 44 チャンネルでご覧のちは r 長野 1 」 
それ外のちは r 長野 2 」を選んで < ださい。 
わからない場合は r 長野 2 」を選び、受信状態を 
確認後、正しく受信でさないとさは r 長野 1 」を 
選び直してください。 


地域 

番号 

053 

054 


〇 r 横お i 」、 r 横お2」について 

NHK 総合を 52 チヤンネルでご覧のちは r 横ミ兵 1 」、 
それな外のちは r 横浜 2 」を選んでください。 
わからない場合は r 横お 2 」を選び、受信状態を 
確認後、正しく受信でをないとさは r 横お 1 」を 
選び直してください。 



055 


056 


057 


058 


059 


060 


061 


062 


063 


064 


065 


049 


050 


051 


052 
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4432 

516 

1030 

520 

778 

4442 

1058 

311 


4432 

516 

1030 

520 

778 

4442 

275 

548 


32 4432 
42 516 
441 030 
46 520 
48 778 
25 4442 
301054 


川西 


三木 


姫路 


明石 


長田 


091 


092 


093 


094 


095 


NHK 総合 
サンテレビ 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NH 樹育 
テレビ大阪 


NHK 総合 
サンテレビ 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NH 燃育 
テレビ大阪 


NHK 総合 
サンテレビ 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NH 樹育 
テレビ大阪 


NHK 総合 
サンテレビ 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NHK 教育 


NHK 総合 
サンテレビ 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NH 樹育 


奈良 


奈良 


096 


NHK 総合 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NH 樹育 
京都テレビ 
奈良テレビ 


兵庫 


巧戸 


089 


NHK 総合 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NH 樹育 
テレビ大阪 
サンテレビ 


和歌山 


和歌山 


海南- 
田辺 


098 


099 


NHK 総合 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NHK 教育 
TV 和歌山 


NHK 総合 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NHK 教育 
TV 和歌山 


44 4432 
34 548 
端 516 
401030 
42 520 
48 778 
46 4442 


50 4432 
56 548 
54 516 
581030 
60 520 
62 778 
52 4442 
19 275 


大津 


彥根 


082 


083 


NHK 総合 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NHK 教育 
びわ湖放送 
京都テレビ 


NHK 総合 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NHK 教育 
京都テレビ 
びわ湖放送 


京都 


084 


NHK 総合 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NHK 教育 
テレビ大阪 
京都テレビ 


山科 


085 


NHK 総合 
毎曰放送 • 
朝曰放送 
関西テレビ 
読売テレビ 
NHK 教育 
テレビ大阪 
京都テレビ 


五條 



毎曰放送 • 

33 

33 

516 


朝曰放送 

35 

35 

1030 


関西テレビ 

37 

37 

520 

097 

読売テレビ 

39 

39 

778 


奈良テレビ 

41 

41 

311 


NHK 総合 

43 

43 

4432 


NH 樹育 

45 

45 

4442 


巧戸灘 


090 


テレビ大阪 

19 

19 

275 

NHK 教育 

50 

50 

4442 

NHK 総合 

52 

52 

4432 

毎曰放送 • 

54 

54 

516 

朝曰放送 

56 

56 

1030 

関西テレビ 

58 

58 

520 

読売テレビ 

60 

60 

778 

サンテレビ 

62 

62 

548 



地域 
ま号 


放送局名 


表示受信ガイド 

チャンネルチャンネルチャンネル 


都道 
府県 


地域 

番号 


放送局名 


表示受信ガイド 

チヤンネルチヤンネルチヤンネル 


都道 
府県 


地域 
ま号 


放送局名 


表示受信ガイド 

チヤンネルチヤンネルチヤンネル 


舞鶴 



086 


087 


NHK 教育 49 49 4442 


NHK 総合 

51 

51 

4432 

毎曰放送 • 

53 

53 

516 

朝曰放送 

55 

55 

1030 

京都テレビ 

57 

57 

1058 

関西テレビ 

59 

59 

520 

読売テレビ 

61 

61 

778 

NHK 総合 

50 

50 

4432 

NHK 教育 

52 

52 

4442 

毎曰放送 • 

54 

54 

516 

京都テレビ 

56 

56 

1058 

朝曰放送 

58 

58 

1030 

関西テレビ 

60 

60 

520 

読売テレビ 

62 

62 

778 


大阪 


088 


NHK 総合 

2 

2 

4432 

毎曰放送 • 

4 

4 

516 

朝曰放送 

6 

6 

1030 

関西テレビ 

8 

8 

520 

読売テレビ 

10 

10 

778 

NHK 教育 

12 

12 

4442 

テレビ大阪 

19 

19 

275 

京都テレビ 

34 

34 

1058 

サンテレビ 

36 

36 

548 


兰重テレビ 33 331313 




岐阜放送 

37 

37 

1061 



テレビ愛知 

49 

49 

537 



NH 燃育 

51 

51 

4186 

豊田 

078 

NHK 総合 

53 

53 

4176 



CBC* 

55 

55 

1029 



東海テレビ 

57 

57 

1281 



中京テレビ 

59 

59 

1571 



メ〜テ レ 

61 

61 

1547 



東海テレビ 

1 

1 

1281 



CBC* 

5 

5 

1029 



NH 燃育 

9 

9 

4186 

津 

070 

メ〜テ レ 

11 

11 

1547 

u/y 

テレビ愛知 

25 

25 

537 



NHK 総合 

31 

31 

4176 



王重テレビ 

33 

33 

1313 



中京テレビ 

35 

35 

1571 



東海テレビ 

1 

57 

1281 



CBC* 

5 

55 

1029 



NH 燃育 

9 

49 

4186 

伊勢 


メ〜テ レ 

11 

61 

1547 

080 

テレビ愛知 

25 

25 

537 



NHK 総合 

31 

53 

4176 



王重テレビ 

33 

59 

1313 



中京テレビ 

35 

47 

1571 



テレビ愛知 

25 

25 

537 



NHK 教育 

50 

50 

4186 



NHK 総合 

52 

52 

4176 

名張 

081 

中京テレビ 

54 

54 

1571 

メ〜テ レ 

56 

56 

1547 



云重テレビ 

58 

58 

1313 



CBC* 

60 

60 

1029 


東海テレビ 62 621281 


名ち屋 


076 


東海テレビ 
NHK 総合 
CBC* 

NH 樹育 
メ〜テ レ 
テレビ愛知 
王重テレビ 
中京テレビ 
岐阜放送 


ミ兵松 


071 


NHK 総合 
詩岡放送 • 
NHK 教育 
朝曰テレビ 
詩岡第一 
テレビ詩岡 


局山 


068 


NHK 教育 
NHK 総合 
CBC* 

東海テレビ 
メ〜テ レ 
中京テレビ 
岐阜放送 


岐阜 


066 


東海テレビ 
NHK 総合 
CBC* 

NH 樹育 
メ〜テ レ 
テレビ愛知 
王重テレビ 
中京テレビ 
岐阜放送 


豊橋 


077 


王重テレビ 

33 

33 

1313 

岐阜放送 

37 

37 

1061 

NH 樹育 

50 

50 

4186 

テレビ愛知 

52 

52 

537 

NHK 総合 

54 

54 

4176 

東海テレビ 

56 

56 

1281 

中京テレビ 

58 

58 

1571 

メ〜テ レ 

60 

60 

1547 

CBC* 

62 

62 

1029 


大阪 


詩岡第一 27 27 799 


富 ± 

072 

朝曰テレビ 
テレビ詩岡 
詩岡放送 • 
NHK 総合 
NHK 教育 

29 

39 

41 

52 

54 

29 

39 

41 

52 

54 

1057 

1315 

1291 

3920 

3930 



NH 樹育 

51 

51 

3930 



NHK 総合 

53 

53 

3920 

王島- 

07 つ 

詩岡放送 • 

55 

55 

1291 

ミ召津 

U / ゴ 

朝曰テレビ 

57 

57 

1057 



テレビ静岡 

59 

59 

1315 



詩岡第一 

61 

61 

799 



詩岡第一 

48 

48 

799 



朝曰テレビ 

50 

50 

1057 

旨口 

07/1 

NHK 教育 

54 

54 

3930 

iSoDd 

U /4 

NHK 総合 

56 

56 

3920 



テレビ詩岡 

58 

58 

1315 



静岡放送 • 

62 

62 

1291 



詩岡第一 

24 

24 

799 



朝曰テレビ 

26 

26 

1057 

鹿な 


テレビ詩岡 

38 

38 

1315 

扫泰个又 

U / J 

詩岡放送 • 

40 

40 

1291 



NHK 総合 

42 

42 

3920 


NHK 教育 44 44 3930 


中菊 II 


詩岡 


069 


070 


NHK 総合 

4 

4 

4176 

メ〜テ レ 

6 

6 

1547 

CBC* 

8 

8 

1029 

東海テレビ 

10 

10 

1281 

NHK 教育 

12 

12 

4186 

中京テレビ 

26 

26 

1571 

岐阜放送 

28 

28 

1061 


NHK 教育 

2 

2 

3930 

NHK 総合 

9 

9 

3920 

詩岡放送 • 

11 

11 

1291 

詩岡第一 

31 

31 

799 

朝曰テレビ 

33 

33 

1057 

テレビ詩岡 

35 

35 

1315 


滋賀 


各務原 


067 


東海テレビ 

1 

1 

1281 

NHK 総合 

3 

3 

4176 

CBC* 

5 

5 

1029 

NH 樹育 

9 

9 

4186 

メ〜テ レ 

11 

11 

1547 

テレビ愛知 

25 

25 

537 

中京テレビ 

35 

35 

1571 

岐阜放送 

41 

41 

1061 


都道 
府県 

岐阜 


静岡 


愛知 
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6490 

6480 

1290 

1317 

6490 

6480 

1290 

793 

541 

1317 

6736 

6746 

776 

1574 

296 

2049 

6992 

1028 

7002 

521 

531 

1573 

531 

804 

6992 

1028 

1573 

7002 

2049 

521 

531 

804 

1573 

7002 

6992 

521 

2049 

1028 

2049 

6992 

1028 

521 

7002 

531 

1573 

531 

1573 

7002 

6992 

521 

2049 

1028 


今治120 


NH 樹育 
じ U NHK 総合 
南海放送 
テレビ愛媛 
NH 樹育 
NHK 総合 
... 南海放送 
愛媛朝曰 
おいテレビ • 
テレビ愛媛 
NHK 総合 
NHK 教育 
122高知放送 
KUTV * 

KSS 

KBC 

NHK 総合 
RKB 毎日 • 
123 NHK 教育 
TNC 
TVQ 
FBS 
TVQ 
STS 

NHK 総合 
1 つ. RKB 毎日 • 

じ4 FBS 

NH 樹育 

KBC 

TNC 

TVQ 

STS 

FBS 

1バ NHK 教育 
じ。 NHK 総合 
TNC 
KBC 

RKB 毎日 • 
KBC 

NHK 総合 
RKB 毎日 • 
TNC 
NH 樹育 
TVQ 
FBS 
TVQ 
FBS 

NH 樹育 
127 NHK 総合 
TNC 
KBC 

RKB 毎日 • 


四国放送 
NHK 総合 
毎曰放送 • 

朝曰放送 
関西テレビ 
13読売テレビ 
NH 樹育 
テレビ大阪 
サンテレビ 
TV 和歌山 
西曰本放送 
TV せとラち 
RSK * 

116 OHK 
に B 

NHK 総合 
NH 樹育 
NHK 教育 
に B 

NHK 総合 

117 TV せとうち 
RSK * 

西曰本放送 
OHK 
NHK 教育 
NHK 総合 
119南海放送 
' IS 愛媛朝曰 
あいテレビ • 
テレビ愛媛 
NHK 総合 
NH 樹育 
11 Q 南海放送 
' ly 愛媛朝曰 
あいテレビ • 
テレビ愛媛 
愛媛朝曰 
あいテレビ • 


RKB 毎曰放送び受信でさる地域は 「 G ガイド設 
定」の[番組表取得設定](「操作編」の「本機の設 
定を変更する」）で番組表取得チヤンネルに「48」 
( RKB 毎曰）を、熊本放送び受信でさる地域は 
「11」（熊本放送)を設定してください。 


日本海 TV 1 

NHK 総合 3 

100 NHK 教育 4 

BSS * 22 

山陰中央 24 

NHK 総合指根） 6 

BSS * 10 

1… NHK 教育 12 

'…日本海 TV 30 

NH な給(鳥恥32 
山陰中央 34 

NHK 総合 6 

BSS * 10 

102 NHK 教育 12 

日本海 TV 30 

山陰中央 34 

NHK 総合 2 

BSS * 5 

103 NHK 教育 9 

日本海 TV 54 

山陰中央 58 

NHK 教育 3 

NHK 総合 5 

西曰本放送 9 

104 RSK * 11 

TV せとラち 23 

KSB 25 

OHK 35 

NHK 総合 2 

RSK * 7 

NHK 教育 12 

105 TV せとうち 56 

西曰本放送 58 

OHK 60 

KSB 62 

NHK 総合 2 

NHK 教育 4 

RSK * 6 

106 TV せとラち 22 

西曰本放送 34 

KSB 55 

OHK 60 

NHK 総合 3 

RCC * 4 

107 NHK 教育 7 

IU / 広島テレビ 12 

TSS 31 

広島 ホーム 35 

NHK 教育 3 

NHK 総合 5 

108 ^^5-1 . / 

広島了レヒ 11 

TSS 54 

広島 ホーム 57 

NHK 総合 1 

NHK 教育 7 

109 RCO 10 

luy 広島テレビ 12 

広島 ホーム 24 

TSS 26 

NHK 教育 1 

広島テレビ 5 

RCC 9 

'' UnHK 総合 11 

広島 ホーム 24 

TSS 26 

NHK 教育 1 

NHK 総合 9 

111山口放送 11 

山口朝日 28 

テレビ山38 
山口放送 4 

山口朝日 21 

112テレビ山33 
NHK 総合 39 

NHK 教育 41 

山口放送 4 

NHK 総合 6 

113 NHK 教育 12 

山口朝日 21 

テレビ山33 
NHK 教育 1 

NHK 総合 9 

114山口放送 11 

テレビ山22 
山口朝日 28 


1 1537 

3 4688 

4 4698 

22 1 CB 4 
241314 
6 4944 

10 1 CB 4 
12 4698 

301537 
32 4688 

341314 

6 4944 

10 1 CB 4 
12 4954 

301537 
341314 

2 4944 

5 1034 

9 4954 

541537 
581314 

3 5210 

5 5200 

9 265 
111803 

23 279 

251569 
351827 
2 5200 

7 1803 

12 5210 

56 279 

58 265 

601827 
621569 

2 5200 

4 5210 

6 1803 

22 279 

% 265 

551569 
601827 

3 5456 

4 772 

7 5466 

12 780 

311055 
35 2083 

3 5466 

5 5456 

7 772 

11 780 
541055 

57 2083 

1 5456 

7 5466 

10 772 

12 780 

24 2083 

261055 
1 5466 

5 780 

9 772 

115456 
24 2083 

261055 
1 5722 

9 5712 

112059 
28 284 

381318 

4 2059 

21 284 

331318 
39 5712 

415722 
612059 

58 5712 

55 5722 

24 284 

441318 

1 5722 

9 5712 

112059 
621318 
28 284 


128 


長崎129 


佐世保130 


諫早131 


熊本132 


大分133 


中津134 


宮崎135 


延岡136 


鹿児島137 


阿久根1% 


鹿屋139 


沖縄140 


都道地域名地域放送局名表示受信ガイド 都道地域名地域放送局名表示受信ガイド 都道地域名地域放送局名表示受信ガイド 

府県 ま号 チャンネルチャンネルチャンネル 府県 ま号 チャンネルチャンネルチャンネル 府県 ま号 チャンネルチャンネルチャンネル 
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押すと、30秒後に自動的に BD モードに戻ります。 
次の設定を行うと、操作機器切換用ボタンで選んだ 
機器の設定に固定することびでさます。 

〇"を巧しなびら、音量の□、チャンネルの百の順番で 3 
つのボタンを同時に巧す。 

4つの操作機器切換用ボタンびすべて点灯します。 
手を離してボタンび消打すれば設定は完了です。を 
う一度上記手順を行うと应ののみ点打し、30秒後に 
自動的に BD モードに戻るよラに設定されます。 

登録した機巧を操作するには 

本機のリモコンの〇、 田/百、百/百、 ® などのボタ 
ンび使用できます。機器によって、本機の IJ モコン 
の一部のボタンび使用でさないことびあります。 
ソニー製、アイワ製テレビでは、機種によって®〜 
@纔の数字ボタンでチャンネ j レを切り換えることび 
でさます。 


本機の y モコンで他機器を操作する 


リモコンの应因画 E ] 口のを押すと、これらのボタンに登録されているテレビや AV アンプなどの他機器を操作 
でさるよラになります。 


へ 


9 


へ 

へ 


1 




•目 

m 


0 



團 


^-^ 





励、画3、口りのうち、操作したい機器が登録され 
ているボタンを巧す。 

Uf コンび他機器 f ー ドに切り換わります。 

I 開/開入力切換 TV 電源電源 

I @ 〇 〇 〇 


BD モード-运^)(^区亞] Qv 3) -—他機器モード 


2選んだ操作機器切換用ボタンび点なしている間に、 

他機器の操作をする。 

操作機器切換用ボタンは、30秒間点灯します。 

自動で BD モードに戻 S ないようにずるには 

お買い上げ時の設定では、操作機器切換用ボタンを 


お買い上げ時は、应 因、画!]、ごのの ボタンにじ (下 
の 機器び登録されています。 


ボタンお買い上げ 
時の設定 

営録できる機器 

[ dvd ] 

103 

各社のビデオ機器やその他ソニー製 
機器 (52 ページ)、ソニー製 BD 機器 
(54 ぺージ） 

1 AMPI 

651 

各社のビデオ機器やその他ソニー製 
機器 (52 ページ)、ソニー製 BD 機器 
(54 ぺージ） 

fW ] 

901 

各社のテレビ (52 ページ） 


操作機器切換用ボタンにはさまざまなメーカーの 
機器を登録することびでさます。 

詳細は次のページをご覧ください。 


ご注意 


• 本機の U モコンでは、機器の基本的な操作びでさますび、機器によって 
は操作でさないことびあります。そのような場合には機器に付属の U 
モコンで操作してください。 

• 本機の U モコンのボタンに対応する機能び機器にない場合は、そのボ 
タンでは操作でさません。 


货處货 
皮獲货 
かか-が 


II接続•設定 S 
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クちょっと一言 

メーカー番号901のソニー製テレビには、回マークび付いています。 • メーカー番号び複数あるとさは、順に試して操作でさる番号をお選び 

ください。 

• 10秒似内に次の操作を始めなかったときは、手順1からやり直してく 
ださい。 

I • アイワの IJ モコンコードを設定しても操作できないときは、ソニーの 

^ U モコンコードで登録してください。 





テレビ 


1口のを巧しなび5%を巧す。 

ボタンを離すとごのび点滅します。 

2四び点滅している間に、登録し 
たいテレビのメーカー番号 (3 村 5) 
を巧す。 


メーカー 

メーカー 番号 

ソ ニー 

901* 

912 

アイワ 

917 


パナソニック 

902 

913 

東芝 

903 


日立 

904 


H 養 

905 


ビクター 

906 


サン ヨー 

907 

915 

シャープ 

908 

916 

NEC 

909 


パイオニア 

910 


富±通ゼネラル 

911 


フナイ 

914 


H 星電子 (SAMSUNG) 

918 

919 


* [ I ののお買い上げ時の設定です。 

3运)を巧す。 

操作機器切換用ボタンび2回点滅し 
ます。登録でさなかった場合は、 5 
回すばや < 点滅します。 

操作方法 

51 ページをご覧ください。 



ソニー製 AV 機器 


1应 I ]または画 E ] を巧しなび 
を巧す。 

ボタンを離すと应回またはび点 
滅します。 

2应^または画 H ] が点滅している間 
に、登録したい AV 機器の登録番号 
(3 巧)を巧す。 

機種 登録番号 


DVD レコーダー/プレーヤー 

101*1 102 
103*2 

HDD レコーダー 

301 302 

303 304 

308 

ビデオ 

001 002 

003 004 

005 006 

201*3 

フォトストレージ 

351 

ホームシアターシステム 

601 602 

603 604 

AV アンプ 

651*4 652 

653 

デジタル CS 放送チユーナー 

701 

PSX 

801 802 

803 


*1 DVD プレーヤーは「101」に設定してください。 
* 2 店を因のお買い上げ時の設定です。 

* 3 DVD —体型ビデオ 

* 4 区西]のお買い上げ時の設定です。 

3 @を巧す。 

操作方法 

51 ページをご覧ください。 



VHS ビデオレコーダー 

1应 I ]または画 E を巧しなび 
を巧す。 

ボタンを離すと应または ( ME ] び点 
滅します。 

2应^または画 E ) び点滅している間 
に、登録したし、 VHS ビデオレコー 
夕’一のメーカー番号 (3 巧) を巧す。 

メーカー メーカー 番号 


ァイワ 

037 038 039 

040 049 

パナソニック 

010* 011* 012* 
013 014 

東芝 

015* 016* 017 
018 

曰立 

019 020 021 

022* 

兰菱 

023* 024* 025 
026 

ビクター 

027* 028* 029* 
030* 031 032 

サン ヨー 

033* 034 035 

036 

シャープ 

041* 042 043 

NEC 

045 046 047 

048 

フナイ 

044* 


* DVD —体型ビデオ 

3 ©を巧す。 

操作方法 

51 ぺージをご覧ください。 



さまざまな機器を操作したい 



本機のリモコンの操作機器切換用ボタンにはさまざまなメーカーの機器を登録でさます。登録する機器に 
よつて、登録の手順び異なります。下記をご覧になり、操作したい機器を登録してください。 


接続•設定する 








テレビ 


1 「さまざまな機器を操作したい」 
(52 ページ)で、操作するテレビを 
登録する。 

2应のを巧しなびを巧す。 

ボタンを離すと应のび点滅します。 

3 因のび点滅している間に、本機に 
設定されているリモコンモード 
(お買い上げ時は rBD 3」 に設定さ 
れています。54ページ)に対応す 
る登録番号 (3 做を巧す。 


U モコンモー ド 

登録番号 

BD 1 

501 

BD 2 

502 

BD 3 

503 

4 @ を巧す。 


操作方法 



B / H を押す。 


ソ ニー 

531 

534 

532 

533 

オンキヨ ー 

535 

536 

537 

デノン 

538 

539 

540 

サンスイ 

541 



ケンウッド 

542 

543 


ヤマノ、 

544 

545 

546 

パナソニック 

547 

548 


パイオニア 

549 




音声を出力する機器に対して設定を行ってください。 


U モコンモードを rBD 3」 に 
言受定してし''る場口- 


メーカー 

メーカー 番号 


ソ ニー 

551 

554 

552 

553 

オンキヨ ー 

555 

556 

557 

デノン 

558 

559 

560 

サンスイ 

561 



ケンウッド 

562 

563 


ヤマノ、 

564 

565 

566 

パナソニック 

567 

568 


パイオニア 

569 




3 @を巧す。 


操作を法 

B / B を押す。 



AV アンプ 


1因のを巧しなびを巧す。 

ボタンを離すと店のび点滅します。 

2店の び点滅している間に、音量を 
調整したい AV アンプのメーカー 
番号 (3 巧)を巧す。 

本機に設定している IJ モコンモード 
によって、設定するメーカー番号び 
異なりますのでご注意 < ださい。 

IJ モコンモードを 「 BDI 」 に 
言又定してし"'る±巧口- 

メーカー メーカー 番号 


ソ ニー 

511 

514 

512 

513 

オンキヨ ー 

515 

516 

517 

デノン 

518 

519 

520 

サンスイ 

521 



ケンウッド 

522 

523 


ヤマノ、 

524 

525 

5% 

パナソニック 

527 

528 


パイオニア 

529 




リモコンモードを rBD 2」 に 
言ス定してし"'る±巧口- 

メーカー メーカー を号 




接続•設定ずる 
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1 つのリモコンで据致のソニー製 BD 機 
器を操作する(リモコンモ-ド） 


本機には BD 機器を操作できるリモコンのモードび3 
つあります。本機の IJ モコンでは、回に対して3つ 
のリモコンモードのうち1つを設定でさます。（お買 
い上げ時は 「 BD 3」 に設定されています。） 

また、应应雨にを残り2つのリモコンモードをそ 
れぞれ設定することで、複数のソニー製 BD 機器を1 
つのリモコンで操作でさます。 



リモコンモードは本体側とリモコン側のそれぞれに 
設定されていまず。本体側のリモコンモードとリモ 
コンのリモコンモードは、同じ番号に合わせてお使 
いください。リモコンのリモコンモードを変更せず 
に本体のリモコンモードを変更ずると、リモコン操 
作ができなくなりまず。 


を巧す0 

◄"►でをを選ぶ。 



パで[本体設定]を選び、@を巧す。 



4パで[リモコンモード]を選び、毎)を巧す。 



♦♦でリモコンモード （ BD 1/ BD 2/ BD 3) を選び、@ 
を巧す。 



◄"♦で[はい]を選び ( S ) を巧す。 


本体のリモコンモードを変更しまず。 

次の画面に従って、リモコン測の 
リモコンモードち変更ずる必要びあ0まず。 
よろしいでずか？ 



U モコンモード変更画面び表示され、本体側の U モ 
コンドび手順 5 で選んだ Uf コンモードに変わ 
ります。 

7 画面の指示に従い、リモコン側のリモコンモードを 
変更した後、毎)を巧す。 


ムジ下の手順でリモコン測ち変更して < ださい。 

1) リモコンの [ BD ] ポタンを押しなび5 
[画面表示]ポタンを巧しまず。 

2) [ BD ] ポタンび点滅している間に 
[己]、 [1 0]、 [1] を順番に押しまず。 

3) [ミ央定]ポタンを巧しまず。 



上記画面は BD 1 に設定する場合の画面です。 

変更しない場合は操作しないでください。3分後に 
画面び消え、変更前の Uf コン f ー ドに戻ります。 


U モコンモードの変更は、必ず本機の IJ モコンで行ってください。 


接続•設定する 
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リモコン側のリモコンモードをを更 
ずるには 


1因のを巧しなび5\ (画面表示)を巧す。 

ボタンを離すと应のび点滅します。 

因のの代わりに应因や区 S を押すことわできます。 

2 操作機器切換用ボタンのランプび点滅している間に、 
登録したいリモコンモードの登録番号 (3 村 5) を巧す。 

例：「501」を入力するときは、リモコンの@、⑩/。、®を順 


番に押します。 

U モコンモード 

営録番号 

BD 1 

501 

BD 2 

502 

BD 3 

503 


3 © を}甲す。 

操作機器切換用ボタンび2回点滅します。登録できなかつ 
た場合は、5回すばやく点滅します。 

手順 1 で選んだボタンに対し、手順 2 で選んだ IJ モコンモー 
ドび設定されます。 应のに設定する IJ モコンモードは、本 
体側のリモコンモードと同じ番号にしてください。 


本巧側の [ U モコンモード]の設定と 
リモコン側のリモコンモードの設定 
が異なるとまは 


本体側とリモコン側の IJ モコンモードの設定び異 
なっている状態で IJ モコンのボタンを押すと、本機 
の表示窓に現在本体側に設定されているリモコン 
モードび次のよラに表示されます。 



このよラな場合は「リモコン側のリモコンモードを 
変更するには」の手順1から手順3までを行い、表示 
窓に出るリモコンモードに変更してください。 


ごを意 


誤つて本な；側の [リモコンモー ド]の 
設定ををましてしまつたとまは 


本体側の[リモコンモー问の設定のみ変更すると、 
リモコンで本機を操作することびできなくなります。 
このよ5なとさは、 r リモコン側のリモコンモードを 
変更するには」の設定を行い、リモコン側のリモコン 
モードを本体側で設定した[リモコンモード]に合わ 
せて < ださい。 

リモコンの設定をお買い上げ時の設定に戻 
ずには 

リモコンのふたを開け(時間表示)を巧しなびら、 Tg \ 
© の順番で3つのボタンを同時に巧す。 

4つの操作機器切換用ボタンびすべて点打します。 

手を離してランプび消打すれば設定び戻ります。 


接続•設定ずる 


「 IJ モコン側の IJ モコンモードを変更するには」の手順2と3で W 秒似内 
に操作を始めなかったときは、手順1からやり直してください。 
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HDMI 機器制御機おを利用ずる 

HDMI 機器制御対応のソニー製テレビと本機を HDMI ケーブル(別売り）でつなぐと、それぞれの機器間で連動 
した操作びできるよラになります。 


1本機とテレビを HDMI ケーブルでつなぐ。 

接続ち法について詳しくは、「[準備 3] テレビをつな 
ぐ」 （22 ページ)をご覧ください。 

2 つないだ機器で HDMI 機器制御の設定をする。 

手順 1 で H DMI 機器制御設定連動に対応しているソ 
ニー製テレビにつないだ場合は、本機の電源を入れ 
てからテレビの HDMI 機器制御設定を有効にして 
ください。テレビの HDMI 機器制御を有効にすると、 
本機の HDMI 機器制御設定わ自動的に[入]になり 
ます。 

本機側の設定については[本体設定]の [ HDMI 機器 
制御](「操作編」の「本機の設定を変更する」）をご覧 
ください。 

テレビ側の設定については、お使いのテレビの取扱 
説明書をご覧ください。 


HDMI 機器制御について 


HDMI 機器制御とは 

HDMI 機器制御は、 HDMI で規格化されている 
HDMI CEC (し onsumer Electronics し ontrol ) を 
使った機器間相互制御の機能です。 

ソニーの HDMI 機器制御対応のテレビや AV アンプ 
などを HDMI ケーブルでつなぐと、それぞれの機器 
間で連動した操作びでさるようになります。 

HDMI 機器制御機能を巧うには 

つなぐテレビや AV アンプも H DM I 機器制御対応であ 
る必要びあります。対応していない AV アンプを使 
用すると H DM I 機器制御機能び誤動作することがあ 
ります。それぞれの対象機器で、正しい接続•設定 
をおこなって < ださい。 

巧な機器をつなぐ 

HDMI ケーブルでつなざます。接続には HDMI □ゴ 
びついているをのをお使いください。 

ブラビアリンク対応機器についての情報は aU 下の 
ホームぺージをご覧ください。 
http :// www . sonv . co . jp / bravia / support / 


ご注意 


まに、 HDMI し El (し onsumer Electron に S 

Control ) に準拠している一部の他社製テレビで動作 

します。（ただし、保証するをのではありません） 

HDMI 機器制御ででまること 

•テレビの電源をテレビリモコンの電源ボタンで切 
ると、連動して本機の電源を切ることびでさます 
(本機で録画中などのとさは、電源は切れません)。 
ただし、本機の電源を切つてを、テレビの電源は切 
れません。 

• 本機で1^|下のボタンを押すと、テレビの電源び自 

動的に入り、テレビの入力び本機をつないでいる 

入力に自動的に切り換わります。 

-電源 
■ホーム 
一見る 
-予約する 
一再生 
一番組表 

•テレビのホームメニューの外部入力から本機を選 
ぶと本機の電源び入りテレビの入力び切り換わり 
ます。 

•テレビ CH 設定連動機能に対応したテレビをつな 
いでいる場合、テレビのチャンネ j レ設定をそのま 
ま本機のチャンネル設定に反映できます。詳しく 
は、40ページをご覧ください。 

• ブラビアリンクに対応したテレビをつないでいる 
場合、テレビリモコンをつかつて本機の基本的な 
操作びでさます。詳しくはテレビの取扱説明書を 
ご覧ください。 

• オートジャンルセレクター機能に対応した AV アン 
プをつないでいる場合、最適なヴウンドフイール 
ドを自動的に選びます。詳しくは AV アンプの取扱 
説明書をご覧ください。 

• <ブラビア > につないでいる場合、テレビの電源 
状態に同期して本機の起動時間を短縮することび 
できます。詳しくは[本体設赶の [ HDMI 機器制御 
高速連動]の設定 （ 「操作編」の「本機の設定を変更 
する」）をご覧ください。 


接続•設定ずる 


録画機器は3台まで HDMI 機器制御でさます。 

156 



ブラビアのリモコンで本機を簡をに操作 

ずる（ブラビア!；ンク） 


ブラビアリンクとは 


「ブラビアリンク」は、 HDMI ケーブルでさまざまな機器をつなぎ、 HDMI ケーブルのコント□—ル信号 （HDMI 
CEO を使用して、くブラビア > のリモコンで連動操作びできるソニー商品の機能名称です。 




ブラビア U ンクに巧応している機器 



リンクメニュー対応 


左の□ゴび表記されている機器で、ブ 
ラビアリンクを使えます。 


ブラビアリンク対応機器についての情漸よ au 下の 
ホームページをご覧ください。 
http :// www . sony . jp / bravialink / 


ブラビアリンクに対応していない機器 

ブラビアリンク □ ゴび表記されていない機器では、 
ブラビアリンクは使えません。また、他社製品とつ 
ないだとさの動作は保証でさません。 


:録画した映像(タイトル)を一覧で表示。タイトルを選 
ぶと再生開始します。 

タイトルはテレビのマルチリモ]ンの♦ぃ■►と©で 
選びます。 

:録画予約画面を表示。操作はテレビのマルチ IJ モコン 
の♦ぃ*と@で行います。 

:テレビのデジタル放送を見ているとをに押すと、見てい 
る番組を録画します(地上アナ□グ放送は録画でさませ 
ん)。 

HBfga :本機で映像(タイトル)を見ているときに押すと、操作メ 
ニューび表示されます。操作はテレビのマルチリモコ 
ンの♦一 ■►と@で行います。 

テレビを見ているとさに押すと、テレビにつないだブラ 
ビアリンク対応機器一覧を表示します。一覧の中から 
本機を選ぶと、テレビの入力び切り換わり、本機の電源 
び入ります。 


その他にでまること 


ブラビア U ンクででまること 


<ブラビア >付属のマルチリモコンのち記ボタンを 
押すだけで、簡単に連動操作でさます。 マルチリモ 

コンか5録画予約する場合に、^ (番組表)を押して 
番組を選んで録画予約しても録画されない場合びあ 
りまず。必ず® 1D か5行ってください。 


本機で再生などの操作を行うと、テレビの電源び入 
り、入力び自動的に切り換わります。 

テレビの電源と本機の電源は、連動して切ることび 
でさます(録画中などのとさは、電源は切れません)。 


クちょっと一言 

本機とくブラビア>とシアタースタンドシステムを組み合わせてつなぐ 
と、より迫力のあるサラウンド音声を楽しめます。本機をシアタースタン 
ドシステムにつないだとさは、シアタースタンドシステムとテレビを、 
HDMI ケーブルと光デジタル接続ケーブルでつないでください。 


ごを意 


U モコンの使いちについて詳しくは、テレビの取扱説明書をご覧くださ 
い。 

巧のページにつづ <嗦 

57 























ブラビアリンクを利用するための準備 


UHDMI ケーブルをつなぐ 
且 HDMI 機器制御の設定をする 
且テレビのリモコンに登録する 

Q HDMI ケーブルをつなぐ 

本機とテレビを HDMI ケーブルでつないでください。 
HDMI ケーブルを使った接続ち法については、「[準 
備 3] テレビをつなぐ」 （22 ページ)をご覧ください。 

且 HDMI 機器制御の設定をずる 

接続び完了したら、テレビの HDMI 機器制御の設定 
を行います。 

1本機の電源を入れる。 

手順21^ソ降は、テレビに付属の IJ モコンを使って操作して 
<ださい。 

2テレビ側で HDMI 機器制御の設定を行う。 

この設定はテレビの U モコンを使って行ってください。 

テレビの HDMI 機器制御の設定について詳しくは、お使い 
のテレビの取扱説明書をご覧<ださい。 

テレビ側で HDMI 機器制御の設定を行うと、本機の設定も 
自動的に[入]になります。 

回 テレビのリモコンに登録する 

プラビア U ンクを利用するには、テレビの IJ モコンに 
本機を登録する必要びあります。お使いのテレビの 
リモコンによってリモコンの登録ち法び異なります。 


マルチリモコンに登録する 


「ブラビアリンクを利用するための準備」の II と且を 
行う 

必ず上記の設定び終わつてからマルチ IJ モコンの登録をし 
て < ださい。 

本機の電源を切る。 


3 本機の電源を入れる。 

本機の表示窓に 「PLEASE WAIT 」 や 「 LOAD 」 び表おさ 
れます。これらの表示び消え、完全に本機び起動して 
から、このあとのリモコンの登録を行ってください。 
また、このあとの登録手順は、テレビのマルチリモコ 
ンを本機と 30 cm 程度まで近づけて操作してくださ 
い。 

本機の電源を入れてから 5 分じ(内に登録してください。 



’登録ずるときは本機にマルチリモ 
コンを近づけて操作してください 
’本機の電源を入れてか55分 W 内に 
登録してください 


4 マルチリモコンのふたを開け(①)、胃を巧しなび 
5 ( ③)、^煩る)を巧し続ける(⑥)。 



③巧ず 


⑤巧しなび5 


①ふたを開ける 


^ ⑤③を巧し続ける 


録画機器ボタンび早く点滅した5指を離ず 


ち器/_ :録ち r _ パッパッパッパッ. 


，口、 

/ I \ 


クちょっと一言 

登録するとさは機器に近づけてください。 


マルチ U モコンの登録びうまくいかない場合は、[本体設定]の [HDMI 
機器制御](「操作編」の「本機の設定を変更する」）の設定び[入]になっ 
ているかご確認ください。[切]にすると、ブラビア U ンクやテレビに付 
属のマ>1レチ IJ モコンび利用でさなくなります。 

驗定初期化]の[お買い上げ時の状態に設赶（「操作編」の「本機の設定 
を変更する」）で、[本体設定]または[すべての設定の内容]を選ぶと、 
[ HDMI 機器制御]の設定び[切]に戻り、ブラビア IJ ンクやテレビに付属 
のマルチ IJ モコンび利用できなくなります。をう一度「ブラビア U ン 
クを利用するための準備」を行ってください。 
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5 数字ボタンの〇を巧す。 



録画機器ボタンび点な 

\ I / 

\麵機器/ „ 

- 1 —I -ノ、ッ 


5 ® を}甲す 



(SD 1 I TSf て — I わ(因て ■ 
巧 S R 日巧 


■ Iq ] [ q 1- 


o 

正しく登録されたとき 

録画機器ボタンび2回点滅して消な 


\麵機器/ \麵機器/ 麵機器 

-/ 口、- -/ 口、-パッパッ ロフツ 


登録されなかったとを 
録画機器ボタンび点なし続ける 


\麵機器/ 

-/ 口、-ルツ 


登録されなかつたとをは、 

もう一度©を巧してください 


ごま意 


• U モコンの使い方について詳しくは、テレビの取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

• テレビの U モコンの電池を取り出したり、交換したりすると、設定した 
内容や登録した U モコンモードび消えることびあります。その場合は、 
をう一度設定し直してください。 


マルチリモコンの登録を確認ずるには 

S を押して、ボタンび点巧したら正しく登録でさ 
ています。正しく登録されると、本機を操作でさます。 

操作でをないとまは 

本機の電源を入れてから 5分 経過してしまった可能 
性びあります。いったん本機の電源を切り、「且テ 
レビのリモコンに登録する」 一 r マルチリモコンに登 
録する」の手順 1 から登録し直してください。 

マルチリモコンのボタンを押して本機前面の表示窓 
に 「 BD 1」、 rBD 2」、「 BD 3」 のいずれかび表示されたと 
きは、マルチリモコン側のリモコンモードと本機の 
本体側に設定されているリモコンモードび異なって 
いる可能性びあります。「マルチリモコン側の IJ モコ 
ンモードを変更するには」をご覧になり、マルチリモ 
コンのリモコンモードを変更して下さい。 

マルチリモコン側のリモコンモードを変更 
ずるには 

しなび5、本機の本体側のリモコンモードに対応 
した数字ボタンを巧し続ける。 

確定すると、録画機器ボタンび2回点滅します。 


本機の本体側の U モコンモード 

数字ボタン 

BD 1 

〇 

BD 2 

〇 

BD 3 (お買い上げ時の設定） 

e 
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本機で r 見て録 J を利用ずるとをのご注意 

• 地上アナ□グ放送には対応していません。 

• 地上デジタル放送のラジオ放送やデータ放送には対応していません。 

• 「力ードエラー」と表示されたときは B - CAS 力ードび正しく挿入されて 
いるか確認してください。 

•コピー制御信号により録画でさない番組や本機で受信でさない番組、 

未購入の番組、視聴年齢制限を越えた番組では利用でさません。 

• 本機の HDD に録画した映像(タイトル)び498似上あるときは利用でき 
ません。 HDD に録画したタイトルを削除してから利用してください。 

• 「見て録」開始時に本機の HDD の残量を算出します。 HDD の残量び不 
足しているとさは「見て録」を開始でさません。 HDD に録画したタイト 
ルを削除してください。 

• 本機の録画予約と「見て録」び重複した場合、「見て録」は実行されませ 
ん。「見て録」を実行したいとさは重複している録画予約を取り消して 
<ださい。 

• 「見て録」はテレビのチューナーでテレビ番組を見ているとさに、利用 
でさます。 

• 番組情報び取得でさない場合、利用でさません。アンテナの接続を確 
認してください。 

• 本機の似下の機能を利用しているとさは、利用でさません。 

-録画中のとき （ BDZ - X 100/ BDZ - X 95/ BDZ - L 95/ BDZ - T 75/ 
BDZ - A 950/ BDZ - A 750 は「録画1」で録画中のとき） 

ーダビング中のとさ 

-おでかけ/おかえり転送中のとき （ BDZ - X 1 00/ BDZ - X 95 / 
BDZ - A %0/ BDZ - A 750 のみ） 

- HDV/DV ダビング中のとき （ BDZ - X 100/ BDZ - X 95/ BDZ - L 95/ 
BDZ - L 55/ BDZ - A 950/ BDZ - A 750 のみ） 

- x-Pict Story HD 作成中のとき （ BDZ-Xl 00/ BDZ - X 95/ BDZ - L 95/ 
BDZ - L 55/ BDZ - A 950/ BDZ - A 750 のみ） 

- x-ScrapBook 書き出し中のとき （ BDZ - X 100/ BDZ - X 95/ BDZ - L 95 / 
BDZ - L 55/ BDZ - A 950/ BDZ - A 750 のみ） 

一まるごとディスクコピーの書さ込みを利用中のとさ 
• 本機の似下の機能を利用しているとさ「見て録」を行ラと、利用中の機 
能は停止します。 

一まるごとディスクコピーの読み込み 
ータイトルの再生 
ータイトルの編集 

• 「見て録」中に番組情報び変化しても、番組を追跡することはでさませ 
ん/。 

• 「見て録」は本機の録画停止ボタンでを停止でさます。 

• x - PictSto「y HD や x - Sc 「 apBook 再生中に「見て録」を押すと、 x-Pict 
Story HD や乂-5(：「3が〇〇1<の再生び停止します巧07-乂100/ 
BDZ - X 95/ BDZ - L 95/ BDZ - L 55/ BDZ - A %0/ BDZ - A 750 のみ)。 

• 「見て録」を開始した時点で、番組の残り時間び3分似下の場合は、「見て 
録」の終了時間は次の番組の終了時間になります。 


下の機種をお使いのとさは次の手順でテレビのリ 
モコンに本機を登録してください。 

く ブラビア > KDL -32 J 5/ KDL -26 J 5/ KDL -22 J 5 / 
KDL -19 J 5/ KDL -26 J 1 / KDL -20 J 1 / KDL -46 V 3000/ 
KDL -40 V 3000 

1テレビのリモコンのふたを開け(①)を先に巧し 
なび 5( ③)、^個面表示)を巧す(⑥)。 


⑤巧しなび5 
①ふたを開ける 


本機の本体側で設定したリモコンモードに対応する、 
テレビのリモコンのリモコンモード (3 巧)を数字ボタ 


ンを使って入力する。 

本機の本体側のリモコン 

手順2で入力ずるテレビの 

モード 

y モコンの U モコンモード 

BD 1 

101 

BD 2 

102 

BD 3 (お買い上げ時の設定） 

103 


お買い上げ時の本機の IJ モコンモードの設定は rBD 3 J 
です。本機の IJ モコンモードを変更していないとさは 
「103」を入力してください。 

0を入力するとさはり线を押してください。 rio 3 j と入力 
するときは、リモコンの®、@を順番に押してく 
ださい。 

リモコンモードの入力び完了すると、テレビの IJ モコンの 
録画機器ボタンび点打します。 

© を巧す。 

正しく登録されたとさは、録画機器ボタンび2回点滅して 
消打します。 

登録されなかったとさは、録画機器ボタンび5回点滅しま 
す。手順1からもう一度やり直してください。 


詳しくは、テレビの取扱説明書をご覧ください。 
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ソフトウエア等に関ずる重要なお巧5せ 


この度は弊社製品下 r 本製品」）をお買い上げいただをあ 
りびとラございます。 

本製品のご使用を開始される前に必ず、本製品に含まれる 
ソフトウエア等に関するこのお知らせをお読みください。 
お客様による本製品の使用開始をちって、このお知らせの 
内容をご確認の上、ご同意いただけたちのとさせていただ 
さます。 



そ 

の 

他 


ソフトウ I ア巧用許諾契約書 

本製品に含まれるソフトウェア(む下 r 許諾ソフトウェア」 
とします）につきまして、下記のソフトウェア使用許諾契約 
書をお読みください。 

なお、本製品には GNU General Public License または 
GNU Lesser General Public License の適用を受けるソ 
フトウェアび含まれていまずび、かかるソフトウェアは r 許 
諾ソフトウェア」には含まれず、下記ソフトウェア使用許諾 
契約書の巧象とはなりませんのでごを意ください 。 GNU 
GPL / LGPL 適用ソフトウェアの使用許諾条件については、 
「GNU GPL / LGPL 適用ソフトウェアに関するお知5せ」を 
ご覧ください。 

また、同滿こ、本製品には rOpenSSL (「Original 
SSLeay 」 ライブラリを含む)」および rNetBSD 」、 rjPEG 」、 
rfdlibmJJRoot Ce け ificate 」 び含まれていますび、下記 
ソフトウェア使用許諾契約書と、各ソフトウェアに関する 
r お知5せ」に記載されておりますソフトウェアの使用許諾 
条件に矛盾又は融麗びある場合には、き r お知5せ」にかか 
るソフトウェアの箭囲において、き r お知5せ」に記載され 
ております使用許諾条件が優先いたします。 


ソフトウェアほ用 許諾契約書 

本契約は、お客様(1；(下 r 使用者」とします）と弊社〇；!下 
r ソニー」とします）との間での許諾ソフトウェアの使用許 
諾に関する条件を規定しております。 

第1菜(総則） 

許諾ソフトウ X アは、日本国内外の著作権法並びに著作者 
の権利およびこれに隣接する権利に関する諸条約その他知 
的財産権に関する法律によって保護されています。許諾ソ 
フトウェアは、本契約の条件に従いソニーから使用者に巧 
しての使用許諾されるちので、許諾ソフトウェアの著作権 
等の知的財産権は使用者に移転いたしません。 

第2菜(使用権） 

1.ソニーは、許諾ソフトウェアの日本国内における非独占 
的な使用権を使用者に許諾します。 

2 .本契約によって生ずる許諾ソフトウェアの使用権とは、 

本製品上においてのみ、使用者び許諾ソフトウェアを使 
用する権利をいいます。 

3 .許諾ソフトウェアの使用は私的範囲に限定されるちの 

とし、許諾ソフトウェアを営利目的を含むいかなる目的 
でち貸与または頒なする事はでさません。 

第3菜(許諾条件） 

1 . 使用者は、許諾ソフ h ウェアを取扱説明書に記載の使用 
方法に沿って使用するちのとします。 

2. 使用者は、許諾ソフトウェアおよび関連書類等の一部ま 
たは全部を複製、複写ちしくは修正、追加等の改変をし 
てはならないちのとします。 

3. 使用者は、許諾ソフトウェアおよび関連書類等を曰本国 
外に輸出、移送をしてはならないちのとします。 

4. 使用者は、許諾ソフトウェアに関し U ノ（ースエンジニア 
U ング、逆アセンブル、逆コンパイル等のソースコード 
解析作業を行ってはならないちのとします。 

5. 使用者は、許諾ソフトウェアの一部を許諾ソフトウェア 
から切り離して単独のソフトウェアとして使用しては 
ならないちのとします。 

6. 使用者は、許諾ソフトウェアおよび関連書類等を再使用 
許諾、貸与または U —スその他の方法で第王者に使用さ 
せてはならないちのとします。 

7. 使用者は、許諾ソフトウェアおよび関連書類等を使用し 
て、ソニーを含む第王者の著作権、特許権その他の知的 
財産権を侵害するよラな行為を行ってはならないちの 
とします。 
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8. 使用者は、許諾ソフトウェアおよび関連書類の著作権ち 
しくは商標にかかる表示等の一部または全部を除去、変 
要、追加してはならないちのとします。 

9. 使用者は、本製品と共に許諾ソフトウェアの一切(全て 
の構成部分、マニュアルなどの関連書類、電子文書およ 
び本契約書を含みます)を譲受人に譲渡し、かつ当該譲 
受人び本契約の全条項に同意することを条件とし、許諾 
ソフトウェアおよび前条に規定するその使用権を第王 
者に譲ミ度することび出来るちのとします。なお、許諾ソ 
フトウェアの一切び譲受人に譲渡され、かつ当該譲受人 
び本契約の全条項に同意した時点をちって、当該譲受人 
とソニーとの間で本契約の内容を条件とする契約び成 
立し、かつ、元の使用者とソニーとの間での本契約は解 
除されるちのとします。 

第4菜(許諾ソフトウェアの権利） 

許諾ソフトウェアおよびその関連書類に関する著作権等一 
切の権利は、ソニーまたはソニーび許諾ソフトウェアの再 
許諾権を許諾された原権利者(な下原権利者とします)に帰 
属するちのとし、使用者は許諾ソフトウェアおよびその関 
連書類に関して本契約に基づさ許諾された使用権1；(外の権 
利を有しないちのとします。 

第5菜(ソニーおよび原権利者の免責） 

ソニーおよび原権利割ま、許諾ソフトウェアについて何等 
の保証を行ラちのではな <、使用者び本契約に基づを許諾 
された使用権を行使することにより生じた使用者ちしくは 
第王者の損害に関していかなる責任ち負わないちのとしま 
す。但し、これを制限する別途法律の定めびある場合はこ 
の限りではありません。 

第6菜(第王者に対する責任） 

使用者び許諾ソフトウェアを使用することにより、第王者 
との間で著作権、特許権その他の知的財産権の侵害を理由 
として紛争を生じたとさは、使用者自身び自らの費用で解 
ミ夫するちのとし、 ソニー および原権利者に一切の迷惑をか 
けないちのとします。 

第7菜(自動アップデート） 

1 . 許諾ソフトウェアにはソニーまたはソニーの指定する 
第兰者のサーバーに本製品を接続した際に許諾ソフト 
ウェアび自動的にアップデートされる機能を有するも 
のびあります。使用者び、この自動アップデートの機能 
を用いない旨設定した場合、または、アップデートをす 
るか否かを問わせる設定にした場合で且つ使用者び 
アップデートの実行を拒否した場合、使用者による許諾 
ソフトウェアの使用に関してソニーは何等の責任を負 
わないちのとします。 

2. 使用者は、前項に従い自動アップデートの機能を有効に 
した場合、 （A) 許諾ソフトウェアのセキュ U ティ機能の 
向上、エラーの修正、アッ フデー ト機能の向上等の目的 
で許諾ソフトウェアび適宜自動的にアップデートされ 
ること、および (B) 当該許諾ソフトウェアのアップデー 
卜に伴い、許諾ソフトウェアの機能び追加、変更または 
削除されることびあることに同意するちのとします。 

第8菜(秘密保持） 

使用者は、本契約により提供される許諾ソフトウェア、その 
関連書類等の情報および本契約の内容のラち公然と知られ 
ていないものについて秘密を保持するものとし、 ソニーの 
承諾を得ることなく第王者に開示または漏ミ曳しないちのと 
します。 

第9菜(契約の解除） 

ソニーは、使用者において次の各号の一に該当する事由び 
あるときは、直ちに本契約を解除し、またはそれによって 
蒙った損害の賠償を使用者に巧し請までさるちのとします。 
り）本契約に定める菜頂に違反したとさ 
(2) 差巧、仮差押、仮処分その他強制執行の申立を受けた 
とさ 

第10菜(許諾ソフトウェアの廃棄） 

前条の規定により本契約び終了した場合、使用者は契約の 
終了した曰から2週間内に許諾ソフトウェア、関連書類お 
よびその複製物を廃棄するちのとします。ソニーび要ホし 


た場合、使用者は許諾ソフトウェア、関連書類およびその複 
製物を廃棄した旨を証明する文書をソニーに差し入れする 
ちのとします。 

第11菜(許諾ソフトウェアの更新） 

1. 使用者び、ネットワークからのダウン□ー ド(第7桑に定 
める自動アップデートを含む)あるいはソニーび提供ま 
たは販売する更新用 CD により許諾ソフトウェアの更新 
を行う場合、更新後のソフトウェアについてち本契約び 
適用されるちのとします。ただし、ソニーより別の契約 
条件び提示される場合はこの限りではありません。なお、 
使用者は、更新用 CD を許諾ソフトウェアの更新な外の 
目的で使用しないちのとします。 

2. 前項に定める更新を行った結果、本製品に何らかの不都 
合び生じた場合には、ソニーの相談窓口へお問い合わせ 
ください (> 裏表紙)。 

第12菜(その他） 

1 . 本契約の一部び法律によって無効となった場合でち、当 
該条項な外は有効に存続するちのとします。 

2. 本契約に定めなき事項もしくは本契約の解釈に疑義を 
生じた場合には、ソニー、使用者は誠意をもって協議し、 
解みするちのとします。 

GNU GPL/LGPL 適用ソフトウ 
ェアに関するお知 S せ 

本製品には、な下の GNU General Public License 似下 
に PU とします)または GNU Lesser General Public 
License 似下 「LGPU とします)の適用を受けるソフトウェ 
アび含まれております。 

お客様は添付の GPL/LGPL の条件に従いこれらのソフト 
ウェアの ソースコー ドの入手、改変、再配布の権利びあるこ 
とをお知らせいたします。 

パ ッケー ジリ スト 

linux - kernel . tar.gz 

pump 

Irzsz 

busybox 

gcc 

glibc 

dosfstools 

Izo 

mkcramfs 

hostname 

scfs 

libptp 

libusb 

procps 

e 2 fsprogs 

coreutils 

これらのソースコードは、 Web でご提供しております。 
ダウン□-ドする際には、な下の URL にアクセスしてくだ 
さい。 

http://www.sony.net/Products/Linux 

なお、ソースコードの中身についてのお問い合わせはご遠 

慮ください。 

OT、GNU GENERAL PUBLIC LICENSE の原文を記載し 
ます。 


GNU GENERAL PUBLIC 
LICENSE 

Version 2, June 1991 

Copyright に） 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301, USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies 
of this license document, but changing it is not allowed. 


Preamble 

The Licenses for most software are designed to take away your 
freedom to share and change it. By contrast, the GNU General 
Public License is intended to guarantee your freedom to share 
and change free software-to make sure the software is free 
for all its users.This General Public License applies to most of 
the Free Software Foundation's software and to any other 
program whose authors commit to using it. (Some other Free 
Software Foundation software is covered by the GNU Lesser 
General Public License instead.) You can apply it to your 
programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, 
not price. Our General Public Licenses are designed to make 
sure that you have the freedom to distribute copies of free 
software (and charge for this service if you wish), that you 
receive source code or can get it if you want it, that you can 
change the software or use pieces of it in new free programs; 
and that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid 
anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the 
rights.These restrictions translate to certain responsibilities for 
you if you distribute copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, 
whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the 
rights that you have. You must make sure that they, too, 
receive or can get the source code. And you must show them 
these terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright the 
software, and (2) offer you this license which gives you legal 
permission to copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make 
certain that everyone understands that there is no warranty 
for this free software. If the software is modified by someone 
else and passed on, we want its recipients to know that what 
they have is not the original, so that any problems introduced 
by others will not reflect on the original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software 
patents. We wish to avoid the danger that redistributors of a 
free program will individually obtain patent licenses, in effect 
making the program proprietary. To prevent this, we have 
made it clear that any patent must be licensed for everyone's 
free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and 
modification follow. 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION 
AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other work which 
contains a notice placed by the copyright holder saying 
it may be distributed under the terms of this General 
Public License. The "Program", below, refers to any such 
program or work, and a "work based on the Program" 
means either the Program or any derivative work under 
copyright law: that is to say, a work containing the 
Program or a portion of it, either verbatim or with 
modifications and/or translated into another language. 
(Hereinafter, translation is included without limitation in 
the term "modification".) Each licensee is addressed as 
"you". 

Activities other than copying, distribution and modification 
are not covered by this License; they are outside its scope.The 
act of running the Program is not restricted, and the output 
from the Program is covered only if its contents constitute a 
work based on the Program (independent of having been 
made by running the Program). Whether that is true depends 
on what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the 
Program's source code as you receive it, in any medium, 
provided that you conspicuously and appropriately 
publish on each copy an appropriate copyright notice 
and disclaimer of warranty; keep intact all the notices 
that refer to this License and to the absence of any 
warranty; and give any other recipients of the Program a 
copy of this License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a 
copy, and you may at your option offer warranty protection in 
exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or 
any portion of it, thus forming a work based on the 
Program, and copy and distribute such modifications or 
work under the terms of Section 1 above, provided that 
you also meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent 
notices stating that you changed the files and the date 
of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, 


that in whole or in part contains or is derived from the 
Program or any part thereof, to be licensed as a whole at 
no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

c) If the modified program normally reads commands 

interactively when run, you must cause it, when started 
running for such interactive use in the most ordinary 
way, to print or display an announcement including an 
appropriate copyright notice and a notice that there is 
no warranty (or else, saying that you provide a warranty) 
and that users may redistribute the program under these 
conditions, and telling the user how to view a copy of 
this License. (Exception: if the Program itself is interactive 
but does not normally print such an announcement, 
your work based on the Program is not required to print 
an announcement.) 

These requirements apply to the mocHfied work as a whole. If 
identifiable sections of that work are not derived from the 
Program, and can be reasonably considered independent and 
separate works in themselves, then this License, and its terms, 
do not apply to those sections when you distribute them as 
separate works. But when you distribute the same sections as 
part of a whole which is a work based on the Program, the 
distribution of the whole must be on the terms of this License, 
whose permissions for other licensees extend to the entire 
whole, and thus to each and every part regardless of who 
wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or 
contest your rights to work written entirely by you; rather, the 
intent is to exercise the right to control the distribution of 
derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on 
the Program with the Program (or with a work based on the 
Program) on a volume of a storage or distribution medium 
does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work 
based on it, under Section 2) in object code or 
executable form under the terms of Sections 1 and 2 
above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding 
machine-readable source code, which must be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 above 
on a medium customarily used for software interchange; 
or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three 
years, to give any third party, for a charge no more than 
your cost of physically performing source distribution, a 
complete machine-readable copy of the corresponding 
source code, to be distributed under the terms of 
Sections 1 and 2 above on a medium customarily used 
for software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to 
the offer to distribute corresponding source code. (This 
alternative is allowed only for noncommercial 
distribution and only if you received the program in 
object code or executable form with such an offer, in 
accord with Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form of the 
work for making modifications to it. For an executable work, 
complete source code means all the source code for all 
modules it contains, plus any associated interface definition 
files, plus the scripts used to control compilation and 
installation of the executable. However, as a special exception, 
the source code distributed need not include anything that is 
normally distributed (in either source or binary form) with the 
major components (compiler, kernel, and so on) of the 
operating system on which the executable runs, unless that 
component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering 
access to copy from a designated place, then offering 
equivalent access to copy the source code from the same 
place counts as distribution of the source code, even though 
third parties are not compelled to copy the source along with 
the object code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the 
Program except as expressly provided under this License. 
Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense or 
distribute the Program is void, and will automatically 
terminate your rights under this License. However, 
parties who have received copies, or rights, from you 
under this License will not have their licenses terminated 
so long as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you 
have not signed it. However, nothing else grants you 
permission to modify or distribute the Program or its 
derivative works.These actions are prohibited by law if 
you do not accept this License. Therefore, by modifying 


or distributing the Program (or any work based on the 
Program), you indicate your acceptance of this License 
to do so, and all its terms and conditions for copying, 
distributing or modifying the Program or works based on 
it. 


6. Each time you redistribute the Program (or any work 
based on the Program), the recipient automatically 
receives a license from the original licensor to copy, 
distribute or modify the Program subject to these terms 
and conditions. You may not impose any further 
restrictions on the recipients' exercise of the rights 
granted herein. You are not responsible for enforcing 
compliance by third parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of 
patent infringement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you 
(whether by court order, agreement or otherwise) that 
contradict the conditions of this License, they do not 
excuse you from the conditions of this License. If you 
cannot distribute so as to satisfy simultaneously your 
obligations under this License and any other pertinent 
obligations, then as a consequence you may not 
distribute the Program at all. For example, if a patent 
license would not permit royalty-free redistribution of 
the Program by all those who receive copies directly or 
indirectly through you, then the only way you could 
satisfy both it and this License would be to refrain 
entirely from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable 
under any particular circumstance, the balance of the section 
is intended to apply and the section as a whole is intended to 
apply in other circumstances. 



It is not the purpose of this section to induce you to infringe 
any patents or other property right claims or to contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of 
protecting the integrity of the free software distribution 
system, which is implemented by public license practices. 
Many people have made generous contributions to the wide 
range of software distributed through that system in reliance 
on consistent application of that system; it is up to the author/ 
donor to decide if he or she is willing to distribute software 
through any other system and a licensee cannot impose that 
choice. 


This section is intended to make thoroughly clear what is 
believed to be a consequence of the rest of this License. 


8. If the distribution and/or use of the Program is restricted 
in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the 
Program under this License may add an explicit 
geographical distribution limitation excluding those 
countries, so that distribution is permitted only in or 
among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the 
body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/ 
or new versions of the General Public License from time 
to time. Such new versions will be similar in spirit to the 
present version, but may differ in detail to address new 
problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the 
Program specifies a version number of this License which 
applies to it and "any later version", you have the option of 
following the terms and conditions either of that version or of 
any later version published by the Free Software Foundation. If 
the Program does not specify a version number of this License, 
you may choose any version ever published by the Free 
Software Foundation. 


10. If you wish to incorporate parts of the Program into 
other free programs whose distribution conditions are 
different, write to the author to ask for permission. For 
software which is copyrighted by the Free Software 
Foundation, write to the Free Software Foundation; we 
sometimes make exceptions for this. Our decision will be 
guided by the two goals of preserving the free status of 
all derivatives of our free software and of promoting the 
sharing and reuse of software generally. 


NO WARRANTY 

11.BECAUSETHE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, 
THERE IS NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, TO THE 
EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN 
饥 HERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE 
PROGRAM "AS IS" WtHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EtHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT 
LIMtEDTOiTHE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
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PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND 
PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD 
THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE 
COST OF ALL NECESSARY SERV に ING, REPAIR OR 
CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR 
AGREEDTO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, 
OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 
REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE 
LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY 
GENERA し SPECIAL INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITYTO 
USETHE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO 
LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE 
OR LOSSES SUSTAINED BY YOU ORTH 旧 D PARTIES ORA 
FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WtH ANY OTHER 
PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY 
HAS BEEN ADVISED OF THE POSS 旧 lUTY OF SUCH 
DAMAGES. 

© END OF TERMS AND 

他 CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the 
greatest possible use to the public, the best way to achieve 
this is to make it free software which everyone can redistribute 
and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is 
safest to attach them to the start of each source file to most 
effectively convey the exclusion of warranty; and each file 
should have at least the "copyright" line and a pointer to 
where the full notice is found. 

<one line to give the program's name and an idea of what it 
does .〉 

Copyright に） <year> <name of author> 

This program is free software; you can redistribute it and/or 
modify it under the terms of the GNU General Public License 
as published by the Free Software Foundation; either version 2 
of the License, or (at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, 
but WtHOUT ANY WARRANTY; without even the implied 
warranty of MERCHANTABILITY or 円 TNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. See the GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public 
License along with this program; if not, write to the Free 
Software Foundation, Inc., 59Temple Place - Suite 330, Boston, 
MA 02111-1307, USA. 

Also add information on how to contact you by electronic and 
paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like 
this when it starts in an interactive mode: 

Gnomovision version 69, Copyright に） year name of author 
Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for 
details 

type 'show w'. This is free software, and you are welcome to 
redistribute it under certain conditions; type 'show c' for 
details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should 
show the appropriate parts of the General Public License. Of 
course, the commands you use may be called something 
other than 'show w' and 'show c'; they could even be 
mouse-clicks or menu items-whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a 
programmer) or your school, if any, to sign a "copyright 
disclaimer" for the program, if necessary. Here is a sample; alter 
the names: 

Yoyodyne, Inc, hereby disclaims all copyright 
interest in the program 'Gnomovision' 

(which makes passes at compilers) written 
by James Hacker. 

〈signature ofTy Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating 
your program into proprietary programs. If your program is a 
subroutine library, you may consider it more useful to permit 
linking proprietary applications with the library. If this is what 
you want to do, use the GNU Lesser General Public License 
instead of this License. 


GNU LESSER GENERAL 
PUBLIC LICENSE 

Version 2.1, February 1999 

Copyright に） 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 

51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies 
of this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also 
counts as the successor of the GNU Library Public License, 
version 2, hence the version number 2.1.] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your 
freedom to share and change it. By contrast, the GNU General 
Public Licenses are intended to guarantee your freedom to 
share and change free software-to make sure the software is 
free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some 
specially designated software packages-typically libraries-of 
the Free Software Foundation and other authors who decide 
to use it. You can use it too, but we suggest you first think 
carefully about whether this license or the ordinary General 
Public License is the better strategy to use in any particular 
case, based on the explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom 
of use, not price. Our General Public Licenses are designed to 
make sure that you have the freedom to distribute copies of 
free software (and charge for this service if you wish); that you 
receive source code or can get it if you want it; that you can 
change the software and use pieces of it in new free programs; 
and that you are informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid 
distributors to deny you these rights or to ask you to surrender 
these rights. These restrictions translate to certain 
responsibilities for you if you distribute copies of the library or 
if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether 
gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights 
that we gave you. You must make sure that they, too, receive 
or can get the source code. If you link other code with the 
library, you must provide complete object files to the 
recipients, so that they can relink them with the library after 
making changes to the library and recompiling it. And you 
must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we 
copyright the library, and (2) we offer you this license, which 
gives you legal permission to copy, distribute and/or modify 
the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that 
there is no warranty for the free library. Also, if the library is 
modified by someone else and passed on, the recipients 
should know that what they have is not the original version, so 
that the original author's reputation will not be affected by 
problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the 
existence of any free program. We wish to make sure that a 
company cannot effectively restrict the users of a free program 
by obtaining a restrictive license from a patent holder. 
Therefore, we insist that any patent license obtained for a 
version of the library must be consistent with the full freedom 
of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the 
ordinary GNU General Public License. This license, the GNU 
Lesser General Public License, applies to certain designated 
libraries, and is quite different from the ordinary General Public 
License. We use this license for certain libraries in order to 
permit linking those libraries into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or 
using a shared library, the combination of the two is legally 
speaking a combined work, a derivative of the original library. 
The ordinary General Public License therefore permits such 
linking only if the entire combination fits its criteria of 
freedom. The Lesser General Public License permits more lax 
criteria for linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because 
it does Less to protect the user's freedom than the ordinary 
General Public License. It also provides other free software 
developers Less of an advantage over competing non-free 
programs.These disadvantages are the reason we use the 
ordinary General Public License for many libraries. However, 
the Lesser license provides advantages in certain special 
circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to 
encourage the widest possible use of a certain library, so that 
it becomes a de-facto standard. To achieve this, non-free 



programs must be allowed to use the library. A more frequent 
case is that a free library does the same job as widely used 
non-free libraries. In this case, there is little to gain by limiting 
the free library to free software only, so we use the Lesser 
General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in 
non-free programs enables a greater number of people to use 
a large body of free software. For example, permission to use 
the GNU C Lib 口 ry in non-free programs enables many more 
people to use the whole GNU operating system, as well as its 
variant, the GNU/Linux operating system. 

Although the Lesser General Public License is Less protective 
of the users' freedom, it does ensure that the user of a 
program that is linked with the Library has the freedom and 
the wherewithal to run that program using a modified version 
of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and 
modification follow. Pay close attention to the difference 
between a "work based on the library" and a "work that uses 
the library". The former contains code derived from the library, 
whereas the latter must be combined with the library in order 
to run. 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION 
AND MODIFICATION 

0. This License Agreement applies to any software library or 
other program which contains a notice placed by the 
copyright holder or other authorized party saying it may 
be distributed under the terms of this Lesser General 
Public License (also called "this License"). Each licensee is 
addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or 
data prepared so as to be conveniently linked with application 
programs (which use some of those functions and data) to 
form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work 
which has been distributed under these terms. A "work based 
on the Library" means either the Library or any derivative work 
under copyright law: that is to say, a work containing the 
Library or a portion of it, either verbatim or with modifications 
and/or translated straightforwardly into another language. 
(Hereinafter, translation is included without limitation in the 
term "modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of the work 
for making modifications to it. For a library, complete source 
code means all the source code for all modules it contains, 
plus any associated interface definition files, plus the scripts 
used to control compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and modification 
are not covered by this License; they are outside its scope. The 
act of running a program using the Library is not restricted, 
and output from such a program is covered only if its contents 
constitute a work based on the Library (independent of the 
use of the Library in a tool for writing it). Whether that is true 
depends on what the Library does and what the program that 
uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the 
Library's complete source code as you receive it, in any 
medium, provided that you conspicuously and 
appropriately publish on each copy an appropriate 
copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact 
all the notices that refer to this License and to the 
absence of any warranty; and distribute a copy of this 
License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a 
copy, and you may at your option offer warranty protection in 
exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any 
portion of it, thus forming a work based on the Library, 
and copy and distribute such modifications or work 
under the terms of Section 1 above, provided that you 
also meet all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry 
prominent notices stating that you changed the 
files and the date of any change. 

c) You must cause the whole of the work to be 
licensed at no charge to all third parties under the 
terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a 
function or a table of data to be supplied by an 
application program that uses the facility, other 
than as an argument passed when the facility is 
invoked, then you must make a good faith effort to 
ensure that, in the event an application does not 
supply such function or table, the facility still 
operates, and performs whatever part of its 
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purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square 
roots has a purpose that is entirely well-defined 
independent of the application. Therefore, Subsection 2d 
requires that any application-supplied function or table 
used by this function must be optional: if the application 
does not supply it, the square root function must still 
compute square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a 
whole. If identifiable sections of that work are not 
derived from the Library, and can be reasonably 
considered independent and separate works in 
themselves, then this License, and its terms, do not apply 
to those sections when you distribute them as separate 
works. But when you distribute the same sections as part 
of a whole which is a work based on the Library, the 
distribution of the whole must be on the terms of this 
License, whose permissions for other licensees extend to 
the entire whole, and thus to each and every part 
regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or 
contest your rights to work written entirely by you; rather, the 
intent is to exercise the right to control the distribution of 
derivative or collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on 
the Library with the Library (or with a work based on the 
Library) on a volume of a storage or distribution medium does 
not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU 
General Public License instead of this License to a given 
copy of the Library. To do this, you must alter all the 
notices that refer to this License, so that they refer to the 
ordinary GNU General Public License, version 2, instead 
of to this License. (If a newer version than version 2 of 
the ordinary GNU General Public License has appeared, 
then you can specify that version instead if you wish.) Do 
not make any other change in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for 
that copy, so the ordinary GNU General Public License applies 
to all subsequent copies and derivative works made from that 
copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code 
of the Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or 
derivative of it, under Section 2) in object code or 
executable form under the terms of Sections 1 and 2 
above provided that you accompany it with the 
complete corresponding machine-readable source code, 
which must be distributed under the terms of Sections 1 
and 2 above on a medium customarily used for software 
interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to 
copy from a designated place, then offering equivalent access 
to copy the source code from the same place satisfies the 
requirement to distribute the source code, even though third 
parties are not compelled to copy the source along with the 
object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of 
the Library, but is designed to work with the Library by 
being compiled or linked with it, is called a "work that 
uses the Library". Such a work, in isolation, is not a 
derivative work of the Library, and therefore falls outside 
the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library 
creates an executable that is a derivative of the Library (because 
it contains portions of the Library), rather than a "work that 
uses the library". The executable is therefore covered by this 
License. Section 6 states terms for distribution of such 
executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a 
header file that is part of the Library, the object code for the 
work may be a derivative work of the Library even though the 
source code is not. Whether this is true is especially significant 
if the work can be linked without the Library, or if the work is 
itself a library. The threshold for this to be true is not precisely 
defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data 
structure layouts and assessors, and small macros and small 
inline functions (ten lines or less in length), then the use of the 
object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a 
derivative work. (Executables containing this object code plus 
portions of the Library will still fall under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may 
distribute the object code for the work under the terms of 
Section 6. Any executables containing that work also fall under 


Section 6, whether or not they are linked directly with the 
Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also 
combine or link a "work that uses the Library" with the 
Library to produce a work containing portions of the 
Library, and distribute that work under terms of your 
choice, provided that the terms permit modification of 
the work for the customer's own use and reverse 
engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work 
that the Library is used in it and that the Library and its use are 
covered by this License. You must supply a copy of this 
License. If the work during execution displays copyright 
notices, you must include the copyright notice for the Library 
among them, as well as a reference directing the user to the 
copy of this License. Also, you must do one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding 
machine-readable source code for the Library including 
whatever changes were used in the work (which must 
be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the 
work is an executable linked with the Library, with the 
complete machine-readable "work that uses the Library", 
as object code and/or source code, so that the user can 
modify the Library and then relink to produce a modified 
executable containing the modified Library. (It is 
understood that the user who changes the contents of 
definitions files in the Library will not necessarily be able 
to recompile the application to use the modified 
definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with 
the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses at 
run time a copy of the library already present on the 
user's computer system, rather than copying library 
functions into the executable, and (2) will operate 
properly with a modified version of the library, if the user 
installs one, as long as the modified version is 
interface-compatible with the version that the work was 
made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at 
least three years, to give the same user the materials 
specified in Subsection 6a, above, for a charge no more 
than the cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to 
copy from a designated place, offer equivalent access to 
copy the above specified materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of these 
materials or that you have already sent this user a copy. 

For an executable, the required form of the "work that uses the 
Library" must include any data and utility programs needed for 
reproducing the executable from it. However, as a special 
exception, the materials to be distributed need not include 
anything that is normally distributed (in either source or binary 
form) with the major components (compiler, kernel, and so 
on) of the operating system on which the executable runs, 
unless that component itself accompanies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license 
restrictions of other proprietary libraries that do not normally 
accompany the operating system. Such a contradiction means 
you cannot use both them and the Library together in an 
executable that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on 
the Library side-by-side in a single library together with 
other library facilities not covered by this License, and 
distribute such a combined library, provided that the 
separate distribution of the work based on the Library 
and of the other library facilities is otherwise permitted, 
and provided that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of 
the same work based on the Library, uncombined 
with any other library facilities. This must be 
distributed under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library 
of the fact that part of it is a work based on the 
Library, and explaining where to find the 
accompanying uncombined form of the same 
work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or 
distribute the Library except as expressly provided under 
this License. Any attempt otherwise to copy, modify, 
sublicense, link with, or distribute the Library is void, and 
will automatically terminate your rights under this 
License. However, parties who have received copies, or 
rights, from you under this License will not have their 
licenses terminated so long as such parties remain in full 
compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you 
have not signed it. However, nothing else grants you 
permission to modify or distribute the Library or its 


derivative works. These actions are prohibited by law if 
you do not accept this License.Therefore, by modifying 
or distributing the Library (or any work based on the 
Library), you indicate your acceptance of this License to 
do so, and all its terms and conditions for copying, 
distributing or modifying the Library or works based on 
it. 


10. Each time you redistribute the Library (or any work based 
on the Library), the recipient automatically receives a 
license from the original licensor to copy, distribute, link 
with or modify the Library subject to these terms and 
conditions. You may not impose any further restrictions 
on the recipients' exercise of the rights granted herein. 
You are not responsible for enforcing compliance by 
third parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of 
patent infringement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you 
(whether by court order, agreement or otherwise) that 
contradict the conditions of this License, they do not 
excuse you from the conditions of this License. If you 
cannot distribute so as to satisfy simultaneously your 
obligations under this License and any other pertinent 
obligations, then as a consequence you may not 
distribute the Library at all. For example, if a patent 
license would not permit royalty-free redistribution of 
the Library by all those who receive copies directly or 
indirectly through you, then the only way you could 
satisfy both it and this License would be to refrain 
entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable 
under any particular circumstance, the balance of the section 
is intended to apply, and the section as a whole is intended to 
apply in other circumstances. 



そ 

の 
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It is not the purpose of this section to induce you to infringe 
any patents or other property right claims or to contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of 
protecting the integrity of the free software distribution 
system which is implemented by public license practices. 

Many people have made generous contributions to the wide 
range of software distributed through that system in reliance 
on consistent application of that system; it is up to the author/ 
donor to decide if he or she is willing to distribute software 
through any other system and a licensee cannot impose that 
choice. 


This section is intended to make thoroughly clear what is 
believed to be a consequence of the rest of this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted 
in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the 
Library under this License may add an explicit 
geographical distribution limitation excluding those 
countries, so that distribution is permitted only in or 
among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the 
body of this License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/ 
or new versions of the Lesser General Public License 
from time to time. Such new versions will be similar in 
spirit to the present version, but may differ in detail to 
address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the 
Library specifies a version number of this License which 
applies to it and "any later version", you have the option of 
following the terms and conditions either of that version or of 
any later version published by the Free Software Foundation. If 
the Library does not specify a license version number, you may 
choose any version ever published by the Free Software 
Foundation. 

14. If you wish to incorporate parts of the Library into other 
free programs whose distribution conditions are 
incompatible with these, write to the author to ask for 
permission. For software which is copyrighted by the 
Free Software Foundation, write to the Free Software 
Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our 
decision will be guided by the two goals of preserving 
the free status of all derivatives of our free software and 
of promoting the sharing and reuse of software 
generally. 


NO WARRANTY 

15. BECAUSETHE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, 
THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE 
EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN 
饥 HERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY 
"AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
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EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMtED 
TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.THE ENTIRE 
RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE 
LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE 
DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 



そ 
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16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR 
AGREEDTO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, 
OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 
REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE 
LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY 
GENERA し SPECIAL INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITYTO 
USETHE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS 
OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR 
LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A 
FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WtH ANY OTHER 
SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY 
HAS BEEN ADVISED OF THE POSS 旧 lUTY OF SUCH 
DAMAGES. 


END OF TERMS AND 
CONDITIONS 


How to Apply These Terms to Your New Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of the 
greatest possible use to the public, we recommend making it 
free software that everyone can redistribute and change. You 
can do so by permitting redistribution under these terms (or, 
alternatively, under the terms of the ordinary General Public 
License). 

To apply these terms, attach the following notices to the 
library. It is safest to attach them to the start of each source file 
to most effectively convey the exclusion of warranty; and each 
file should have at least the "copyrighi;'| line and a pointer to 
where the full notice is found. 

cone line to give the library's name and an idea of what it 
does .〉 

Copyright に） <year> <name of author> 

This library is free software; you can redistribute it and/or 
modify it under the terms of the GNU Lesser General Public 
License as published by the Free Software Foundation; either 
version 2.1of the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, but 
WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty 
of MERCHANTABIUTY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 
See the GNU Lesser General Public License for more details. 


Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of 
this software must display the following 
acknowledgment: 

"This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSLToolkit. (http:// 
www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSLToolkit" and "OpenSSL Project" must 
not be used to endorse or promote products derived 
from this software without prior written permission. For 
written permission, please contact openssl- 
core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called 
"OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names 
without prior written permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the 
following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSLToolkit (http:// 
www.openssl.org/)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ''AS 
に " AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, 
BUT NOT 面 TED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALLTHE OpenSSL PROJECT 
OMTS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 

ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, 
EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of 
this software must display the following 
acknowledgement: 

"This product includes cryptographic software written by 
Eric Young (eay@cryptsoft.com)" 

The word 'cryptographic'can be left out if the rouines 
from the library being used are not cryptographic related 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative 
thereof) from the apps directory (application code) you 
must include an acknowledgement: 

"This product includes software written by Tim Hudson 
(tjh@cryp じ oft.com)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG、、AS IS" AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 
LIMJEDTOiTHE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. 

IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERV に ES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF 
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY 
WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any publically available 
version or derivative of this code cannot be changed, i.e. this 
code cannot simply be copied and put under another 
distribution licence [including the GNU Public Licence.] 

FreeType 

The FreeType Project is copyright に） 1996-2000 by David 
Turner, Robert Wilhelm, and Werner Lemberg. All rights 
reserved except as specified below. 

THE FREETYPE PROJECT IS PROVIDED'AS IS' WITHOUT 
WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESS OR IMPLIED, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 
IN NO EVENT WILL ANY OF THE AUTHORS OR COPYRIGHT 
HOLDERS BE LIABLE FOR ANY DAMAGES CAUSED BY THE USE 
ORTHE INABILITYTO USE, OF THE FREETYPE PROJECT. 

NetBSD ソフトウエアに関する 


You should have received a copy of the GNU Lesser General 
Public License along with this library; if not, write to the Free 
Software Foundation, Inc., 59Temple Place, Suite 330, Boston, 
MA 02111-1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and 
paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a 
programmer) or your school, if any, to sign a "copyright 
disclaimer" for the library, if necessary. Here is a sample; alter 
the names: 

Yoyodyne, Inc, hereby disclaims all copyright interest in the 
library 'Frob' (a library for tweaking knobs) written by James 
Random Hacker. 

signature ofTy Coon,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 

That's all there is to it! 

OpenSSL ソフトウ i アに関す 
るお知 3 せ 

本製品には、弊社びその著作権者とのライセンス契約に基 
づき使用しているソフトウェアである rOpenSSL 
(「Original SSLeay 」 と称するライブラ U - を含む)」び搭載 
されております。当該ソフトウェアの著作権者の要ホに基 
づさ、弊社は、な下の内容をお客様に通知する義務びありま 
す。 

下記内容をご一読くださいますよラ、よろしくお願い申し 
上げます。 

パツケージ名 sony - target - grel - openssl -0.9.71-020202. 

src.rpm 

<OpenSSL> 

Copyright (c)1998-2006The OpenSSL Project. All rights 
reserved. 


This product includes cryptographic software written by Eric 
Young (eay@cryptsoft.com). This product includes software 
written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

Original SSLeay License 

Original SSLeay 

Copyright に） 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) 

All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). 

The implementation was written so as to conform with 
Ne じ capes SSL. 

This library is free for comme に iai and non-commercial use as 
long as the following conditions are aheared to. The following 
conditions apply to all code found in this distribution, be it the 
RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code. The SSL 
documentation included with this distribution is covered by 
the same copyright terms except that the holder is Tim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright 
notices in the code are not to be removed. 

If this package is used in a product, Eric Young should be given 
attribution as the author of the parts of the library used. 

This can be in the form of a textual message at program 
startup or in documentation (online or textual) provided with 
the package. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 


お知 s せ 

BSD License 

Copyright (c)1994-2004The NetBSD Foundation, Inc. All rights 
reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of 
this software must display the following 
acknowledgement: 

This product includes software developed by the NetBSD 
Foundation, Inc. and its contributors. 

4. Neither the name of The NetBSD Foundation nor the 
names of its contributors may be used to endorse or 
promote products derived from this software without 
specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND 
CONTRIBUTORS、、AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT L 闕 TED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF 
USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
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(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY 
WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The following notices are required to satisfy the license terms 
of the software that we have mentioned in this document: 

This product includes software developed by Adam Glass. 

This product includes software developed by Bill Paul. 

This product includes software developed by Charles M. 
Hannum. 

This product includes software developed by Christian E. 
Hopps. 

This product includes software developed by Christopher G. 
Demetriou. 

This product includes software developed by Christopher G. 
Demetriou for the NetBSD Project. 

This product includes software developed by Christos Zoulas. 
This product includes software developed by Gardner 
Buchanan. 

This product includes software developed by Gordon W. Ross 
This product includes software developed by Jonathan Stone 
for the NetBSD Project. 

This product includes software developed by Manuel Bouyer. 
This product includes software developed by Rolf Grossmann. 
This product includes software developed by Tools GmbH. 

This product includes software developed by the NetBSD 
Foundation, Inc. and its contributors. 

This product includes software developed by the University of 
California, Berkeley and its contributors. 

This product includes software developed by the University of 
California, Lawrence Berkeley Laboratory and its contributors. 
This product includes software developed by the University of 
California, Lawrence Berkeley Laboratory. 

This product includes software developed for the NetBSD 
Project by Wasabi Systems, Inc. 

This product includes software developed for the NetBSD 
Project by Matthias Drochne し 

JPEG に関するお知 S せ 

本製品の一部には 、 Independent JPEG Group の研究成 
果を使用しています。 

パッケーシソアイル名 sony-targ な - grel - libjpeg - 
6 b -0 20201 . src.rpm 

上 

In plain English: 

1. We don't promise that this software works. (But if you 
find any bugs, please let us know!) 

2. You can use this software for whatever you want. You 
don't have to pay us. 

3. You may not pretend that you wrote this software. If you 
use it in a program, you must acknowledge somewhere 
in your documentation that you've used the IJG code. 

In legalese: 

The authors make NO WARRANTY or representation, either 
express or implied, with respect to this software, its quality, 
accuracy, merchantability, or fitness for a particular purpose. 
This software is provided "AS IS", and you, its user assume the 
entire risk as to its quality and accuracy. 

This software is copyright (c)1991-1998, Thomas G. Lane. 

All Rights Reserved except as specified below. 

Permission is hereby granted to use, copy, modify, and 
distribute this software (or portions thereof) for any purpose, 
without fee, subject to these conditions: 

(1) If any part of the source code for this software is 
distributed, then this README file must be included, with this 
copyright and no-warranty notice unaltered; and any 
additions, deletions, or changes to the original files must be 
clearly indicated in accompanying documentation. 

(2) If only executable code is distributed, then the 
accompanying documentation must state that "this software is 
based in part on the work of the Independent JPEG Group". 

(3) Permission for use of this software is granted only if the user 
accepts full responsibility for any undesirable consequences; 
the authors accept NO LIABILITY for damages of any kind. 

These conditions apply to any software derived from or based 
on the IJG code, not just to the unmodified library. If you use 
our work, you ought to acknowledge us. 

Permission is NOT granted for the use of any IJG author's name 
or company name in advertising or publicity relating to this 
software or products derived from it. This software may be 
referred to only as "the Independent JPEG Group's software". 

We specifically permit and encourage the use of this software 
as the basis of commercial products, provided that all warranty 
or liability claims are assumed by the product vendor. 


PuTTY ソフトウエアに関するお 
知 S せ 

本製品には、 PuTT 丫ソフトウエアの一部の コー ドび搭載さ 
れてお0ます。 

ソースパッケージ： putty -0.58. tar.gz 

ライセンス乗文： http :// www . chiark . greenend . org . 

uk / 〜 sgtatham / putty / licence.html 

PuTTY is copyright 1997-2006 Simon Tatham. 

Portions copyright Robert de Bath, Joris van Rantwijk, Delian 
Delchev, Andreas Schultz, Jeroen Massar, Wez Furlong, Nicolas 
Barry, Justin Bradford, Ben Harris, Malcolm Smith, Ahmad 
Khalifa, Markus Kuhn, and CORE SDI S.A. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person 
obtaining a copy of this software and associated 
documentation files (the "Software"), to deal in the Software 
without restriction, including without limitation the rights to 
use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/ 
or sell copies of the Software, and to permit persons to whom 
the Software is furnished to do so, subject to the following 
conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall 
be included in all copies or substantial portions of the 
Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF 
ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT L 闕 TED 
TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT 
SHALL SIMON TATHAM BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES 
OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, 
TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER 
DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

fdlibm ソフトウエアに関するお 
知 S せ 

@(#) 材 libm.h 1.5 95/01/18 

Copyright (C) 1993 by Sun Microsystems, Inc. All rights 
reserved. 

Developed at SunSoft, a Sun Microsystems, Inc. business. 
Permission to use, copy, modify, and distribute this software is 
freely granted,provided that this notice is preserved. 

Root Certificates に関するお 
知 S せ 

In addition, the Runtimes and Runtime Components may 
contain one or more root certificates (herein referred to as "Root 
Certificates"). You may not modify the Root Cert 巿 cates. 

Nano-XML に関するお知 3 せ 

Copyright (C) 2000 -2002 Ma に De Scheemaecker, All Rights 
Reserved. 

This software is provided 'as-is', without any express or implied 
warranty. In no event will the authors be held liable for any 
damages arising from the use of this software. 

Permission is granted to anyone to use this software for any 
purpose, including commercial applications, and to alter it 
and redistribute it freely, subject to the following restrictions: 

1. The origin of this software must not be misrepresented; 
you must not claim that you wrote the original software. 
If you use this software in a product, an acknowledgment 
in the product documentation would be appreciated 
but is not required. 

2. Altered source versions must be plainly marked as such, 
and must not be misrepresented as being the original 
software. 

3. This notice may not be removed or altered from any 
source distribution. 

MPEG-2 Video に関するお知 3 
せ 

ANYUSEOFTHIS PRODUCT OTHER THAN CONSUMER 


PERSONAL USE IN ANY MANNER THAT COMPLIES WtH THE 
MPEG-2 STANDARD FOR ENCODING VIDEO INFORMATION FOR 
PACKAGED MEDIA IS EXPRESSLY PROHIBITED WtHOUT A 
LICENSE UNDER APPLICABLE PATENTS IN THE MPEG-2 PATENT 
PORTFOLIO, WH に H LICENSE IS AVAILABLE FROM MPEG LA, 

L.L.C., 250 STEELE STREET, SUITE 300, DENVER, COLORADO 
80206. 

MPEG-4 AVC および VC-1 に関 
するお知 S せ 

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC PATENT 
PORTFOLIO LICENSE ANDTHE VC-1 PATENT PORTFOLIO 
LICENSE FORTHE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE OF 
A CONSUMER TO 

(i) ENCODE VIDEO IN COMPLIANCE WtH THE AVC STANDARD I 
("AVC VIDEO") 

AND/OR み 

(ii) DECODE AVC VIDEO AND VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE し 

VC-1 STANDARD THAT WERE ENCODED BY A CONSUMER の 

ENGAGED IN A PERSONAL AND 他 

NON-COMMERCIAL ACTMTY AND/OR WAS OBTAINED FROM A 
VIDEO PROVIDER LICENSEDTO PROVIDE AVC VIDEO. NO 
LICENSE IS GRANTED OR SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER 
USE. ADUTIONAL INFORMATION MAYBE OBTAINED FROM 
MPEG LA, LLC. SEE HTTP://MPEGLA.COM <HTTP://MPEGLA. 

COM> 

SEE に関するお知 3 せ 

Copyright (c) 200 3, 2004 
David Leonard. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. Neither the name of Mr Leonard nor the names of the 
contributors may be used to endorse or promote 
products derived from this software without specific 
prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY DAVID LEONARD AND 
CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT L 闕 TEDTO'THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
DAVID LEONARD OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERV に ES; LOSS OF 
USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF LIABILITY, 

WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY 
WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


The author of this software is David M. Gay. 

Copyright (c)1991, 200 0 by Lucent Technologies. 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software 
for any purpose without fee is hereby granted, provided that 
this entire notice is included in all copies of any software 
which is or includes a copy or modification of this software 
and in all copies of the supporting documentation for such 
software. 

THIS SOFTWARE IS BEING PROVIDED "AS IS", WtHOUT ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTY. IN PARTICULAR, NEITHER THE 
AUTHOR NOR LUCENT MAKES ANY REPRESENTATION OR 
WARRANTY OF ANY KIND CONCERNING THE MERCHANTABILITY 
OF THIS SOFTWARE OR ITS FITNESS FOR ANY PARTICULAR 
PURPOSE. 

巧のページにつづ<嗦 
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Anti-Grain Geometry に関す 
るお知 5 せ 

The Anti-Grain Geometry Project 
A high quality rendering engine ror C++ 
http://antigrain.com 

Anti-Grain Geometry - Version 2.3 

Copyright に） 2002 -2005 Maxim Shemanarev (McSeem) 



そ 

の 

他 


Permission to copy, use, modify, sell and distribute this 
software is granted provided this copyright notice appears in 
all copies. 

This software is provided "as is" without express or implied 
warranty, and with no claim as to its suitability for any 
purpose. 


libpixman に関するお知 3 せ 

libpixregion 


Copyright 1987,1998 The Open Group 


Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this 
software and its documentation for any purpose is hereby 
granted without fee, provided that the above copyright notice 
appear in all copies and that both that copyright notice and 
this permission notice appear in supporting documentation. 


The above copyright notice and this permission notice shall 
be included in all copies or substantial portions of the 
Software. 


THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF 
ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT L 闕 TED 
TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT 
SHALL THE OPEN GROUP BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES 
OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, 
TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER 
DEALINGS IN THE SOFTWARE. 


KEITH PACKARD DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO 
THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO EVENT SHALL KEITH 
PACKARD BE LIABLE FOR ANY SPECIAL INDIRECTOR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER 
RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER 
IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER 
TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WtH 
THE USE OR PERFORMANCE OFTHIS SOFTWARE. 


slim 


slim is Copyright © 2003 Richard Henderson 


Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this 
software and its documentation for any purpose is hereby 
granted without fee, provided that the above copyright notice 
appear in all copies and that both that copyright notice and 
this permission notice appear in supporting documentation, 
and that the name of Richard Henderson not be used in 
advertising or publicity pertaining to distribution of the 
software without specific, written prior permission. Richard 
Henderson makes no representations about the suitability of 
this software for any purpose. It is provided "as is" without 
express or implied warranty. 

RICHARD HENDERSON DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH 
REGARD TO THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO 
EVENT SHALL RICHARD HENDERSON BE LIABLE FOR ANY 
SPECIAL INDIRECTOR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY 
DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA 
OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, 
NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF 
OR IN CONNECTION WtH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS 
SOFTWARE. 


expat に関するお知 5 せ 

Copyright (c)1998, 1999, 2000 Thai Open Source Software 

Center Ltd and Clark Cooper 

Copyright (c) 2001, 200 2, 2003 Expat maintainers. 


Except as contained in this notice, the name of a copyright 
holder shall not be used in advertising or otherwise to 
promote the sale, use or other dealings in this Software 
without prior written authorization of the copyright holder. 


Except as contained in this notice, the name of The Open 
Group shall not be used in advertising or otherwise to 
promote the sale, use or other dealings in this Software 
without prior written authorization from The Open Group. 


Copyright 1987 by Digital Equipment Corporation, Maynard, 
Massachusetts. 


Permission is hereby granted, free of charge, to any person 
obtaining a copy of this software and associated 
documentation files (the "Software"), to deal in the Software 
without restriction, including without limitation the rights to 
use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/ 
or sell copies of the Software, and to permit persons to whom 
the Software is furnished to do so, subject to the following 
conditions: 


All Rights Reserved 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software 
and its documentation for any purpose and without fee is 
hereby granted, provided that the above copyright notice 
appear in all copies and that both that copyright notice and 
this permission notice appear in supporting documentation, 
and that the name of Digital not be used in advertising or 
publicity pertaining to distribution of the software without 
specific, written prior permission. 

DIGITAL DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS 
SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO EVENT SHALL DIGITAL 
BE LIABLE FOR ANY SPECIAL INDIRECTOR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM 
LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF 
CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, 
ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR 
PERFORMANCE OFTHIS SOFTWARE. 


libic 

Copyright © 2001 Keith Packard 

Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this 
software and its documentation for any purpose is hereby 
granted without fee, provided that the above copyright notice 
appear in all copies and that both that copyright notice and 
this permission notice appear in supporting documentation, 
and that the name of Keith Packard not be used in advertising 
or publicity pertaining to distribution of the software without 
specific, written prior permission. Keith Packard makes no 
representations about the suitability of this software for any 
purpose. It is provided "as is" without express or implied 
warranty. 


The above copyright notice and this permission notice shall 
be included in all copies or substantial portions of the 
Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF 
ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT L 闕 TED 
TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT 
SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR 
ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN 
ACTION OF CONTRACT,TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, 
OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE ORTHE USE 
OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

CURL に関するお知 S せ 

COPYRIGHT AND PERMISSION NOTICE 

Copyright (c)1996 - 200 9, Daniel Stenberg, <daniel@haxx.se>. 

All rights reserved. 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software 
for any purpose with or without fee is hereby granted, 
provided that the above copyright notice and this permission 
notice appear in all copies. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF 
ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT L 闕 TED 
TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF TH 旧 D 
PARTY RIGHTS. IN NO EVENT SHALLTHE AUTHORS OR 
COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES 
OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, 
TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE ORTHE USE OR OTHER 
DEALINGS IN THE SOFTWARE. 
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デジタルが送お Ba い合わせ巧一覧 


2009年3月現在の電話番号とホームぺージアドレス 受信地域(エリア)や受信方法などのデジタル放送ま 

です。 般について 


ち料 BS /1 10 度 CS デジタルが送局 


放送局 

お問い合わせ電話番号/ 

ホームぺージアドレス 

WOWOW *! 

画 0120 -580807 

受付9:00〜20:00 (年中無休） 

http :// www . wowow . co . jp / 

スター.チヤンネル* 2 

スター.チャンネル総合案内窓 □ 

0570-013-111 

または 

045-339-0399 

受付10:00〜18:00 (年中無休） 
http :// www.sta 卜 ch j p / 

*1 テレビ放送のみび、視聴申し込みび必要な有輯放送です。独立データ 
放送 (WOWOWnavi : 791、 792 ch ) は無輯放送です。 

* 2 テレビ放送のみび、視聴申し込みび必要な有輯放送です。独立データ 
放送 (800 ch ) は無料放送です。 

110 度 CS デジタル衛星ヴービスを社 

110 度 CS デジタル 
衛星サービス 

お問い合わせ電話番号/ 

ホームぺージアドレス 

スカ パー！ e 2 

( CS 1 - CS 2) 

■ カスタ7—センター 
「スカパー! e 2カスタマー 
センター」 

0570 -08-1 212 

PHS 、 IP 電話のお客様は 

045-276-7777 

受付10:00〜20:00 (年中無休） 

■ ホームページ 

「スカパー! e 2ホームページ」 

http :// www . e 2 sptv.jp 


機関 

ホームペー ジアドレス 

(社)デジタル放送 
推進協会 ( Dpa ) 

http :// www . dpa . or.jp 

化上デジタル放送の受信相談について 

機関 

お問い合わせ電話番号 

総務省地上デジタル 
テレビジョン放送 
受信相談センター 

電話： 0570 -07-010] 

(平日9:00〜21:00、 

± •日-祝日9:00〜 18:00) 

B-CAS 力ードにごいて 

機関 

お問い合わせ電話番号 

B - CAS カスタマー 

センター 

電話： 0570 -000-250 


そ 

の 
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各部の名前 


本体のボタンは U モコンの同じ名前のボタンと同じ働きをします。 
* のボタンには凸狭起)びついています(チャンネル +/- ボタ 
ンは「+」のみ)。操作の目印としてお使いください。 

各部の説明は （） 内のページや r 操作編」の r 各部の名前」をご覧 
<ださい。 


本巧 


BDZ - X 100/ BDZ - X 95 本体前面 



田1/の（電源)ボタン( 37 ) 
[2] 表示窓 (74) 

国] U モコン受光部 （13) 

[4] ディスクトレイ 


固 ► 煩生） * ボタン 
■ (停止)ボタン 
録画♦ボタン 
録画停止■ボタン 
録画モードボタン 
入力切換ボタン （19) 
チヤンネルー/ +* ボタン 
HDMI 出力切換ボタン 
[ 6 ] ± (開/開）ボタン 

团 USB 端テ 


度] HDV1080i/DV 入力端テ 
国]入力2端テ 
面] HDMI 2 ランプ 
因] HDMI1 ランプ 
51録画予約ランプ 
歴]ディスク録画ランプ 
面] HDD 録画2ランプ 
匿] HDD 録画 1 ランプ 
画 D1 の 2 /〇 3 の 4 切換ボタン 
回 B-CAS カード挿入口 (35) 



田 BS /11 0度 CS - IF 入力/出力端子 
(16) 

医]地上デジタル/ VHF / UHF 入力/ 
出力端子 (16) 

[3] 入力1音声/映像 / S 映像端テ (29) 
入力3音声/映像/ S 映像端テ (29) 
出力1音声/映像/引映像端モ (23) 


岛]音声出力ち/左端テ (27) 

D 1/ D 2/ D 3/ D 4 映像出力端子 
(23) 

医]コンポーネント映像出力 
丫、 Pb / Cb 、 Pr/Cr 端テ (23) 

[6] 電源入力端テ (36) 

\ 7 ] 電話回線端テ (31) 


度]デジタル音声出力光端テ (26) 
デジタル音声出力同軸端テ (27) 
图 HDMI 出力 ] 端テ(23、24、 26) 
HDMI 出力2端テ (24) 

圆 LAN (10/100) 端テ (32) 
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USB 端テ 

デジタル音声出力光端テ (26) 
HDMI 出力端子(23、 26) 
LAN (10/100) 端テ (32) 


U モコン受光部 （13) 

録画予約ランプ 
表示窓 (74) 

ディスク録画ランプ 
HDD 録画1ランプ ( BDZ - L 95 のみ) 
HDD 録画ランプ ( BDZ - L 55 のみ） 
HDD 録画2ランプ ( BDZ - L 95 のみ) 
D 1/ D 2/ D 3/ D 4 切換ボタン 
B -〔 AS 力ード挿入口 (35) 


SD カードス□ット/ランプ 
( BDZ - L 95 のみ） 

HDV 1080 ン DV 入力端テ 
± (開/閉）ボタン 
ワンタッチダビングボタン/ラン 
プ 

USB 端テ 

CF ス□ットイジエクトボタン 
( BDZ - L 95 のみ） 

CF ス□ット/ランプ ( BDZ - L 95 の 
み） 


田 BS /11 0度 CS - IF 入力/出力端子 
(16) 

回地上デジタル/ VHF / UHF 入力/ 
出力端子 (16) 

[ 3 ] 入力1音声/映像 / S 映像端テ (29) 
入力2音声/映像/ S 映像端テ (29) 
出力1音声/映像/引映像端モ (23) 


[4] 音声出力ち/左端テ (27) 
D 1/ D 2/ D 3/ D 4 映像出力端子 
(23) 

[5] 電話回線端テ (31) 

厘]電源入力端テ (36) 


[1] 1/(1) (電源)ボタン (37) 

[ 2 ] ► (再生） * ボタン 
■ (停止)ボタン 
録画•ボタン 

録画停止■ボタン 
録画モードボタン 
入力切換ボタン （19) 

チヤンネルー/ +* ボタン 
间 ディスクトレイ 
[ 4 ] "メモ IJ ースティック"ス□ツト/ 
ランプ ( BDZ - L 95 のみ） 


BDZ-L95/BDZ-L55 本体後面 



BDZ-L95/BDZ-L55 本体前面 



团 181 191 巧 I 


画圆回ち画 回圆巧_ 


固 固团圓 图巧 I 回 


巧のページにつづ<嗦 
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BDZ-T75/BDZ-T 55 本体前面 


デジタル音声出力光端テ (26) 
HDMI 出力端子(23、 26) 
LAN (10/100) 端テ (32) 


田 BS /11 0度 CS - IF 入力/出力端子 
(16) 

回地上デジタル/ VHF / UHF 入力/ 
出力端子 (16) 

[ 3 ] 入力1音声/映像 / S 映像端テ (29) 
入力2音声/映像/ S 映像端テ (29) 
出力1音声/映像/引映像端モ (23) 


岛]音声出力ち/左端テ (27) 

D 1/ D 2/ D 3/ D 4 映像出力端子 
(23) 

[5] 電話回線端テ (31) 

厘]電源入力端テ (36) 


HDD 録画]ランプ ( BDZ - T 75 のみ) 
HDD 録画ランプ ( BDZ - T 55 のみ） 
HDD 録画2ランプ ( BDZ - T 75 のみ) 
D 1/ D 2/ D 3/ D 4 切換ボタン 
B - CAS 力ード挿入 DGS ) 


± (開/閉）ボタン 
IJ モコン受光部り 3) 
録画予約ランプ 
表示窓 (74) 

ディスク録画ランプ 


1 /( 1 ) (電源)ボタン (37) 
ディスクトレイ 
► (再生） * ボタン 
■ (停止)ボタン 
録画•ボタン 
録画停止■ボタン 
録画モードボタン 
入力切換ボタンり 9) 
チヤンネルー/ + * ボタン 


BDZ-T75/BDZ-T 55 本体後面 


の 回 


图 团固 



回面团 


固 1111 画回画团 固固 





团圓图 


图圆五画 


团医医区垣 


田回图 
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電源入力端テ (36) 

電話回線端テ (31) 

デジタル音声出力光端テ (26) 
HDMI 出力端子(23、 26) 
LAN (10/100) 端テ (32) 


入力音声/映像/ S 映像端テ (29) 
出力音声/映像/ S 1 映像端モ (23) 
音声出力ち/左端テ (27) 
D 1/ D 2/ D 3/ D 4 映像出力端子 
(23) 




龍貸 


貨 ®© ◎© 

© ©T 


1 r 

D1/D2/D3/D4 映«出力 J 

E 

. ——^- k 

1 じ ^ 




ディスクトレイ 
HDV 1080 ン DV 入力端テ 
± (開/閉）ボタン 
ワンタツチ転送ボタン/ランプ 
USB 端テ 

IJ モコン受光部 （13) 

アクトビラダウン□ー ドランプ 


图团 


固 


表示窓 (74) 

HDD 録画1ランプ 
HDD 録画2ランプ 
ディスク録画ランプ 
録画予約ランプ 
D 1/ D 2/ D 3/ D 4 切換ボタン 
B -〔 AS 力ード挿入口 (35) 


BDZ-A950/BDZ-A750 本体お面 


の 回 


1 

つ 



_ 7ンテナ TV へ出力 

命 ," ぶ 感 5" 録 

1 アンテナか5入力 TV へ出力 

1 ◎ ◎ 

li 


f HDMI 出力’ ^ジタル 

lop 

g 





-^ 


rr 



つ 


画回面 


[ T ] BS /11 0度 CS - IF 入力/出力端子 

(16) 

医] VHF / UHF 入力/出力端子 (16) 
固 USB 端テ 


[ 1 ] 1 /( 1 ) (電源)ボタン (37) 

[ 2 ] ► (再生） * ボタン 
■ (停止)ボタン 
録画•ボタン 

録画停止■ボタン 
録画モードボタン 
入力切換ボタン （19) 
チヤンネルー/ +* ボタン 


BDZ-A950/BDZ-A750 本体前面 




固71 181 191 巧 I 


圆回 巧 I 圆回圆 


固 141 151 161 171 圓图 


巧のページにつづ<嗦 
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本化表巧窓 


ANGLE (アングル)表示 
お知らせ(メール)表示 
未読メー;!レびあるとさに点灯しま 
す。 

番組表受信表示 
D 映像出力表示 (22) 

主に次の情報を表示します。 

タイトル/チャプター/トラック 
番号表示 

再生経過時間/残量時間表示 
録画経過時間表示 
録画モード 

ダビング進抄状況表示 
現在日時 

BS/CS /チャンネル/外部入力表示 
BD / DVD/CD 表示 
各種メッセージ表示 


HU HDM 康示(22、 26) 

HDMI ケーブルで本機に接続され 
た機器び、本機によって認識され 
ている時に点打します。 

クちょっと一言 

表示窓の明るさを設定することびでさます。 

の[本体設定]一[本体表 7 J \ の明るさ]で設 
定してください。 


U モコンモード (54) 


田目 D / DVD /〔 D 表示(種類、記録 

フ オー マット） 

目 D と DVD (または CD ) の八イブ 
リッドディスクの場合は、目 D を 
表 7 J \ します。 

[2] 通信表示 (30) 

LAN や電話回線で通信中である 
ことを表 TJX します。 

固 HDD / BD / DVD 再生記録表示 

それぞれのディスクの再生/記録 
動作を表示します。 

国 USB 表示 ( BDZ - X 100/ BDZ - X 95 / 
目 DZ - L 95/ BDZ - L 55/ BDZ - A %0/ 
目 DZ - A 750 のみ） 

USB 機器接続時/おでかけ転送 
ファイル作成時に点灯、ダビング 
時/おでかけ-おかえり転送時に 
点滅します。 

医]ダビング表示 

ダビング中に点灯します。 


表示窓の表示文字 

使用状況によって表示される内容は異なります。下記は表示窓に表示される文字の一例です。 

ビデオカテゴリーを選んだとき ディスク読み这み中のとき 起動などの処理中のとき_ 

D I !：：：■ 

: ::::::■■::: 

デイスクフオーマツト中のとを 

:"" ----- 

r U K n H I 

フアイナライズ中のとを_ 

I … i 門 i I .... . 

クイックタイマー動作中のとき* 

i -i T i T i 

XX には数字び表示されます。 
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固区 厘图圆 
















































































































































































モ 3 ン 


リモコンのボタンは本体の同じ 
名前のボタンと同じ働さをしま 
す。 

* のボタンには凸侠鼠びつい 
ています。（数字ボタンは「己」の 
み、チヤンネル+/—ボタンは 
「+」のみ)。操作の目印としてお 
使いください。 

再生中に操作でさる IJ モコンの 
ボタンの詳細については、「操作 
編」の「各部の名前」をご覧くださ 
い。 





0表示切 D 換え-テレビ操作部 


開/開 

トレイ開/閉 

入力切換 

入力切換（19、28、 

29、引） 

TV 電源 

〇 

TV 電源（51、 55) 

電源 

〇 

電源（37、38、引） 

1 BD II DVD II AMP ][ TV ] 

操作機器切換用ボタ 


ン（13、引） 


数字ボタン* (37、 

45、引、 55) 

10 キー 

10 キー 

つリア 

国 

ク U ァ 

連動 データ 

KH 

連動データ 

番組説明 

国 

番組説明 

放送切換 


(地上アナ□グ/地上 


デジタル/ BS デジタ 


ル/ 110 度 CS デジタ 


ル） 

青 赤 緑 黄 

aa ロロ 

カラーボタン 


画面操作部 




画面表示 (52) 



ホーム (37) 


Q 巧生操作部 


(予約する） 

予約する 

(見る） 

見る 

フラッシュ 

巧巧 

フラッシュ ー今 

前 次 

前/次 

◄11/ ィ 1 

&& 

早戻し/早送り、コマ 


戻し/コマ送り、ス 


□— 

再生 

再生* 

シーンサーチ 

シーンサーチ 

一時停止 

の 

-時停止 

停止 

〇 

停止 

消音 

消音 

音量 H 


D 口 

音量+/—（51、 53) 

チャンネル 

□ B 

チヤンネル +*/- 

(51) 


そ 

の 

他 


〇 


録画 • BD • テレビ操作部 


録画 

田 

録画 

録画一時停止 

録画一時停止 

録画停止 

因 

録画停止 

録画モード 

録画モード 

チ盛- 

チャプターマーク書 

込み 

トツかニユ- 

トップメニュー 

ポップアップ/ 

乂ニユ ー 

— 

ポップアップ 

/メニュー 

音声切換 

音声切換^^ 

字幕 

字幕 

映像切換 

• 
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な行 
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は行 


八ードディスク . 7 
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ま行 
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ブルーレイディスクレコーダーホームぺージ 

本機に関する様々な情報び確認でさます。 

操作情報などについて知りたいときは au 下のホームペー 
ジの「活用ガイド」、「ファーストステップガイド」をご覧く 
ださい。 

http://sony.jp/bd/ 

ブルーレイディスクレコーダーに関する 
情報を携帯電話からをご覧いただけます。 

ち記 QR コードからアクセスしてください。 



よくあるお問い合わせ、解ず方法などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 
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この説明書は、古紙 70% J ； Lh の再生紙を使用しています。 
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